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生涯学習基盤経営研究 第 34 号 2009 年度 

パネルディスカッション『生涯学習を支える基盤とは何か』 

 
日時：2009 年 6 月 13 日（土） 
場所：東京大学教育学部 158 教室  
 
パネリスト： アジア太平洋資料センター（PARC） 事務局長 内田聖子 
       野外教育研究財団 理事長    羽場睦美 
       滋賀県愛荘町 教育長・前図書館長   渡部幹雄 
司会：  生涯学習基盤経営コース 教授    根本彰 
 
パネリスト紹介 
内田聖子（うちだ・しょうこ） 特定非営利活動法人アジア太平洋資料センター（PARC)事務局長

慶應義塾大学文学部人間関係学科を卒業後，株式会社明石書店等で雑誌，単行本の編集に携わる

（人権，環境，ジェンダー等の単行本の企画・編集）。アジア太平洋資料センターにて月刊雑誌

『オルタ』の編集担当。2006 年から同センター事務局長に就任。現在に至る。現在は，「連帯経

済」に関する調査研究等に取り組む。 

羽場睦美（はば・むつみ） （財）野外教育研究財団理事長  
長野県泰阜（やすおか）村生まれ。私財を投じ野外教育研究財団を設立，野外教育・研究・講演・

地域活動開始。40 代で青年期の読書の蓄積が役に立たなくなってきたことを感じ放送大学入学

卒業。その後名古屋大学大学院を受験，修士修了，現在博士後期課程在学。 
著書 『信州の人と鉄』信濃毎日新聞社 1996（共著） 『金属と地名』三一書房 1998（共著）

『参画・体験・発見学習の心理と応用』野外教育研究財団 2003 

渡部幹雄（わたなべ・みきお）滋賀県愛知郡愛荘町教育長・前図書館長 

東京学芸大学大学院修了。 大学を卒業した後，故郷の大分県緒方町で社会教育主事，博物館学

芸員，図書館司書を歴任。その後，請われて長崎県森山町，滋賀県愛知川町へと赴き，それぞれ

の地で図書館づくりに奮闘。 2008 年 3 月，愛知川町と秦荘町が合併してできた愛荘町教育長に

就任。 著書 『図書館を遊ぶ～エンターテイメント空間を求めて』新評論 2003 『地域と図

書館～図書館の未来のために』慧文社 2006  

１ はじめに 
根本： このコースに教員が 3 名いますが，その

中で一番長く，ここに来てもう 15年になります。

東京大学教育学部あるいは教育学研究科が，この

15 年でどのように変化してきたかということも

見てきています。年配の方のなかにはご承知の方

もいると思いますが，東大教育学部はもともと非

常に現場志向が強く，教育現場とつながりながら

いろいろなことをやっている伝統がありました。

が，この 20 年くらいは個別にかかわることはあ

ったにせよ，だいぶ変わったように思います。私

は図書館を専門にしていますが，社会教育の研究

室は長いこと長野県のフィールドとのつながりが

ありました。そういう伝統は切らせたくないとい

うことがあり，今はスタッフが変わってしまいま
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したが，もう一度現場との関係をつくり直そうと

いうことがわれわれの意図としてあります。 
 それと同時に，生涯学習基盤経営という非常に

長ったらしく，よく分からない概念を掲げて今わ

れわれはやろうとしています。3 名ともそれぞれ

専門としている対象や方法も随分違いますが，こ

のような大きな枠組みの中で今後ともやっていき

たい，そのときにやはり現場との関係を意識した

いということで，今回は 3 名の方をお呼びしまし

た。 
 それでは最初に，3 名のパネリストの方をご紹

介します。 
 まず，特定非営活動法人アジア太平洋資料セン

ター（PARC）事務局長の内田聖子さんです。こ

のアジア太平洋資料センターというのは武藤一羊

さんの名前とともに昔から聞いていました。個人

的関心から前から疑問に思っていたのは，資料と

いう言葉がなぜ付いているかというあたりです。

PARC（Pacific Asia Resource Center）のＲが

Resource となっていますから，広い意味での資料

なのでしょうか。その辺のところも含めてお話し

いただければと思います。 
 次に，財団法人野外教育研究財団理事長の羽場

睦美さんです。私どもの研究室で，牧野先生が去

年夏休みに学生を連れて長野県の阿智村を訪れて

調査した際にはいろいろお世話になっています。

ご経歴を拝見すると，ご自身が本当に生涯学習を

体現されている方のように思います。ぜひどうい

う活動をされているかということと，ご自身のご

経験から生涯学習とは何かということも含めてお

話しください。 
 それから，滋賀県愛知郡愛荘町教育長，前図書

館長の渡部幹雄さんです。昔から渡部さんのこと

をいろいろ存じ上げており，地域の中に根差した

非常に幅広い活動で実績を上げられて，本もいろ

いろと書かれている方です。ご本意かどうか分か

りませんが，今は教育長という要職をされていま

す。ぜひ図書館，社会教育の基盤，生涯学習の基

盤を公的に設置されている立場からそれらの可能

性を含めてお話しください。 
 ではまずは，1 人 15 分程度お話しいただこうと

思います。内田さんからよろしくお願いします。 
 
２ 内田聖子「アジア太平洋資料センター

（ＰＡＲＣ）」について 

内田： 今ご紹介をいただきました特定非営利活

動法人アジア太平洋資料センター（PARC）は，

確かになぜ「資料」と付いているかということは，

自分たちでやっていると忘れてしまいますが，疑

問に思われるとおりの長い名前です。NGO ある

いは今は NPO，両方の団体として活動していま

す。私は，そこで今事務局長をしています内田聖

子と申します。よろしくお願いします。 
 限られた時間なので，私たちの活動を通して，

NGO，NPO が社会の中でどういう活動をしてい

るかということをお話しします。 
 まず，今先生からご指摘もありましたが，なぜ

資料といっているかというと，これはとても簡単

でもあり，また，とても長い話でもあります。私

どもの団体は 1973 年から活動をしています。恐

らくここにいる多くの方よりは年を取っている団

体だと思います。昨年で 35 年を迎えました。も

ともとの成り立ちですが，発足当時はベトナム戦

争が起こっていまして，それに対する世界的な反

戦運動――ベトナム反戦運動が起こっていました。

その当時，日本では同時に公害の問題や日米安保

条約反対運動などがあり，大学ではいわゆる学生

運動が活発にあった時代でした。 
 その中で，私どもの設立者の何人かは，ベトナ

ム戦争に反対する運動をベ平連（ベトナムに平和

を！市民連合）を立ち上げに関わりまして，とて

も幅広い市民の反戦運動が日本の中でも起こって

いました。作家の小田実さんや，今ご指摘もあり

ました武藤一羊さんなど，今の 70代ぐらいの方々

が市民運動として立ち上げた団体が，私たちのア

ジア太平洋資料センターです。 
 まず何をやったかというと，日本の中でいろい

ろ起こっている運動や問題を英語で記事を書いて，

雑誌を作りました。これは英文『AMPO』といい

ます。もうかなり前の 30 年前から出していて，

海外に発信していました。当時は日本の中で市民

運動として英語で記事が書ける人は大変少なかっ

たので，これは大変貴重で，自分たちで製本し，

それを海外に送付していました。当時はやはりア

ジア全体が民主化の時代であり，それに伴ういろ

いろな市民活動や政治活動がありましたので，そ

の草の根の人たちと日本の市民がつながっていく

媒体としての役割を果たしてきました。 
 70 年代はインターネットなどありませんので，

基本的には私たちが雑誌やニュースレターを作っ

て送ったりしました。逆に，かなり広いアジア全
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体の国々から，同じように資料――ニュースレタ

ーやビラが事務所に日々届いていました。最初は

それを集めて保管して，そして誰でも来て見てい

いという場であり，またそういう書籍づくりをや

っていたことから資料といっていました。 
 四ッ谷かどこかの 6 畳一間ぐらいのアパートを

借りていたと聞いていますが，床が抜けるほど紙

の資料が段ボールにぼんぼんぼんと重なって，と

てもじゃないけれど，資料センターという名前は

ちょっと違うのではないかという状態でした。と

にかくアジア各国，あるいは世界各国から基本的

には市民活動，それからジャーナリストやアカデ

ミストの人たちの論文や記事を集めていたことか

ら，資料センターという名前が付いています。 
 とはいえ，活動を 35 年もやってきていますの

で，今は活動の幅が広がり本当にいろいろな活動

をしています。今日の生涯教育，生涯学習という

テーマに一番近いと思ったのが，PARC 自由学校

です。これは基本的には社会人の方がたくさん来

てくださっている講座で，毎年やっています。し

かし，ただ学校をやっているという団体では決し

てありません。私たちは市民社会の中で市民活動

として活動していますので，大学でも行政機関で

もありません。ただ何か知識を学んで，よかった

というだけではなくて，今社会の中にはたくさん

いろいろな課題や問題がありますが，自分たちが

学んだり，人と出会ったり，関係を持ったりする

ことを通じて，まず自分たちが変わっていく。学

びというのはやはり，何か吸収して自分が変わっ

ていく，その繰り返しだろうと，私たちは思って

います。かつ，社会にあるいろいろな課題や問題

を解決していく主体になることが，私たちにとっ

ての学びで，そこがなければ全く意味がないと考

えています。その意味で自由学校というのはいろ

いろな言い方ができますが，学びの場であること

は事実です。そして，たくさんの人が来てくれて

います。しかし，もう少し先には，自分自身が学

ぶことを通していろいろな課題を解決していく主

体になる，そういう人材を社会の中に１人でも多

くつくり出していくことが，私たちの自由学校の

目的でもあり，アジア太平洋資料センターそのも

のの目的でもあります。 
 今日は現場ということが１つのキーワードにな

ると思います。特に私たちのように国際問題を多

く扱っている NGO や NPO の現場というと，実

は地域で活動している方々と比較すると，現場と

言えるものがなかなか見あたらないというのが率

直なところです。例えば後でお話になるお二人は，

それぞれ地域の中で現場を持っていらっしゃいま

すが，私たちにとっての現場とは，とても広くい

うと日本全体，世界全体という話になり，とても

狭くいうと東京都の淡路町にある自分たちが活動

している事務所ともいえます。 
 その意味では，私たちは常に現場を持っている

方々とつながっていなければプログラム１つ組め

ませんし，何か社会を変えていくきっかけもでき

ません。そこがいつもジレンマですが，私たち自

身は，自分たちをいろいろな意味での媒体だとい

う規定をすることがあります。要するに何かと何

かをつなぐ１つのメカニズムであり，一人一人の

スタッフもそうですし，こういう学校に来てくれ

る生徒さん一人一人も，主体であり媒体であると

話すことがあります。 
 ですから，大学や地域で現場を持っていらっし

ゃる方々と，いつも出会う機会を探していますし，

もはや大学，NPO，行政などという非常に限られ

た中でセクト的にやっていくこともおかしいと思

いますので，いろいろなチャネルを持ってつなが

っていくことを考えています。例えば今は農業の

問題もありますし，それから東京で今私たちが取

り組んでいるのが，若者と仕事と貧困の問題です。

やはりフリーターや派遣切りされた方々など，そ

ういう深刻な問題はたくさんあるので，いろいろ

な壁を越えてつながりながら解決していく。その

ために提供しているプログラムが，自由学校です。 
 もう一つ，大学との直接のかかわりとしては，

ここ数年，大学院生や大学生でインターンやボラ

ンティアをしたいという方がとても増えています。

本当に有り難い限りです。それがまた１つの媒体

として，活動に参加いただいたり，一緒にキャン

ペーンや調査をやったりしています。 
 そこでよく感じるのは，大学の中だけではその

人自身も満足できていないのかなということです。

「大学は面白くない」と言って NGO に来る方が

多いです。「毎日何をやっているの？」と聞くと，

「授業を聞いてもつまらないし，サークルにも一

応入っているけれどもそれもいまいちだし」と言

うわけです。つまりここで私たちがよく取り扱っ

ているような，例えば食糧の問題，雇用，貧困の

問題を大学では普通に話されているわけではない

らしいのですが，それは先生方，どうなのでしょ

うか。だから NGO に来て，こういうことをやり
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たいと言われると，大学は普通そういう話をして

研究テーマを見つけてやるところではないかと，

自分はやっていなかったのを棚に上げて，思って

います。社会とつながる回路が今大学の中にどの

ぐらいあるのかということは私自身もすごく疑問

です。その結果として NGO にいろいろな方が来

てくれるのは大変有り難いことですが，逆に言う

と大学という場が社会とどうつながって，現場や

いろいろな世界とどうつながりながらどういう学

びをやっているのかということは，むしろとても

聞きたいと思います。また，できればそれを一緒

にやっていく枠組みができればいいのではないか

と思っています。 
 私たちにとっての現場は社会全体だと言いまし

たが，とても具体的に言うと，例えば今年は，コ

ンビニエンスストアの調査や，魚の流通や，アジ

アの小漁民の状況を調査します。その場合，やは

り現場にまず出掛けていきますが，コンビニだと

その辺にありますので，行っていろいろな商品調

査をしたり，それが今のグローバリゼーションの

問題とどのようにつながっているのかということ

を，足で歩いて，自分たちで苦労して調査をして

いきます。それも大学のフィールドワークや研究

活動で恐らく皆さんやっているのだと思いますが，

私たちはいろいろな事実を知った上で，どうやっ

て変えていくかという部分をとても大事にしてい

ますので，大学ではどうなっているかぜひ教えて

ください。そこでいろいろな年代やいろいろな経

験を持つ人たちが日々学んだり，出入りしたり，

仲間をつくって，自分が変わっていく，そういう

循環をつくろうと考えています。 
 私たちだけではなく，NGO，NPO はたくさん

ありますし，得意なジャンル，テーマを持ってい

る団体もたくさんありますので，大学だけではな

くて，市民活動として足を運んで活動にちょっと

でも参加すると，恐らく大学での学びも充実して

くると思います。それから NGO のいいところは，

良くも悪くもいろいろな人がごちゃっといて，い

ろいろなテーマを抱えて，日々ごたごたしながら，

でもやはり解決していこうという力があるところ

だと思いますので，PARC 自由学校はもちろんで

すが，いろいろな活動にぜひご参加いただきたい

と思っています。 
根本： ありがとうございました。なぜ資料が付

いているのか，よく分かりました。資料を集める

活動つまり情報センター的な活動から始まったと

いうのは，非常に興味深く伺いました。私も情報

を集め集約し発信する，さらに自らが媒体となる

図書館的な活動をする社会運動組織を幾つか知っ

ていますが，こういう出発点は私どもの研究テー

マとも非常に密接にかかわっていると思います。

また，問題意識を強くもつ学生が大学に満足でき

なくてこういう NPO や NGO に参加するという

お話しも大学に所属する一員として非常に気にな

る点です。そうした部分は私たちの研究領域その

ものであり，相互の関係を密接に持っていきたい

と思った次第です。 
 では，羽場さんからお話をいただきたいと思い

ます。 
 
３ 羽場睦美「野外教育研究財団での実

践」 
羽場： ご紹介いただきました羽場といいます。

短い時間ですが，自分の自己紹介と，私の仕事の

財団の紹介，それから生涯学習基盤について述べ

させていただき，自己紹介に代えさせていただき

ます。 
 私が生まれたところは，長野県知事だった田中

康夫さんが住んだとされている，泰阜村です。こ

の泰阜村は，田中さん以外でも有名なところで，

天国に一番近い村というか，在宅医療に一生懸命

で，自宅でコロンと逝ける天国に近い超高齢社会

を目指す村でした。 
 そこで野生児として育ちますが，私はいろいろ

な興味がありまして，某大学で哲学や心理学をや

りたかったのですが，ろくろく勉強もせずに浪人

していましたので，やがて挫折しました。完ぺき

主義者でしたので，自分が行きたかった大学が駄

目だったら，もう大学なんかやめてしまえという

ことで，実社会に入って，苦労だらけの人生を歩

んできたわけです。そして幼稚園教諭の妻と知り

合って，子どもたちのキャンプをする姿を見て，

そこに心理学の実践の場が展開していることに気

づきました。まさに野外教育という在野の学びの

場を見つけて，今日まで来たわけです。財団法人

をつくって，社会教育としてのキャンプ活動や自

然体験活動をやってきました。 
 若いころは結構本を読んだつもりです。その蓄

えで 20 年間，30 年間やってきましたが，どうも

ネタが切れてきた，あるいは昔読んだ本が使い物

にならない，知識が鈍ってきたと思うようになっ
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て，40 代になりまして放送大学で学び直して，そ

して 50 代になってから名古屋大学大学院に進学

しました。現在，前期課程が終わって，後期課程

です。複雑系科学専攻科で博物館学の先生の下で

研究をしている現役の院生です。 
 私がつくった野外教育研究財団は，子どもたち

のキャンプ活動や自然体験活動を核にしている財

団ですが，むしろ地域の自然や人などの資源をい

かに活性化させて，さまざまな学びや事業を起こ

していくかということを長野県の飯田下伊那地方

という場所で研究し実践しています。 
この地域は，故宮原誠一先生，そのお弟子さん

の故小川利夫先生，前任者の佐藤一子先生，そし

て小川先生のまな弟子である牧野篤先生その他多

くの東大関係者と関係をもち続けてきました。こ

れらの先生方はこの地域の社会教育活動を現地に

立ち調査研究してこられました。地域もその恩恵

をもらい，その相互作用によって全国に知られる

成果を上げてきました。今もって地域の公民館活

動がとても盛んな地域です。 
 今，公民館活動は全国的に衰退してきています

が，まだ飯田下伊那では脈々と生きています。私

の財団はそういった活動のお手伝いをしたり，あ

るいは首長さんたちのブレインやシンクタンクと

して，地域での学びを通じてどうやって経済を活

性化させていくかということを，一緒に考えたり，

政策提言をしたりしています。 
 そのほかには，450 名ぐらいの学生さんに集ま

っていただいて，キャンプ活動のお手伝いをして

いただくための対人対応トレーニングを全国で行

ったり，自治体や教育委員会の皆さんに対してワ

ークショップ運営技術や地域政策策定の講習会を

行ったりしています。また，大学，大学院のフィ

ールドワークや講義のお手伝いもしています。 
 最後に，私が今日招かれました生涯学習基盤に

ついてどう思うか，考えを述べて終わりにします。

平成元年に文部大臣西岡武夫さんが中央教育審議

会に答申を求めています。その諮問は生涯学習の

基盤整備についてでした。思い起こしますと，世

界の生涯教育，生涯学習の流れが日本に波及して

きて，政府は大慌てで大転換を図りました。生涯

学習という概念をそこに入れたわけです。そして

それ以来，放送大学，中等教育や高等教育の継続，

さまざまな政策を練りながら，今まで進めてきま

した。その結果，制度的には優れた生涯学習社会

を実現したともいえると思います。 

 昔だったら，例えばかつての私のように，在野

の実践研究家として大学を出ないことをひとつの

牙にして生きてきた人たちがたくさんいました

（作家の松本清張や考古学者の藤森栄一等）。とこ

ろが今は幾つになっても学べる社会になり，そう

した牙を振舞わす必然性が薄れ，私にしても牙が

抜かれて随分と温和になりつつあるわけです。総

じて大学で学びなおし，それを活かしていく場所

も得られるようになってきました。 
逆に，公民館や博物館などは本来，公教育とし

て保障されたはずのものでしたが，自ら進んで学

ぶ生涯学習ということで，公の責任を回避する傾

向が現れ，税金投入を減らすという動きも同時進

行しつつあるように思われます。 
 このような意味で，この生涯学習基盤は，いっ

たんは確固たる決意に基づいて進みましたが，今

は中だるみ状態だと思われます。この現状，すな

わち成果は徐々に現れているが，しかし欠点もあ

る，それを今後どのようにしていくかという視点

が，これから生涯学習基盤を見ていく大事なポイ

ントではないかと思います。 
根本： ありがとうございました。生涯学習基盤

経営という名前が，今おっしゃった文科省の政策

から来ていることは間違いありませんが，私ども

のコース名はいろいろ内部的な事情があって，最

初は「生涯教育計画コース」といっていました。

また 3 年前から別の事情が生じこの「生涯学習基

盤経営」という名前を使い始めました。 
 私は名前を変えるときのこの言葉の提案者の１

人でもありましたが，そのときに頭にあったのは

全然違うことでした。東大の工学部の各学科では

名前を一新してイメージアップすることが進んで

います。昔土木工学という領域がありましたが，

今それを社会基盤学といいます。東京大学工学部

社会基盤学科です。全然ぴんとこないけれども，

考えてみると確かにそういう言い方もあるかなと

思います。基盤という言葉が気軽に使われている

感じがして，その気軽さをここに導入したという

経緯が若干あります。裏の話ですが，実はそうい

うことがあったことを今のお話で思い返しました。 
 それでは次に，渡部さんからお願いいたします。 
 

４ 渡部幹雄「私の生涯学習基盤論」 
渡部： 渡部と申します。私も自分の紹介と生涯

学習の基盤と現場についてのお話をしたいと思い
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ます。 
 私は今滋賀県にいますが，最初に就職したのは

大分県緒方町，次が長崎県森山町，途中に東京の

国立にもいましたが，社会教育の現場をずっと歩

いてきました。その中での私のこだわりとして，

やはり地域からものを見ていく視線が大切だと思

っています。主に私は地域といいますか，コミュ

ニティーの中で仕事をしてきましたが，その中で

自分がどのようにその地域にかかわっていき，地

域をよりよくするかという視点と，地域に愛情を

持つことが絶対に必要ではないかと思い，今まで

仕事をしてきました。図書館にかかわっていたの

ですが，去年から急きょ教育長を命ぜられ，今は

現場からちょっと離れていますが，何とか学校に

行ったり，いろいろなところに行ったりして，現

場からの視点は失いたくないということで，毎日

仕事をしています。 
 私は公民館，歴史民俗資料館という博物館，そ

して図書館と，3 つの日本の代表的な社会教育施

設の勤務経験を持っていますが，根底に流れてい

るもの同じで，やはり地域をどう豊かにしていく

かということだと思います。学校を中心とした教

育という目で見ると，社会教育にはまだまだ日が

当たってないところがあります。しかし，日が当

たってないからこそそこに日を当てて，よりよく

するというのは，仕事としてはやりがいがあるの

ではないか。私は安易な仕事で脚光を浴びている

仕事をずっと続けていくのは，あまり面白くない

と思います。やはり困難なところで，困難に立ち

向かって，それを改善していくものに，プロとし

ての仕事のやりがいを感じています。 
 私は昨日，愛荘町の役場から能登川という駅ま

で図書館の職員と一緒に車で行ったのですが，そ

のときに私は職員に，現状の図書館では，多くの

図書館職員がゴールをある程度決めてしまってい

て，そのゴールを自分たちが達成できそうなとこ

ろに設定しているところに課題があるのではない

かと言いましたら，納得していました。これは私

の偏見ですが，やはり難しければ難しいほど仕事

は本当に面白いところです。 
 私は学校を卒業して現場に放り出されました。

その近隣の町は人口約一万人位の小さな町でした

が，そこに九州大学の大学院を卒業された社会教

育専攻の方が，あえて小さな町の公民館主事とし

て来られました。その方のやり方が私にはとても

新鮮でしたので，その方のところに押し掛けてい

って，ゼミのようなものを繰り返していました。

それをその町の周辺の主事たちに広げて，定期的

にそうした機会をつくっていました。いったん社

会に出るとそういう学びの機会は少なくなってし

まいますから，その人と二人三脚で勉強した覚え

があります。その元社会教育主事は今年１月の選

挙で大分県臼杵市長になっています。 
 そういう形で，私はずっと社会教育とかかわり

を持ってきました。ただ，図書館の仕事や博物館

の仕事でもそうですが，箱を造って人を育てたら

そこで終わりというところがある。私のしごと館

やグリーンピアもそうだと思います。私は決して

箱物は悪いと思っていません。日本にはソフトが

ないのです。箱物にプラスしてソフトを働かせな

いところに問題があると思っています。だから多

くの箱物は無駄遣いだと言われますが，そこが旭

山動物園のようににぎわえば，皆さん異議を唱え

る人はいないでしょう。公共というのは平たく言

えばみんなのものだと私は思います。だから公共

施設でも，一部の人だけが使ったり，一部の人し

か使わないものだったり，みんなのものになり得

てなければ批判されて無駄遣いとなってしまいま

すが，そこをどう生かすかという仕組みさえ作れ

ばいいわけで，うまく動かす機能をそろえてない

のが今の日本の施設の現状ではないかと思います。

だからそれを人がどのように動かして，どのよう

に形にしていくかということだけ思いつつ，大分，

長崎と府県を越えて，単なる役場の職員が施設づ

くりにかかわってきました。 
 図書館を生涯学習の基盤としてどう考えるかと

いうと，私は学校を卒業した後の生涯にわたる学

びを支える装置だと思います。装置はたくさんあ

りますが，その一つが図書館だと思っていますし，

過去や現在の記録を未来へとつなぐ装置でもある

し，住民や国民を発展させる一つの装置だと思っ

て仕事をしていました。学びたいことややりたい

ことは星の数ほどあると思います。そのやりたい

ことを実現できる橋渡しを支援する場が図書館で，

ひょっとしたら博物館もそうかもしれませんが，

そのような思いで私は仕事をしてきました。 
 子どもさんが自転車に初めて乗るときに補助輪

を使いますね。補助輪を使って，自分で走行でき

るようになったら補助輪を外します。だから，補

助輪の役割が私どもの仕事の役割だと思います。

そこを支えて何とか自立していくものを育む仕事

の部分が，私たちの使命ではないかと思っていま
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す。 
 とりわけ現場というのは，考えてさせる仕事で

はなくて，考えてする仕事だと私は思います。さ

せる仕事，する仕事というより，自分でして見せ

て，そのものを明らかにしていくというのが私の

現場の立場だったと思っています。 
 では，図書館に人が寄り付かないと地域で言わ

れていた中で，私がどうやって工夫したか，紹介

かたがた少しスライドでお見せしたいと思います。

ここにいらっしゃる方は図書館好きで，大概図書

館に行かれていると思います。だけど，図書館に

なじまないという方がいらっしゃいます。そうい

う方々をどう寄せ付けるかというのが，私の今ま

での仕事でした。 
 最初は絵本の原画展をして，作家との交流をや

った風景ですが，『えほん寄席』という本がありま

すが，そういう本を紹介しながら，本物の落語家

に来てもらい，図書館で落語をやったりして，お

話をしてもらいました。 
 次に地域から情報を寄せて地域にバックさせる。

図書館というのは，本を貸して一方的に情報を与

える場ですが，市民から情報をいただいて，それ

をまた還元するようなことを考えました。こっち

にあるのは地域のコミュニティー紙です。それを

張ることにより，地域の自治会も図書館に参加す

る仕組みをつくりました。赤いのは，コウモリを

見たというコウモリの発見情報がどんどん膨らん

でいくものです。地域のコミュニティー紙がどん

どん豊かになってきます。図書館は非常に日常的

な空間ですから，そこに情報が来て，新聞に出な

いローカルな狭いところの情報ですが，みんなそ

れを見ています。そういう中で図書館との距離を

縮めていきます。 
 「観光協会だより」も小まめに集めていますし，

書店並のテーマ展示をやったり，いろいろなこと

をやらせていただいています。これは老人会との

かかわりで，これはギャラリーです。 
 これは一例ですが，図書館の玄関にグランドピ

アノを置いています。時々，突然ピアノが鳴った

り，ジャズが演奏されたり，いろいろな仕組みを

図書館に用意しています。 
 そのような中で，図書館の中に日常生活と同じ

ような空間を用意して，情報が行き交うようにし

ています。博物館はモノと人の関係で，公民館や

NPO はヒトと人の関係だと思いますが，図書館

は 2 次資料である本と人の関係を踏まえてそうい

ったものを組み合わせて，1 次資料への橋渡しや

ヒトとの繋がりの橋渡しの役割を果たすような空

間です。 
 入館者数は，今の段階では開館以来ずっと右肩

上がりで伸びていまして，昨年の 4 月と今年の 4
月を比べると 20％増です。ずっと利用者は伸びて

います。だから，造ったときがゴールではありま

せん。こういう施設などは造ったときがスタート

で，それから膨らませていくことを，地域との関

係を築きながら今までやってきました。 
 

５ 補足の質疑 
根本： ありがとうございました。最初のお二方

は，どちらかというと民の立場からのお話で，渡

部さんからは公的なもののこれまでの限界と，そ

れからそれをどのようにつくり直していくかとい

うご提案がいただけたと思います。 
 私は地域資料というのを前から研究していまし

て，渡部さんのところに一度お邪魔していろいろ

お話を伺ったり，そこでやられていることを見学

させていただきました。今コウモリがどこで見ら

れたかを地域内でマッピングするというお話しを

されていましたが，ああいうことは科学博物館な

どで結構やられている事業だと思います。これを

図書館でやる。つまりそれは地域の情報だという

ことです。地域情報は別に印刷物などに限らず，

住民から寄せられる情報を整理し直すようなとこ

ろも含めて非常に重要な地域情報サービスだとい

う位置付けからそういう仕事をされていることは，

非常に興味深いし，面白いと思いました。 
 今お三方にお話しいただきましたが，補足なり，

ほかの方のお話を聞かれた上で何かコメントなど

ありましたらお願いします。 
渡部： 補足ですが，私のイメージしている図書

館は，最終的に利用者が本を書いて，私の図書館

に置き，それが貸し出される風景です。それが今

実現しています。私も本を書いていますが，住民

も本を書いて，小学生も本を書いて，貸し出しす

る。だから単なる情報の提供ではなくて，総合構

成を考えています。 
根本： 今のお話で思い出しましたが，地域資料

の研究をやったときに，小さな地域の単位である

字（あざ）を単位にした歴史（字史，字誌）を作

っているところは，昔はもっとあったのかもしれ

ませんが，今は沖縄と滋賀県だけだという話を聞
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きました。つまり字という非常に小さな地域的な

単位で，そこに住んでいる人たちが積極的に今で

も自ら歴史を書いている。今のお話は，もしかし

たらそういうことともつながりがあるのかもしれ

ないし，町史が編さんされていることも含めて，

行政と住民という関係だけではなく，住民どうし

の間をつなぐ役割を図書館なり公共的な機関が成

すというお話だと伺いました。 
 この後はディスカッションにしたいと思います

が，最初に申しましたように，生涯学習基盤経営

とは何か，最初にこちらで考えたところでも特に

まとまったアイデアがあるわけでもないので，自

由に意見を言ってください。 
 まず，こういう点について補足してほしいとい

う質問等はございますか。 
質問者１： 教育学部 4 年のものです。羽場さん

の大学院に 3 月に勉強に行かせていただきました。

それに関連して，今後どういった内容を大学院で

講義としてやられていくのか興味がありましたの

で，ぜひ教えてください。 
羽場： おっしゃった『大学院』は正式な大学院

ではなくて，私たちがやっている森森大学院とい

う市民講座です。実は自己紹介の中で多くのこと

をはしょっていますので，森森大学院のことも紹

介しながら補足させていただきます。 
 私のやっている仕事として，飯田市かざこし子

どもの森公園という体験型公園の管理運営があり

ます。これは造る過程から市と一緒に積み上げて

きたものです。最終的には市が財団をつくって管

理運営する予定でしたが，行革のあおりで財団を

つくることができず，私たちの財団で受けること

になりました。そこは，図書館でもない，博物館

でもないのに，子どもの読み聞かせをしたり，さ

まざまな展示をしたりしています。ですから，領

域侵犯というか，博物館が図書館に近づき，図書

館が博物館に近づくようなことは私にはごく自然

なことに思えます。私は修士論文で，博物館，図

書館，公民館，あるいは地域のさまざまな資源を

ネットワークでつないで，地域のための市民のた

めの大学をつくってしまおうという設計研究をし

ました。実はそのパイロット研究的な意味もあり

まして，この公園で，子ども向けと，青少年教育

者向けの講座を設けています。成人向けの講座を

森森大学院と呼んでいます。大学の単位に換算す

ると 2 単位ぐらいになるような内容です。 
 私たちはグリーン・インテリジェンスといって，

知性は自然の中で汗をかいて磨こうという考え方

をもっていて，グリーンシーズンには修士や博士

の学位を持った若者たちが草刈や子どもたちの体

験活動支援をしながら過ごし，冬になると公開市

民講座を開きます。 
 今の質問者の方はその中の「戦略策定と政策評

価」という講座に出てくださったんですね。これ

を今後どうするかということですが，これ自体は

今後も継続したいと思っています。そして，そう

いった講座を少しずつ膨らませていきたいと思っ

ています。将来的には，地域政策を立案していく

ような，例えば飯田下伊那に培われてきた様々な

資源，ハート，ソフト，ハードを使って，地域の

ために役立つ政策をみんなで考えだしていくよう

な講座をつくっていきたいと思っています。 
 
６ 地域の生涯学習を支える行政の 

役割 
質問者２： 神奈川県横浜市都筑区にあります都

築図書館という地域図書館の友の会とかかわって

います。 
 最近市民との協働ということを横浜市も言い出

していまして，今ちょうど都築図書館と協働で何

か企画しようという話があります。まだ図書館は

上手につながれないというか，市民をまだ信用し

ていないという言い方は変ですが，いろいろなこ

とを言われるんじゃないかというようなところが

あります。うちの場合はだいぶ昔からつながりが

あったので，まず友の会と一緒につながるところ

から始めようということですが，友の会だけでは

なくて，できれば地域のいろいろなところとつな

がって，図書館を支えていきたいと思います。そ

のときの持っていき方ではありませんが，例えば

図書館の人にどういうことをしてもらうと地域と

つながりやすいのか，NPO でご活動されていて，

こういうところにこのように働き掛けていくとう

まくみんなをつなげ，社会教育の場としてつなが

っていけるということを，ご経験から 3 人の方に

アドバイスをいただければと思います。 
内田： おっしゃることはとてもよく分かります。

特に私たちのような市民活動はある種の国家や国

際機関に対しての政策提言や批判活動も含まれる

ので，その意味では私たちは市民はすごく信用し

ているけれども，国や大学や行政はまだ不信とい

う，すごく逆な感じがします。しかし，具体的な
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一人一人の人――担当者の方や図書館の方と話し

てみると，実はすごく近いことを考えていたとい

うことはとてもよくあります。 
 私たちのような NPO，NGO からすると，地域

の中で生きている暮らしの現場，住民一人一人が

集えるような場をお持ちということは，とても素

晴らしいし，うらやましいと思う点です。逆に言

うと，図書館の方は，アジアの現場の話やグロー

バルイシュー的なことはまだよく分からないと言

われるので，例えば私たちと協働して，NGO の

スタッフなり専門家が行って幾つかの勉強会のよ

うなことを図書館で，今日のような形で地域の住

民の方に対して行います。例えば今の食べ物のグ

ローバル化の問題はどうなっているのか，私たち

が日々食べているお魚や肉は一体どこで誰がつく

って，どうやって運ばれるのかというような，難

しいことばかり言ってもつまらないので，生活の

中でそれを世界の構造として読み取っていくよう

な講座を開いたこともあります。 
 私たちの活動の 1 つとして，アジアの現場を支

える住民支援活動，いわゆる国際協力活動もして

います。例えば東ティモールというすごく小さな

アジアの国でコーヒー生産者の支援をしていて，

フェアトレードコーヒーとして日本で輸入して販

売しています。今フェアトレードは，学生さんも

含めてすごく意識が高くなってみんなよく知って

いるので，例えばコーヒーを飲みながら，生産者

はこんな暮らしをしているとか話します。 
 そうやって協働で講座を企画するということは，

NPO や NGO もそういう場をとても求めていま

すので，どんどん電話をして，こういう活動を一

緒にやりたいと言えば，NGO，NPO は本当にそ

ういう提案に対してはできる限り一緒にしようと

なると思うので，そのような形があると思います。 
羽場： 私は 3 つのアプローチを紹介したいと思

います。 
 一つめは，私が住んでいる阿智村の例です。阿

智村は，協働の村という理念を掲げて頑張ってい

ます。村には「村づくり委員会」という登録制度

がありまして，そこに 5 人以上の会員を作って登

録するとお金も出るし，村もその政策提言を受け

付けます。 
そこに図書室づくりの研究会が組織されて，み

んなでその中身を考えて村に提言しました。村は

その提言にもとづいて図書室改修を行い，村の費

用で司書さんを雇用し，運営はそのグループに任

せました。そこでは，先ほど渡部さんの活動に似

たさまざまな図書館らしからぬ活動を，住民の皆

さんが中心になって進めています。来館される方

とカウンターに座っている方の距離がもともと近

いものですから，共に考え共に行動しようという

やり方がうまくいくのでしょう。 
 二つめは，私の財団で小さな美術館を持ってい

ますが，その例です。これは手作り美術館ですが，

作家に参加していただいて企画展を計画します。

展示方法も作家の方と一緒に考えます。このよう

に小さな市民ギャラリーとメーンホールの展示は

参画型で計画されます。 
 それから，三つめは，飯田市の図書館の例です。

飯田市立図書館は司書の方々が伝統的にとても優

れた図書館運営をやっていて，読み聞かせ，絵本，

講演会など，いろいろな企画，アイデアを出して

います。それから特に図書館の資料調査が大変優

れていまして，海外の文献も，さまざまな大学の

文献もどこまでも手を伸ばしてくれて，市民のた

めなら大量な調査もいとわずにしてくださいます。

そこで培った人間関係がたくさんありまして，地

域研究がとても盛んです。そういった方々の考え

をうまく取り込んで，さまざまな運営をされてい

ます。 
 以上三つのアプローチはそれぞれ違いますが，

結構うまくいっており，いろいろなやり方がある

のではないかと思います。 
渡部： 図書館ということですが，私はもともと

現場で，地域の実態に照らしてどう図書館をつく

っていくかという視点から，図書館を用意しまし

た。まず地域のいろいろな活動を保障しました。

例えば展示スペースには市民向けのスペースもあ

ります。先ほどのコウモリの情報を提供できたり，

ボランティアも，ピアノ演奏ボランティアが来た

り，この間はブラジル人の子どもたちがサンバを

踊ってくれたり，図書館か博物館か分からないよ

うな表現をされています。ところが，今どういう

わけか図書館はある活動に特化したイメージを与

えている。そのことに対して私はそうではなくて，

図書館法の趣旨や，法からいってもこういうこと

もできるという思いから，自分の活動を展開して

いました。 
 また，住民がかかわる中で，コミュニケーショ

ンの場をとても大事にしています。だから，時々

集落の区長さんから，まちづくりはどのようなこ

とをやるのかという相談を受けることもあります。
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従来の図書館の発想でいくと，そんなのは図書館

の仕事ではないと思われるかもしれませんが，で

もこれは生涯学習の場と考えていくと，全然間違

った方向ではなくて，法律にもちゃんと支援して

もらっていますので，そういう中でいろいろな可

能性を秘めているのが私は図書館だと思います。 
 去年の 9 月 6 日に NHK の「生活ほっとモーニ

ング」という番組で１時間ほど図書館特集をやり

ました。そこで全国の図書館を紹介した最後に，

うちの図書館が紹介されていましたが，住民が図

書館を使ってどう変わったかという部分でした。

ほかのところは図書館館内のシステムの紹介でし

たが，うちの利用者の方は図書館の出会いから結

局は回想法まで辿り着いていって，自分の住んで

いる集落に帰って回想法をどんどん広めて，そこ

で図書館で学んだ成果を活かして集落づくりに参

加している。そのような気持ちにさせたのは図書

館での本の出会いだとか，図書館が私の人生を変

えたとか言っているのである。私はそうしたお言

葉に支えられて，ここで何十年か仕事をやってい

ます。今から 8 年前，私が滋賀に来て 2～3 年た

ったころに，大分での職員時代に図書館の仕事を

通して出会ったご婦人が私を捜しだして，「あなた

に出会ったことが，私の人生の最高の喜びでした。

自分の人生を豊かにしてくれた。もう後数年の命

しかないので死ぬ前に最後のお礼が言いたい。」と

いうお言葉をいただきました。 
 生涯学習の場で働いている人たちは，そういっ

た経験をたくさん現場の中で感じているから，非

常に逆境の中で苦しい立場にあるかもしれません

がそういうことが支えになり，市民の声が自分の

仕事を次に向けるエネルギーになっているという

ことを感じています。 
根本： 私も図書館にかかわる者として，今のこ

とは本当に非常に根本的な問題だと受け止めます。

渡部さんもおっしゃっていたように，図書館とい

うか行政は，自分たちで仕事をまず組み立てて，

予算などの形で事業化したところの範囲でやる。

先ほど箱物というお話がありましたが，すべての

ものにはある箱というか枠があって，そこを用意

することで行政サービスが一応完結する。そうい

うことを前提にしていますので，余計なことはや

らないというか，何かやるためには，また別の資

源を投入しないと駄目だという思い込みが強い。

だから，何か新しいことをやるためには何かを削

るという発想になるのですが，図書館のように地

域の情報と貸料は具体的でなおかつ範囲があまり

はっきりしていないものになると，どこまでやる

べきかは従来の枠組み的，箱物的な発想からは出

てこない。先ほどソフトウエアを言われたのは，

そういう意味合いだと思っています。このことは

今図書館を指定管理にするなど，できるだけ安上

がりにするような逆の要因にもなっていると思い

ます。 
 ただ，どこまでも広げていけるかという部分は，

やはり難しい問題です。それこそまさに経営の問

題ですが，前提の部分をもう一度見直す必要があ

って，その辺の提言は渡部さんも私もある程度同

じような立場で発言しているところですが，難し

い問題ではあります。これは別に図書館に限らず，

行政全般の問題です。今日はどちらかというと民

間の立場からのお話が中心になりますが，今のよ

うな疑問が従来の行政スタッフに対して出てくる

のは当然でしょう。行政は行政の側でももう一度

それをつくり直そうという動きはあります。横浜

市の場合も，私は詳しいことはよく分かりません

が，住民の方を巻き込んで何かやりたいというの

はあっても，余計な仕事を抱えてしまったらとい

う部分もあるかもしれませんし，慎重になってい

るところかもしれません。 
 

７ 生涯学習活動の価値の問題 
羽場： 今の話をお聞きしていて，私はやはり一

番大事なのは人間ではないかと改めてかみしめま

した。というのは，どんなつまらない，古めかし

い，蔵書もあまりそろってない，図書館でもある

いは民間の私たちのような施設にしても，問題は

そこに楽しい人，あるいは自分が引き付けられる

人，そこで学ぼうとか一緒に何かやりたいと思わ

せる人がいることが最も大事で，それさえ何とか

なっていれば，住民の皆さんと地域の人たちと何

かやっていける，あるいは公の職員の方々と一緒

にやっていけるのではないでしょうか。 
 私が大学院にいてちょっと心配だったのは，学

問の対象としてハードやソフトを見たり，あるい

は人を見ることはできても，一緒に関って，もの

を見たり，感じたり，泣いたり，笑ったりしなが

ら，ことの本質を見ていくことがややもすると忘

れられがちになるところです。これは，優秀な人

が集まる大学であればあるほど心配という感じが

しています。 
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内田： 今の話は本当にそのとおりだと思います。

もう一つ補足ですが，学ぶ場合に生涯学習という

場は大事なのですが，そこで中身のどういう思想，

どういうテーマという，もう少し基礎的な価値の

部分が共通していないと，なかなか一緒に学ぶと

いっても学べないということは，特に行政と一緒

にやるときに感じます。 
 私たちの団体は，人が持続的に地域の中や自分

たちの暮らしの現場で生きていけるように，それ

が日本の自分の話だけではなくて，隣の人もそう

だし，もっといえば世界中の人たちが安心して食

べていかれる世界をつくりたい，そういうところ

に今価値を置いています。難しい単語では，人権，

環境，平和ということに基づいて活動をつくって

います。 
 恐らくここにいるほとんどの方は，それはそう

だと思ってくださると思いますが，やはり場とし

てだけ見ると，例えば今市場原理の中でどうやっ

てもうけていくかというセミナーの場所もあるわ

けです。それも広い意味では社会教育の場だった

りします。そのあたりは私たちのような活動をし

ていると，率直なところなかなか難しいと思うと

ころでもあります。 
 それでお二方にも聞いていきたいのですが，ご

活動されている中でどういう価値を重んじてやっ

ているのか。やはり何でもありでできる部分とで

きない部分があると思いますし，あと地域の中で

やると，利害というか住民同士で意見が違う方が

いたり，あるいは町内や村内では多数決がすごく

やりにくいと伺ったことがあります。つまり和を

重んじるではありませんが，そこで賛成，反対が

はっきりしてしまうと，結構日常の人間関係にも

ひびが入ってしまうところがあるらしく，そのあ

たりを伺えたらと思います。 
渡部： 教育長の立場を超えて，若いころの思い

出話ということでお聞きください。今の利害対立

のことですが，祖母傾山という九州山地の山の自

然保護運動にかかわったときに，すぐ賛成，反対

ということになってしまうので，私たち若者で「自

然を守る会をつくらなくても済むようにする会」

というのをつくりました。それは自然を守る会が

できたときには，もう自然が破壊されている段階

だから，その前の学習活動を豊かにしていこうと

いうことで，賛成，反対という議論ではなくて，

その前段階の議論をしようという形でやりました

が，それが結構うまくいきました。ちなみに一緒

にやっていた者が，今年の 4 月にそこの市長にな

りました。そのように地道な活動の中で，理解を

いただく。だから利害関係で見られる前に，やは

り 1 歩引いて客観的にものをみつめるという形を

取る。すぐに利害関係の土俵になってしまうと，

そこで終わりというところもありますので，そう

いうことは注意をしました。 
 それともう一つ，私がなぜ大学院へ行ったかと

いうことをお話ししますと，やはり 1 つの研究的

な方法論を学びたかったのです。小さな町にいる

といろいろな仕事があります。それをどう自分な

りに処理していくか。自分なりにいい仕事をして

いこうと思えば，研究的な方法論を学んだほうが

いいという思いがずっとあったので，私はもとも

と教育系の院を出たのですが，考古学の論文を 2
～3 本書きました。その方法論が学べるというこ

とについては有り難いという思いがありました。

学んだことは決して無駄ではなかったという部分

もあります。 
羽場： お幾つのときに大学に行かれたのですか。 
渡部： 私は 34 歳のときです。その当時は社会

人枠の入学システムがなくて，一般入試で受けま

した。だから後先考えずに役場を退職し，失職し

ました。休職制度もありませんでした。今うちの

役場はどんどん大学院へ行けと，給料もやると言

っています。私の場合は給料もない中で大学院に

飛び込んでしまいましたが，マスターの終わりの

ころに町から職場復帰への道の話しがあり，2 年

前と全く同じいすに座るという経験をしました。

付け加えて言えば，大学院に入る前に，研究生も

経験しています。九州大学でしたが，そこの先生

のご配慮で，当時私は月曜日が休みだったので，

そこに全部ゼミを移していただきました。こんな

ことも異例です。 
羽場： まさに基盤経営，基盤のマネジメントだ

と思います。 
 私は今まで野外教育財団という所属をベースに

して話をしてきましたが，実はいろいろな顔を持

っています。彫刻家のまね事など，さまざまなこ

とをやっています。 
 その一つとして自治会会長をやっています。

1300 人の町内会の会長です。大変なのですが，私

はその苦労を楽しむことにしています。ここでは

しょっちゅう意見対立が起きます。堤防の土手を

刈ることができるようになるのに 1 年かかりまし

た。ある集落に自分たちの地区の土手の草刈は絶
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対駄目だという人が 1 人いたため，堤防全体の草

刈ができなくなってしまいました。これをどうし

て納得してもらったかというと，各集落の集落長

さんに「1 年間しっかり考えて，議論してくださ

い。」とお願いしました。そうしたら 1 年の間に，

「土手を通りたい。」「草を刈りたい。」という意見

が，あっちこっちから上がってきました。最後の

会議で「さあ，皆さんどうしますか？」とお聞き

ました。1 年かかって各集落から上がってきた意

見を前にして，駄目だと言っていた人もついに賛

成してくれました。今月 6 月にその草刈を実施し

ました。 
 私には地域史の研究者という顔もあります。地

元の商工会が大河ドラマ観光にあやかりたいとい

うことで，町の真正面の山頂に「信玄のろし台」

という看板をドーンと出してしまいました。研究

者は目を覆いました。これは事実に反します。し

たがってこれを書き換えなければなりません。し

かし，これを直ちに変えようとすると，商工会に

は有力者がたくさんいて，大変なことになります。

そこで，私は村の文化財委員会の副委員長ですの

で，県教委に相談し，専門家を派遣してもらい調

査を行いました。その結果を踏まえ，これはのろ

し台どころではなく立派な城で「駒場城」である

という趣旨の講演会と現地学習会を行いました。

専門家の話を聞いた商工会の皆さんは「看板を直

す必要がある」という意見で一致しました。村文

化財の指定も 4 月に終わりました。このように不

可能と思われていた壁を調査研究と学習によって

乗り越えました。今度東大のゼミの皆さんが来た

ときには，のろし台の大きい看板が，「駒場城址公

園」に変わると思いますので，お楽しみに。 
 時には思想的な問題に直面することもあります。

具体例でいうと，私は満蒙開拓平和記念館という

博物館を造るお手伝いをしていますが，これは極

めて悲しい負の遺産を未来の資産に変えようとい

う運動です。この記念館の設立には賛成反対の問

題が内在します。記念館を造れるか造れないか，

非常に胃の痛くなるような問題ですが，これも学

習によってしか解決しないのではないかと思いま

す。みんなで学習する機会をつくって，その中で

答えを見つけていこうとしています。 
このように，意見対立があるけれども，これを

解決していく手段は，対話・調査研究・学習しか

ないのではないかと思っています。 
渡部： 私が働いていた職場の職員が，通信教育

で修士号を取りました。彼女が初めて修士論文以

外に仕事として論文をまとめたのが，1 週間前に

出来上がりました。70 ページのものです。以前は

できなかったのですが，研究的に文章にできる，

表現ができるということでチャレンジしてもらっ

て，冊子にまとめてくれました。うちの職員もそ

うやって何人か論文が書けるようになって，研究

者として共同研究ができるようになりました。 
 

８ 学ぶ意欲はどこから来るのか 
根本： だんだんと価値の対立をどう調整するか，

どう解決するかというような，かなり深刻かつ難

しい問題となってきましたが，その中で学習，対

話，研究も大事だというお話で，こちらが意図し

ていたところにだんだん近づいてきたような気も

します。 
 大学院を志望されている方もいらっしゃると思

いますが，大学院生もいますし，研究の関係で何

かご発言はありませんか。 
質問者３： 図書館情報学研究室博士課程に在籍

しています。学校図書館の学校司書をやっていて，

やはり渡部先生のように，拡張する学校図書館を

ずっとやってきています。今までの議論は，意見

がある人が意見表明する場をどのようにつくって

いくかという話だったと思いますが，学校の場合，

意見を言っていいと考えている子どものほうが少

なくて，意見を言ってはいけないと考える人たち

でも，やりたいことがあったらやれる場所をどう

つくるかということのほうの課題が大きくて，そ

このところをどのように考えていらっしゃるか知

りたいのですが。 
渡部： やはり言論というのはとても大事だと思

います。学校図書館に関しては，まだまだ都道府

県格差が非常に激しくて，学校に司書がいないと

ころもありますので，まずは条件整備からしてい

き，学校図書館は学校の中のいろいろなヒエラル

キーの中の低位に置かれていますが，何とか普通

の教科と同じような環境づくりから始めていかな

いといけないと思っています。私どもは公共図書

館の整備をした次の段階として，ことしから学校

図書館にも力を入れています 
 おっしゃるように意見を述べたりという自由な

感じの，学校の中で保障された空間づくりは非常

に大切だと思いますが，これから取り組むところ

です。お答えになっていないかもしれませんが。 
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質問者３： 学校図書館でということではなくて，

ご自分のフィールドで，意見をあまり持ってない

ように見える人をどのように考えてお仕事をされ

てきたかということが知りたいのですが。 
渡部： 持ってないように見える人については，

潜在的な力を中に秘められていると思いますので，

それぞれ思っていることを出していくことが，図

書館のゴールではないかと思っています。民主主

義社会を根底から支えていくのは図書館だと思い

ますので，多様な意見がどんどん出てくることは

図書館にとっての使命だと思います。それをここ

で言うと差し障りがあるので，現実にうちがどう

展開していくか見ていただければ，お答えになる

かもしれません。図書館ができたときとできた後

を比較していただければ，それは明らかだと思い

ます。 
内田： そういう問題に私たちもよく直面してい

ます。広く言うと NGO，NPO の活動はやはりま

だなかなか認知されていないので，日本の市民の

多くの人たちに自分たちが取り組んでいる課題を

どうやって伝えるかという場合に，やはり意見を

持ってない人はいないので，あまり説教くさくな

く，一緒に考えてみましょうという語り口で，入

り口はできるだけ優しくというか，同じところに

立って語り掛けることを心掛けていますが，一般

論であまり役に立つ答えではないですね。 
質問者３： できれば具体的にお願いします。 
内田： 特に偏差値の高い大学からいらした方は，

よく考えているのですが体が追い付いていないと

ころがあって，NGO は集会を開いたり，いろい

ろなキャンペーンをやったり結構肉体勝負のよう

なところもあるので，そういうときに私たちが「も

っとこれは早くやれ」とかすごく怒ると，目から

うろこというような顔をして，これまでの価値観

が崩れたりされていますが，それはやはりある種

の問題意識を持っている方ですね。 
 ご指摘の提案は，比較的小さい子どもさんです

か。 
質問者３： 高校です。 
内田： 私たちも共通した問題意識は持っていま

す。つまりそれは学習以前の，人間としての成長

とか，自分がここにいてもいいという承認されて

いる安心感とか，意見を持つとか，人に伝えたい

というようなすごく根深い問題として私は受け止

めました。それ自体は今は具体的な答えが出せま

せんが，それこそ小学校とか幼児期からの根深い

問題で，確かに意見を自分の意見として自信を持

って言える子どもたちは，とても少なくなったと

思います。すみません，お答えになっていません

が。 
羽場： 全然答えにならない答えに挑戦します。 
 自由に発言できたり，自由に行動できる社会を

つくるということは，不自由さを知るというか，

不自由さを工夫して，これをエンパワーメントで，

自分自身を作り替えたり，ルールを作ったりして，

働き掛けていく人間を育てることだと私は考えて

います。ちょっと大言壮語ですね。 
 図書館で発言がないというのは，子どもが自由

でない状況を示していると思われるわけです。要

するにがんじがらめになったままの発言できない

状態ではないのかと思われます。確かに偏差値の

問題や，学校のいろいろな伝統の問題があって難

しいかと思いますが，子育ての原則からいえば，

まずその一人ひとりの個性を認めてあげて，共感

の空間をつくることが大事だと思います。それに

よってものが発信・発言できる雰囲気が出てくる

と思います。それは高校生でも同じだろうと思い

ます。 
 個へのアプローチは，まず，認め，受け止める

空間をつくること，それは人の一生のいつの段階

でも必要なことでしょう。そしてそのように受け

止められていると感じられる空間の中から個々の

意見や疑問を引き出していくことができのだろう

と思います。このような現場の工夫は，どこの段

階でも，いつの段階でも，必要ではないかと思い

ます。 
 一方，実は構造的な問題があって頭が痛いとこ

ろがあります。例えば小学校や中学校の問題です

と，例えば都道府県の教育委員会が一括して教員

を採用して域内に定期的に再配置していくシステ

ムを取っていますが，これを続ける限り，個々の

地域の実情や地域の思いをくみ上げてその解決策

を打ち出していくような学校教育には，なかなか

なりにくいと思います。乳幼児教育，初等教育，

中等教育がきっちりしていることが，生涯学習を

支援していく上で非常に大事であり，特に図書館

をどのように使っていくか，そこでどのように発

信できる人間を育てていくかということは大事な

ことです。これは現場の工夫だけでうまくいく話

ではなくて，行政システムや財政システムの問題

でもあります。特に東大に入ってこられるような

方々は，そういう全体構造を造り替えていくよう
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な職場につく可能性が高いわけで，創造的な現場

をつくり出すための研究をどうかたくさんしてい

ただきたいと思います。 
影浦： 質問者 3 に対する質問ですが，意見は言

えないと駄目ですか。持っている人のものを引き

出すというのは，私だったら絶対に拒否して行か

なくなると思います。 
 つまり意見を表明したり，どういう形でしたい

という場は人それぞれ違うと思います。例えば大

学院のゼミで，私と同じペースで議論をしなさい

と強制され，それができなかったら駄目だと言わ

れたら，皆さんきついと思います。それと違い，

でもやらなくてはいけないとか，でも意見は交換

しなくてはいけないというのは，そもそもどうい

うことなのか，説明してください。 
質問者３： 全員が意見が言えるタイプの人間に

なってほしいと思って，言っているのではありま

せん。インフラとしての基盤としての図書館や公

民館や NPO は，皆さんみんなのものだと，みん

なのものにしていきたいと言われました。みんな

のものというのは一体どういうことか。仕事をし

ていてすべての利用者が利用できるようにすると

いう課題を常に突き付けられるので，本当の意味

でみんなのものとしてのインフラになるというこ

とはどういうことなのか，いつも分からないとこ

ろだったので，先ほどのような質問になりました。 
根本： もっとこの議論を続けたいのはやまやま

なのですが，時間になったので，一言まとめをし

て終わりにします。最後にあったような議論が，

多分生涯学習基盤経営を考える本質的な問題につ

ながっていると思います。ここのコースというの

は，もともとは戦後教育，新教育の中で教育基本

法，社会教育法，その後の図書館法，博物館法な

どができたときにスタートしています。そのとき

の理念は，もちろんアメリカ流の新しい憲法に基

づく啓蒙思想があったことは間違いありません。 
 社会教育，生涯学習，図書館，博物館という場

は，まさに日本の統制化された学校化社会に対し

てアンチ制度として設定されたものです。制度的

にはそうだと思います。いまだもって，やはり学

校，大学が文部科学省の中心です。そこのメイン

ストリームのいろいろな限界が，先ほどの質問者

3 の方のようなお話にもなると思います。 
 多様な学習ニーズ，多様な発達，多様な意見表

明のパターン，さまざまな人がいるけれども，学

校の中ではやはりある画一的な評価に結果的にな

っている部分がある。もちろんそれを解消するよ

うないろいろな努力はありますが，そうではない

ものは実は最初から戦後教育の中に，社会教育と

いう形で埋め込まれていたと思います。ただ，こ

れは簡単に統合できるようなものになっていかな

かった。公的な制度の限界を民間の運動体や組織

がすくい上げようとしている部分もあるわけで，

それら全体を「生涯学習基盤」と呼びたいという

ことです。 
今ここにいるお三方がそれぞれの立場からいろ

いろな話をされて，どれも非常に重要なお話でし

た。最後の学ぶ意欲そのものがどこからどうやっ

て出てくるのか，もともとは家庭内，あるいは学

校教育の中でつくられるものだと思いますが，こ

れと違うパターンを生涯学習・社会教育という形

でわれわれがどれだけ担えるかというのが今後の

大きな検討課題だということが示されたのではな

いかと思います。 
 これからというところで終わらざるをえないの

は残念ですが，参加の皆さんがそれぞれ持ち帰っ

ていただければと思います。いずれの日にか，得

られた回答をもって大学院に入っていただき一緒

に議論できれば，今日の目的は十分に達すること

ができたということになるのでしょう。ご参加あ

りがとうございました。 
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Panel Discussion: What are Infrastructures  

to Support People’s Life-long Learning Activities? 

Panelists: Shoko UCHIDA † Mutsumi HABA ††  Mikio WATANABE ††† 

Moderator: Akira NEMOTO †††† 

† Secretary general, Pacific Asia Resource Center (PARC) 
†† Director, Outdoor Education Research Foundation 

††† Superintendent, Board of Education, Aisho-cho, Shiga Prefecture 
†††† Graduate School of Education, the University of Tokyo 

    This panel discussion was held on June 13th 2009 at the Graduate School of Education, the University of 
Tokyo. Three panelists talked freely about life-long learning infrastructures based on their life histories and their 
experiences through the activities and movements they have ever committed. 

Keyword: Life-long Learning, Adult Education, Social Movement, Libraries 
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社会教育の中心的な施設である公民館は，文部

省の社会教育局が軍事占領下の戦後改革に際し

て延命をはかるために民主教育の普及を名目に

つくらせた機関である。それは戦前の国家総動員

体制に基づく精神主義から新憲法体制に基づく

施設主義に大きく転換したが，強力な指導理念が

存在している点では同様の「大人の学校」であっ

た。もちろん，特に1971 年の社会教育審議会答

申以降の公民館は，大人の学校であると同時に市

民が自主的に学ぶ生涯学習機関の性格を強くし

たが，日本の社会教育の二重性を強く反映するこ

とになる。 

ここでいう二重性とは，上からの啓蒙という要

素と市民の自発的な学習という要素のことである。

前者がいかなる理念の元に行うかに関して，冷戦

下において政治的な運動と強い結びつきを持って

いた。だが，冷戦終了後はどうなったのか。 

理念に関する議論が失われると，そこは単なる箱

物扱いされることが多くなった。当初は省庁の補

助金行政のツール（ということは地方にとっては

中央の利益誘導のツール）であったが，新自由主 



義的な自治体民༡ൻの動きが強くなると，それは

ή㚝な施設としてᛕ್されることになる。公民館

に元᳇がないのは，設⟎理念がᦌᤒな㓸会施設に

なったからである。 
では࿑ᦠ館はどうかというと，日本の⚻ᷣᚑ㐳

後に大きな発ዷを⷗せた。しかしそれは社会教育

施設の⦡をできるだߌᛄ᜞して，ᶖ⾌社会にነࠅ

ᷝいながらࠨーࠬࡆをឭଏする「⾗ᢱឭଏ論」が

ഞをᄼしたからである。࿑ᦠ館も߹た公民館とは

㆑ったᗧ๧で理念を༚失し（あるいはᦨ初から日

本では理念の౒᦭はなかったのかもしれない）， 
箱物とൻしつつある。つ߹ࠅᓥ᧪のᗧ๧での社会

教育施設はいߕれも「公の施設」（地方自治法 244 
᧦）ではあるが，それ以上の「教育機関」（地方教

育行政法 30 ᧦）である理由は૗であるのかをౣᐲ

໧い㄰さなߌれ߫ならない時ᦼにさしかかってい

ると⸒߃る。これは社会教育学ではすでに 1980 年
ઍから㗫❥に議論されていることではあるだろう。

要するに，学校以ᄖの႐というだߌでὶ点がᦌᤒ

なᱷ૛の領ၞである社会教育あるいは生涯学習と

いうものについて，どのࠃうにとら߃るのかとい

うことである。 
この地点で，⑳は自ಽが 1970 年ઍにขࠅ⚵も

うとした࿑ᦠ館⎇ⓥの⺖㗴がい߹社会教育㧩生涯

学習の⎇ⓥో体と౒᦭されることのᔅ要性をᗵߓ

る。すでに㒮生時ઍを฽め 30 年以上ขࠅ⚵んでき

た⑳の࿑ᦠ館⎇ⓥは，日本人がこれ߹でなߗ࿑ᦠ

館をᔅ要としていなかったかを⸃᣿するものであ

った。 
これについては，ᳯᚭᦼ以᧪の「㜞ᐲࠪ࡜࠹࡝

ー社会઒⺑」と᣿治以᧪の「࠻ࠬ࡝࡜ࡀ࠯ቭ௥制

社会઒⺑」の二つにࠃって⠨ኤしࠃうとしている。

要するに，╙৻に，日本社会はᳯᚭᦼ以᧪，㜞い

はᵹㅢする಴ 物にኈᤃにޘ人ࠅーを⹶ࠪ࡜࠹࡝

をⓍߺ⚵うな઀ࠃできたために࿑ᦠ館のࠬ࠮ࠢࠕ

ᭂ的につくるᔅ要はないと⠨߃られたこと，そし

て╙二に，᣿治になるとࠪ࡜ࠢ࠻࡝ࡔー的なㆬᛮ

がࡓ࠹とቭ௥ࠪࠬࡓ࠹に基づく教育ࠪࠬࡓ࠹ࠬࠪ

すߴてのㄭઍ的⚵❱をⷒうが，そこでのቭ௥とは

ᦠ物を自在に⺒ߺㄟ߻ことができる人のことであ

うなᦠ物のኾ㐷家の಴る᐀はないとࠃมᦠの，ࠅ

されたこと，の 2 点である。ㅒに⸒߫߃，⷏᰷の

ㄭઍ࿑ᦠ館はవにもㅀߴたࠃうにᦠ物にࠃる啓蒙

をᜂう機関であࠅ，มᦠというኾ㐷家がᚑ┙する

要ઙは民ⴐとの⍮的Ꮕ೎ൻේ理にあったが，どち

らの要ઙにおいても日本では⌀೶にᔅ要とされる

⁁ᴫになかったということができる。 

さらに⸒߫߃，᣿治以降のㄭઍൻは⍮⼂につい

ては৻方的なャ౉ㆊ多の⁁ᴫであࠅ，⍮⼂人とは

いちᣧく⷏᰷の⍮⼂をᛠីして⚫੺する人ޘのこ

とであったから，なおのことᦨ新の⍮⼂を୘೎に

ャ౉して⁛占することを᳞めた。ここからは，ࠬ

ࠃしながら⍮⼂を౒᦭するための࿑ᦠ館のࠢ࠶࠻

うな機関のᔅ要性はシⷞされがちだった。 
だが，これらの᧦ઙはいߕれもすでに大きくᄌ

わらߑるをᓧない⁁ᴫになっている。ሶどもたち

の学ぶᗧ᰼がᷫㅌし，「ಽᢙができない大学生」の

ᦠきそろ߫んの⢻力もᕋߺ⺒うにかつて⹶ったࠃ

しいものになっている。OECD のPISA ⺞ᩏにお

いてૐ下が⹤㗴になった⺒⸃力(reading literacy) 
について⸒߫߃，⍮⼂のᔕ↪力を໧うものであࠅ，

日本の学校におߌる教育方法ではኻᔕできていな

いことは᣿らかである。ᦨ初から㜞くはなかった

と⸒߃るだろう。߹たቭ௥制のਇౕวについては

੹ᦝいう߹でもないことであࠅ，法ᓞの⍮⼂と的

⏕な್ᢿ力のߺがේ⾗のቭ௥の㒢⇇は᣿らかであ

る。 
しかし，だから࿑ᦠ館制ᐲのౣ᭴▽の᧦ઙがᢛ

いつつあるなどというᭉⷰ主義をㅀߴたいのでは

ない。これ߹での࡝࠻ࠬࡦࠗࡔーࡓであった，学

校ψ大学ψቭ௥制的⚵❱の㒢⇇がこのࠃうなかた

ちで⃻れているのに，おそらくはその当事者はච

ಽにኻᔕでき߻，ߕしろ᳇づきさ߃していない⁁

ᘒであるときに，⑳には，そこからឃ㒰されてい

た社会教育߿生涯学習の領ၞからのࡠࡊࠕー࠴こ

そが᦭ലであるとの⏕ାがある。 
そのࡠࡊࠕー࠴を᧤ߨる᭎念が「生涯学習基⋚」

である。さき߶ど社会教育の学習に⌀理がኋって

いるとㅀߴたが，ᱜ⏕な⴫⃻は「神は⚦部にኋࠅ

たもうDer liebe Gott steckt im Detail 」である。

20 ਎♿初㗡のࠗ࠼ツの⟤ⴚผ家ࠔࡧ࡮ࡆࠕールࡉ

ルࠢが⸒った⸒⪲だとされるが，ᓐは⷏᰷文ൻの

なかでᔓれられていた様ޘな⡛なる⴫⽎（ࠗࠦࡦ）

を⎇ⓥすることでࠗࠦࠫࡠࡁーと๭߫れる文ൻผ

をᄌ革する大きな઀事をᚑしㆀߍた。ឃ㒰された

ᜏࠅルな領ၞからこそ⌀理に⥋る㆏がಾ࠽ーࠫࡑ

 。るものであるߌ
もちろんࡠࡊࠕー࠴の方法についてはわれわれ

が㐿ᜏしていかなߌれ߫ならない。だが同ᐥ⇣ᄞ

を⸃ᶖするための࠻ࡦࡅは，੹࿁のࡀࡄル࠻ࠬ࡝

の発⸒のなかに多ᢙ␜されていたとᕁわれる。 

-  23  -



-  24  -



-  25  -



-  26  -



-  27  -



-  28  -



-  29  -



-  30  -



-  31  -



-  32  -



-  33  -



-  34  -



-  35  -



-  36  -



-  37  -



-  38  -



-  39  -



-  40  -



-  41  -



-  42  -



-  43  -



-  44  -



-  45  -



-  46  -



-  47  -



-  48  -



-  49  -



 

 

相当に違うから。一律的にこれでやりますよと上

から下ろした時に，やっぱりこっちは，ここは相

当やりやすいけど。（公民館長） 
 
 これら 3 つの要因は，「地域本部事業」実施前

後で大きくは変化しない，地域の教育体制として

捉えられる。この地域の教育体制を一種の「制度」

として，「社会関係資本」の形成に影響を与える 1
つの要因として見ることもできよう。しかし，そ

の効果は事業実施前後で異なる可能性がある。 
 事業実施前は，地域人材の活用は，（モデル事

業実施地区を除いて）各地区の自主性に委ねられ

ていたため，地域の教育体制に応じて，活用が行

われることが主であった。地域人材の活用が，「社

会関係資本」という＜制度＞の影響を受けていた

にせよ，その「社会関係資本」自体が地域の教育

体制という「制度」に大きく規定されていたため，

結果として教育体制が地域人材の活用に直接的

な規定力を持つことになっていたと言える。 
 しかし，事業実施後は，「制度」として地域人

材の活用が位置付けられたことで，これまでの人

材活用の状況が変化する可能性も出てきている。

新しい「制度」が導入され，＜制度＞の変化が促

されることによって，地域人材の活用についても

地域の教育体制だけでは説明しきれない変化が

起きていくとも考えられる。 
 そこで次に，S.Q.2.に対応する形で＜制度＞レ

ベルの変化の可能性を見ることとする。 

4 ＜制度＞レベルの変化 
4.1 学校-公民館関係の変化 
 「地域本部」事業実施という「制度」の変化に

伴って，「社会関係資本」という＜制度＞はどの

ように変化するだろうか（S.Q.2.）。 
 まず，学校-公民館関係について見よう。これま

での学校と公民館の関係として，直川地区や上浦

地区のように小・中学校から徒歩 5 分圏内に公民

館がある地区では，事業実施前から，日常的な交

流が盛んであったことが指摘されている。 
 

 小学校区単位にありますので，あったので，だ

から学校の先生との結びつきというのは館あたり

にあるんですね。で，そのほとんど地区でのいろ

んな形も学校との中でいろいろするだろうし，日

常的に結構知り合っている，仲が保てた。（振興

局・職員） 

 
 一方で，このような地理的な条件に恵まれない

地区では，公民館体制や，市町村合併による行政

組織の変化を受けて，学校と公民館の関係が良好

でなかったとされている。同時に外部から見ても，

学校の敷居の高さが感じられていた。 
 

 昨年は公民館とのつながりというのは，ほとん

ど。全くなかったですね。地理的なものがありま

して，……公民館遠いっていう。……中で立って

頂ける……コーディネーターのような方がいませ

んでしたので。何か地域の教育力を活用させて頂

きたいという時にはどうしても校長の方が一対一

対応と言いますか，……校長の方が電話連絡取っ

てしていくという形でやっていました。（小学校・

教頭） 
 

 公民館との日常的な情報交換というのが，やは

り少なかったんじゃないかと思います。［中略］公

民館あるいは昔の教育委員会，今教育委員会がな

くなっているんですよ，以前の教育委員会がそれ

を推進しておったと思います。（小学校・校長） 
 

 当時学校っていうのは敷居がものすごく高かっ

た。で，私も子どもを育ててたんで，違う校区だ

ったんですけどね。……やっぱり知った先生もい

ないし，職員室に入ること自体が敷居が高かった

です。（コーディネーター） 
 
 これに対して事業実施後は関係に変化が生じ

る可能性がある。まず，学校でなく公民館に「地

域本部」が置かれたことにより，教職員の心理的

負荷が軽減されていることが注目できる。学校の

教職員からは，しばしば新規事業を実施すること

についてのコストへの懸念が示されることがあ

るが，この点をクリアすることで，学校，公民館，

コーディネーター3 者の協力が進む可能性がある。 
 

 中心が公民館ということでそこでちょっと少し

肩の荷が軽くなったような感じがあります。（小学

校・校長） 
 
 また，コーディネーターが「制度」として位置

付けられたことにより，学校はこれまでのインフ

ォーマルな関係に比べて依頼がしやすくなった

こと，学校外部の職員やコーディネーターからす
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A Case Study on the Effects on Children’s After-school Life  

Created by Oncoming School and Family Relationships 

Akiko SATO
† 

†
 Graduate School of Education, the University of Tokyo 

 

    In this study, an aspect on how oncoming school and family relationships have an effect on children’s 

after-school life is discussed. Three local governments were chosen, and people working in the “After-school 

Measures for Children” division were interviewed. Positive analyses and speculations were made from these 

interviews. The results showed that educational principles such as the educational norm, discipline, and order are 

invading children’s after-school life. This invasion can be interpreted as an extension of the educational 

boundaries, but it can also suggest that the boundaries between school and society are becoming less distinct, and 

this implies a change in the function of schools and the educational system. 

Keyword: Children’s After-school Life, School and Family Relationships, After-school Measures for Children, 

After-school Care 
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Ș�̢̋�5Ǿ͚6ьȉúɡMƙκ2�-ȷ̭ϭ

̢̞̋MΈ�ь̑¯Ȼͦȷ̭�05F�1ΑŌ2

F*-ȇ̤�'5�MɏG�2!I�.ь�J?

.ˏˌĐ�J-�1�*'PW_~2˻MĶ�

'�/�G�Ƈ5Ϋɏ�ĭͨ(/͞�GJI� 

� 1�ьɥ̢̋.Ȏ�	̑¯Ȼͦ
/6	ȷ̭


.�H	÷ǋ
.61��ˡ§2ŽŔ!Ȋ¯Ȼ

ͦ÷ǋ5˨ɪMϖI/��ǾĻ2��-6ɥβ

C	÷ǋ
̢̋5�̦Mȗ�C5.6�I�ьǛ

ɔ2��-ʬ¨2ù*'áǕ5	̑¯Ȼͦ÷ǋ


6ŽŔ�1��?'ŕɃPW_~5ΈĊM÷̸!

I˝ͬ5	̑¯Ȼͦ÷ǋ
�ЩáǕ2ŽŔ�'/

�-C%J6őȷ2��-ɣ(ˤȇϭ̞2�I
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ǦƩ˶1ťȽ.�*'/��ˌ2��-ьǛɔ5

	̑¯Ȼͦ
6ˍȷ͟5ʌĀ�2��-Ȼͦ÷ǋ

/̑¯͆ʨ÷ǋ5ȠЊ2³͖!Iэ+5	ȷ̭


.�*'/ˢΘ!I� 

� ɥ̢̋6¶΅ьͼϿь�ɨ5 3ĵ2FIâĴ̋

̢5ȇɰ/�-?/BGJI�F*-ɥ̢̋5ɲ

́@DÜΈ̢̋5ĨH��Ƀ2+�-CĠù/

�-âĴ.ν¬Mλ��ьå·˶1¹ʂïȗĤ9

ř̪ïȗ6©�5ϣH.�I�ř̪ú5¹ʂ/�

-ьħР!=�ÜΈ̢̋5ȩ̾/u\cĐM�2

¶΅/ͼϿ.Έ*'�%5ǤьÜΈ̢̋5ŨϷï

6�ɨ5ȍ2F*-ħР�Jь%5Ⱦˢ}Â̯2

+�-C�2�ɨ�ȗǛ�'�ř̪ïȗ/�-6ь

2.2 MͼϿ�ь%J©Ŧ5ϷïM¶΅�à-ř̪

�ьĢ͞σɀ5ǂ΋6�ɨ�¹ȇ�'� 

2.22 �+"%=�� 

� ɥ̰.6ɏʨǤɡ�Gɒľóɡ5̑¯Ȼͦȷ

̭5̢̋˜ʪ5ȾˢMΈ� 3)� 

� ?"ьȉú5̑¯Ȼͦȷ̭5ϣĮ˶2Ȯ�'C

5/�-ьő̤Ȼ̢ͦ̋Ȍ͐ъ1974bы5�˵ǂ

Į�DьƌĠъ1963ыьƌŖъ1966ы5̢̋Mȟ

�I�/�.�I��JG5̢̋6ȉú5̑¯Ȼ

ͦȷ̭M�Ƈ5ʱJ2ʩ*-Ȯ�'C5.�Hь

ȷ̭5ϣĮ˶1ȑȰ2ϳ�-�I�'(�ь͊͗

˶1ʚĮΞϜM˻˶/�-�Hь̑¯Ȼͦȷ̭�

ȇ̤�'ΑŌMɏ̍26.�-�1�� 

� ÜΈ̢̋2FJ7ьϙ§5̑¯Ȼͦȷ̭6%5

Ǥ5ȉɔĊĿ·÷M˅Ò!IC5.�HьŨʕb

pWtZ~ɡ2ƨЈ�J'	Ȼͦʑ¯ŗ̫
5˳

ǽ2Ś,�1�GъƟƲ 1971}1984aыьЦǂɡ

Ȼͦ5é͐ȇ5Ηˌ�GъƟƲ 1984bыь̑¯Έ

ȷ�G̑¯ȻͦΈȷ�˾ƙ˶2˝̤�-��ϭ

̞2��-ъŵư 1987ыȾÒ�J'/�JI�

ʐĪъ1960:32ы5ΚͿMÊHJ7	�+5Р�

ˡκ
/�-�JG5�κ6Ȣ�GJI� 

� å·˶1ȷ̢̭̋/�-ь�Ƀ2ьǛɔ5ȷ̭

5ȗ�ȍ.�IȿϷ̀ɖϣſċƥ̩Ŋήь̑¯Ȼ

ͦήь̑¯Ȼͦƥ5ƆÖ')5	ǲǽ
2ȷ̭5

ɺȚMΒî!Pkx~`�ΒGJI��JG5̋

̢.6ьǛɔ5ȷ̭5̤ɾϭ̞2Ũ�1ǠýMɰ

'�'/�JIƆÖ5	ǲǽ
/ьƊН5ȷ̭/

5Ћ¾�ʭ˻�J-�I�»�7ь̑¯ȻͦΈȷ

ʑʆ5Ο̤2ϾΑ1ǠýMɰ'�'̩ŊήήІ

5�ɦŉŤ5ǲǽ̢̋ъ®΅ 1995ьƟɮ 2008ь

ɬ˧ 2001}2002ь�ƫ 1995ьɂʶ¥ 1997ьƟ

Ʋ 2001ыь˛ʛȻͦ2Ћ!Iȷ̭MȫϨ�'Ʋɥ

Ɓ�¢5ǲǽ̢̋ъǁ˧ 1985ь̊Ġ 2002ь®΅

1996ьɬ˧ 1984aьтʐ 1992ыь̑¯ȻͦήІ5

ƟƤ̱ʨ5ǲǽ̢̋ъƟɮ 1996ьɂʶ 1992ьɂ

ʶ¥ 1998ыьȷ̭2ЋL*'ƆÖ5ǲǽMÆõ2

ʁΜ�'ƌŖъ1968ыDàɉɥ̑¯ȻͦϦĲ¯͐

ъ1983ы5̢̋ьŨʕɡ5ƆÖ5ǲǽ5âϣˌ/

ƶ˰MĸB'͌·˶1˛ǪMȮ��/�'ƟƲ

ъ1977}1992ыьɬ˧ъ2004ыьтʐъ1995ы5

̢̫̋�ŽŔ!I 4)��JG5̢̋.6ьƆÖ5

	ǲǽ
�ȷ̭ǜȇ2˽Ȫ˶2Ũ�1ǟЭM��

'�/�úȯ/�J-�I� 

� ¥Ƀ.ьȷ̭�å·˶205F�2Ɗˡ�J'

5�2ʭ˻!Iȷ̭ƊɅϭ̞5̢̋CŽŔ!I�

ȉú5ȷ̢̭̋6ьƌŖъ1966ы�Ȯ�F�2ь

�ŬƆǅ.5ȷ̭̭Ƈ�ŕɃ2��I�ʂ5Ɗ

Ʌ2˽Ȫ˶2ǟЭ�'/��pbvMŚɥ/!

I�ьǛɔ5ŕɃȻͦΈȷ26�Ƈ5ͬǣǴ�Χ

BGJ'/!Iŵưъ1987ыDɬ˧ъ2004ы5

̢̋CŽŔ!I�ɬ˧ъ2004ы6ь	��G
	�

�G
/��Ę̺1�Яƙ̤5ŏǕMȨI5.6

1�ь�͟5	Ĳʱ
D	ʽŔ
2ʭ˻!=�(

/!I��G2ƫɥъ2003:186ы6	ŕɃȻͦΈ

ȷʑʆMȥȰ!Içċ̀/ȥȰ��J1�ȿϷ

̀
Mƙʠ�ь	ȿϷ̀5ȷ̭�ŕɃϷ2ʷϠ�

-Έ*'5�6ˣ(˲ń.�I
/�-�I� 

� Æõ5ȷ̭ƊɅϭ̞2+�-6ьō·5͔́ϭ

̞MȎ*'̢̋2ьȻĐō·Mƙκ/�'ƟƲ¥

ъ1956ыьЦǂōMȎ*'�Ͽъ1984ыьíű¯

MȎ*'��ъ1984ы5̢̋��I�˛ʛȻͦȷ

̭5ŕɃ<5°Ȳ5ĊȀ2+�-6ǁ˧ъ1986ы

5̢̋�ŽŔ!I��ɃьŕɃȻͦΈȷʑʆ5Ⱦ

Ò2+�-6ɬ ъ˧1984bы̫ 5̢̋�ŽŔ!I�

�G2ˤʯȵŅϬĊ2+�-ьȷ̭�	ȕ�+�


.61�	ͬ˳˶
	ç˳˶
2ĩ�ßJGJ'

/!IƟɮъ1984ы5ΒɃ6ʭ˻2Ë!I� 

� ©�5ÜΈ̢̋5ĊĶM?/BI/ьɏʨǤɡ

�Gɒľóɡ5ȷ̭Mƙκ/�'̢̋5˛Ǫ/

�-ь1ыȷ̭5̤ɾ}ǜȇϭ̞2+�-6ь�

Ǭ˶1ǠýMɰ'�'ȿϷ}çċƆÖ5	ǲǽ


/5ЋϦM�Ǭ2̢̋�ΈLJь2ыȷ̭5ƊɅ

ϭ̞2+�-6ь�Ŭ�GŕɃ<5˽Ȫ˶1ǟЭ

D͆÷5ϭ̞�ńг2�JI�.ь�Ŭ2��-

ȫϨ�JȊ¯Ȼͦȷ̭6Ȍ�5C5/�-Ȏ

LJIÓĶ��*'/Κ�I� 

� ¡Ǥ5ȷ̢̭̋6ь©�5ˌ2+�-�G2ʻ
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BGJ-��ǭΑ��I�̩ 12ȷ̭5̤ɾ}ǜ

ȇϭ̞MFHȷʨ˶2Ȣ�I�/�ǭΑ.�I�

̑¯Ȼͦή}̑¯ȻͦƥçϷ5βˢD	ǲǽ
�

��2ȷ̭/�-Ɗˡ�J'5�MΒI(�.

1�ьçЌDȿϷŨͪ5ǟЭĀ605F�1C5

(*'�ьçċ̀MŶBЋ¾̀ǅ/5Њ.05F

�1ȒΊDо�ǖ��ΈLJ'�ь%�-̑¯2

ŽŔ!Iʇ�1PW_~5ȻͦΑʤ�05F�

2ĨHßJGJ-Έ*'5�Mń�ьȷ̭2ЋL

Iŧʇ1PW_~5Ћ¾Ǵ2ʭ˻!I̢̋�ʤ

BGJI�»�7ь�5F�1PW_~Њ5ȷʨ

ϭ̞2ʭ˻!I̢̋/�- 5)ьĴɔɡ2ƨЈ�J

'çċ̀5̑¯Έȷ5ȾÒ}̤̍/5ЋϦ�ʭ˻

�JIъŵư 1987ьƟƲ 1992ы�å·˶26ь

1925ъŨʕ 14ыǂ5Έȷίɶ¯.5çċ̀/ȿ

Ϸ̀5ʌГŷθńг2ΚĤ!IʐĪъ1960ыDƫ

ɥъ1987ыьǿĐȹʿ�ʂ}ʡĀʺйϬĊ2��

I�̀5ïȗ2+�-̢̋MΈ*'ьʹ ъ˧1984ы

Dƫɥъ1990ыьЦǂō·}ȻĐō·5�ċ̝̯

2+�-5̓˧ъ1992ы5̢̫̋�ŽŔ!I��

5ɔɡ5ȻͦΈȷ�çċΈȷ�GͬǣMɰ'�

-�1�*'/��ΒɃъ΅˧}Ũ�͐ 1984:50ы

/CĲL#-ьȿϷ̀/çċ̀5Ћ¾6Ǜɔ5Ȼ

ͦȷ̭5˛ǪMΒI�.ьϾΑ1a~n.�I� 

� ̩ 22ьıPW_~5	ǲǽ
MȌ�5C5/

!I5.61�ь%5	ǲǽ
�05F�1̑¯

ΧζMŚ2�-ǜȇ�J'�ь%�-05F�1

őƏǜȇ5i[s{Mȝ+C5.�*'5�M

ά@Ϋ�ǭΑ��I�Ǜɔ5ϨſΑʤ5т?Hь

̑¯�ƃ5ŠāDǲǽ͆÷5ФΑ5т?Hь�G

26�˭5�.5ɉɥ5³͖/ь%J2Ś,�ő

ĀŠǚ}˥ʂ˳ƨ5ǭΑǴ̫ьıPW_~5̤Ş

�G5ь̑ ¯ǹč5Θϼ/Χζ�̑¯Ȼ 	ͦǲǽ


5ɺǉ2³͖�-�'/͞�GJI�Ǜɔ5̑¯

ǹč/	ǲǽ
/MˑĲ�1�Gь%5ǜȇϭ̞

Mϝ��/�ʤBGJ-�I� 

� ̩ 32ьȿϷ̀�GŕɃȻͦΈȷ<5ǟЭĀ5

̞ǋ/ь%5̞ǋMʦƇ,�'ΑŌ2+�-Cʁ

Μ�ǭΑ.�I��5ɔɡьȿϷ̀5ȷ̭�05

F�2ŕɃΈȷ2ʷϠ�'5�ь%�-ŕɃΈȷ

ʑʆ�05F�2ȾÒ�J'�M�»/�-ɏ

G�2�ь̢̋M΂̡�-���/�ʤBGJI� 

� ©�ьɥ̢̋.6ь�5̩ 1ь̩ 25ˌ/ЋL

HьPW_~/�-5ȿϷŨͪ5Ȼͦȷ̭<5ǟ

ЭĀM�Ǭ2ьȷʌ5Ȼͦȷ̭2ƙ!IɃЂ/̑

¯Ȼͦȷ̭ϭ̞5ЋϦMïɭ!I� 

2.32 �<BCDE=�� 

a. ƟɬĠͺŪ϶ъ1852ё1919ǂы6) 

� ƟɬĠͺŪ϶6 1908ъɏʨ 41ыǂ 7 ɞ 14 ɉ

�G 1911ъɏʨ 44ыǂ 8ɞ 30ɉ?.5̩ 13§

5̩�ʒɼŪ϶çЌ2��-ȿϷŨͪMċB'� 

� ƟɬĠ6ˡŔ5ƭƫ̂îύ.ьфńƧ5І˫/

�-ˤ?J'�Ǆ�Ю2ˈ̲MΆɷ.ſ9ь1874

ъɏʨ 7ыǂ2ȃǯ͚ş2ßI�1875ъɏʨ 8ǂы

©ɪьɂ͡DΣβСΦ2��-̪MřI�1876

ъɏʨ 9ыǂ26ΣβСΦ5ȷʌȏôΞ�2F*

-ɂ̻͡ɩ»ϰĦ2F*-ϧȣ�Jь1878ъɏʨ

11ыǂ 6ɞ2ϼȶ�J-ɂ̑͡2ß̑!I�1880

ъɏʨ 13ыǂьŦċ̀2î¤�ɜΞƆ/1Hь

1884ъɏʨ 17ыǂŦċ̀ɜΞƆ/�-mvu{

2пŔ!I�1887ъɏʨ 20ыǂ2ƿő�'Ǥ6

çċ̀2˰Ċ/1HьçċŨͪ̚ɜƆĢ�Ɔ/1

I�%5Ǥьśˠ̂̈�DШƭ̂̈�ьІư̂̈

�ьİʬʒƆьçċʒƆM͂I�1900ъɏʨ 33ы

ǂƫ̂çЌϒ͢//C2ƆÖMϒBьοɆДηĿ

.6ȿϷŨͪ2¬$GJь1911ъɏʨ 44ыǂ2

͌ϒ͢/1*'Ǥ6ɳƒжńƆ2¬$GJI� 

 

b. ƭ˧Ͳǁъ1864ё1934ǂы7) 

� ƭ˧Ͳǁ6ь1916ъŨʕ 5ыǂ 10ɞ 9ɉ�G

1918ъŨʕ 7ыǂ 9ɞ 29ɉ?.5̩ 18§Ƙçʕ

ʟçЌ/ь1924ъŨʕ 13ыǂ 6ɞ 11ɉ�G 1926

ъŨʕ 15ыǂ 1ɞ 30ɉ?.5̩ 24§ā΅тɏ

çЌь͈�- 1926ъŨʕ 15ыǂ 1 ɞ 30 ɉ�G

1927ъɒľ 2ыǂ 4ɞ 20ɉ?.5̩�ʒ͸ʈ̖

ʒ϶çЌ2��-ȿϷŨͪMċB'� 

� ƭ˧6ьˡŔ5Шƭ̂ȧƲƸîύ.�I�˕6

·ηДηĿ(*'ƭ˧Ͳ�϶.ь�ƌƜǩ5ǘż

/�-ŝǩǲǽ5ɖĤ2ƣĀ�'�ƭ˧ͲǁC?

'ŝǩǲǽ5ǚ�ÃŮ͟.�*'��ɢņǩ϶6

Ɗǘ.�I�1889ъɏʨ 22ыǂ2ɫ�ƻőŨſ

ȿ̙Ũſŀſ̙MĖʂ�'ǤьȿϷ̀2ßHь�

тȻȤьȿϷ̀ΔſƆьĢ�ƆьɜΞƆьƊʂſ

ċƥІьȿϷІƆь�ϸƻőŨſ͌І̫M͂-ь

1916ъŨʕ 5ыǂ5ƘççЌь1924ъŨʕ 13ы

ǂ5ā΅çЌĤ9 1926ъŨʕ 15ыǂ5̩�ʒ͸

ʈçЌ5ȇ̤2Н�ьȿϷŨͪ2¬$GJI�

1904ъɏʨ 37ыǂοɆДηĿ2ĉϵ�Jь1929

ъɒľ 4ыǂ2�JMϒ�-�I� 

 

c. �ʐǩ�϶ъ1861ё1934ǂы8) 
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� �ʐǩ�϶6ь1918ъŨʕ 7ыǂ 9ɞ 29ɉ�

G 1921ъŨʕ 10ыǂ 11ɞ 13ɉ?.5̩ 19§

ĠȼçЌьĤ9 1921ъŨʕ 10ыǂ 11ɞ 13ɉ�

G 1922ъŨʕ 11ыǂ 6ɞ 21ɉ?.5̩ 20§т

ʐɓʾçЌ5ɔ5ȿϷŨͪ.�I� 

� �ʐ6ьˡŔ5ЁʧƸ2ьāςΆŢ5�˫/�

-ˤ?JI�1884ъɏʨ 17ыǂ�ʐƏ5йňż

/1I�1882ъɏʨ 15ыǂ2ɫ�ŨſʬſϷ2

ßſ�'Ǥьô�ΤΎ/1I�%5Ǥь˛ΠƥƗ

ôƆьϓŃċ̀Ģ�Ɔьʬ÷ƥĢ�Ɔь·ηДɜ

ΞƆьϡÃ̀¯ΛƥІ̫Mʚ¬�ь1897ъɏʨ

30ыǂ2ϡÃ̀͂ˢƥІ2ь͛ǂЃϮƥІ2¬$

GJьĴǂ2ƆÖMϒ�-ьŨЏŃͱɸǕ¯̑2

ßH̑І/1I�ȷʨƏ/�-6 1901ъɏʨ 34ы

ǂFHŨЏƸ¯ηĿ2ȫ�JьηІMċBI̫�

'�1912ъɏʨ 45ыǂьŨЏ�G̤ÉΎ�·η

ДηĿ/1I�%5Ǥ̤Ȅȷĥ¯2ßÞ�ь1917

ъŨʕ 6ыǂ 5ɞЁʧƸFHϵ7J-é9·ηД

ηĿ/1I�1918ъŨʕ 7ыǂ2ĠçЌ.ȿϷŨ

ͪ/1HьтʐçЌ2CȿϷŨͪ/�-Ŕ¬�'� 

32 #��)�'=�&/$ 

3.12 
�
';79=#��)�' 
� ̑¯Ȼͦȷ̭6ɉХȉ�Můʑ/�-̡ʃĐ

�'/��5�ϣΫ˶ˢΘ.�I�̑¯Ȼͦȷ̭

5ʚĮMȮ��.ь̩�ʒɼŪ϶çЌMŶˌ/Β

1!�/�ɟǾ͚(/͞�I�'(�ь%J©ú

FHьçċ̀2��-Цǂō<5͆÷DȞƞ6̡

ʃ˶2ΈLJ-�' 9)� 

� 1908ъɏʨ 41ыǂ 6 ɞ2φ�'	υɇ�«


2ƙ!IƙǯMǖν5�Ō/�-ΐŒƘçЌ�

ÈJ'ǤьĴǂȷʌMǖ�͇�(̩�ʒɼçЌ2

��-6ь̑¯�͚ǲǽƙ̭��Α1¬ċ5э+

.�*'ъƌĠ 1963:208ы�ĴçЌ.ǁ˧ɫă�

çċŨͪ21I/ьçċƆÖ5�ɢņǩ϶ʒƆ/

��ĥ�Ģ�Ɔ5Ȟƞ̶ò.ŕɃȵͲ2Ћ!I

̡ʃ˶1�ʂƨЈMŏ*'ъƌĠ 1963:206ы� 

� ̩�ʒɼçЌ2��-ȿϷŨͪ.�*'Ɵɬ

ĠͺŪ϶/çċŨͪ.�*'ǁ˧ɫă/6Ɋɪ

5ĥ .�*' 10)�çċ̀2��-ǁ˧çċŨͪ

/�ɢʒƆG�ŕɃȵͲϬĊMȫϨ!I52ļ

ǯ�-ьƟɬĠȿϷŨͪ/ƭ˧ʒƆ�̑¯Ȼͦ5

ɖĤ2ƣĀ�'�/6ъƌŖ 1966:134ыьƟɬĠ

/ǁ˧�Ζĥ.�Hьƭ˧/�ɢ�Úǘ.�*'

/��ǡG5Њɴ�GΒJ7�ǲη.61�� 

� %�- 1910ъɏʨ 43ыǂ26	Ũϟ�«
�

φ�I��«˽Ǥ5 8ɞьȿϷ̀�G	̑¯�͚

ȿɜĨ͏2Ћ!Iϣ˘
�ıŕɃІƆ/ſɷІƈ

2˳#GJ'�̩�ʒɼçЌ5ȿϷŨͪ.�*'

ƟɬĠͺŪ϶6ь�5�«M	��Ŕ͢�ɝCϾ

Ũ1I�«
/ȡHϚ*-�IъƟɬĠͺŪ϶ķ

°Ξ͕͐ƊΈŷĿ¯͐ 1924:109ы��«˽ǤьƟ

ɬĠ6©�53Я5̑¯�͚ǲǽƙ̭MЌη2ȯ

î�'�	̩�ьϤ2ƟſɷȻĿ�5ˎσɻ͟M

ǐʔ�ь§:I2Ƅà1IσɻMɟ!I͟M©-

�ь�Ƽ̱Ȼͦ2ȵŅMā<-ͲȻĿMйȇ!I

/Ĵɔ2ƟſɷȻĿØϫ5ϢMЈ��/
ь	̩�ь

ƊʂΎ͜ȻͦĤ´ǋ5͢ʂȻͦMŰą�ɖĤ#

�AI�/
ь	̩�ь̑¯ȻͦMŰą����ʱ

MŏI�/
5 3Я.�IъƟɬĠͺŪ϶ķ°Ξ

͕͐ƊΈŷĿ¯͐ 1924:111-122ы�ƟɬĠ6�J

G 3Я5�̮ĐMŏK�/�'�ьμȷУ5'B

2̩�Я5ψɋ2FI	ȿͶĤϣÁȻͦŰąπ


5@�͛ 1911ъɏʨ 44ыǂ2Ɗˡ�'� 

� ƟɬĠ6ь̑¯ȻͦMŰą!IǭΑǴM©�5

F�2Ϝ=-�IъƟɬĠͺŪ϶ķ°Ξ͕͐ƊΈ

ŷĿ¯͐ 1924:114ы� 

 

� ̑¯ȻͦъȈ6ϣÁȻͦыM˸2�̑¯5з̷

MǑʾ�ĄB-ϻͲ1Iőʡ˶̵̓Mʺй!I6

��ͰЦǂ2ƙ!I�Ðà1Iǲǽ5ΩǺǿɵM

А�ɝɟć5ȍʝɃʬ1H/!ьˡ¡̑¯5з̷

MšȺ�Цǂ5żűM�-ͬː�͚2ʱJ̑¯�

͚2ǬϺ!I2ͭG�AIC56äĠŌ̟��H

/ТCäƎ�Ðà1Iά˚FHŪˣ��61�ő

Ə̑¯5ƃƖ̛ǈM̌š!I�ų�C56̽FH

çċ̀2Ʉ-��î˗M̔ʔ�ƦJH/ТCĘ2

ʖ̔ʔ5@2-6ä˻˶Mϯ!I�/Mǧ"�Ъ

ʃ̦1IɟƎ5ά˚6��˳ΈM̔ϫ!I/â2

�Ъ26äŅͲ2�-зȻ2˷�IC56Ũ2�

MŰą!I̭MĨG�I=�G"ь�ÿŞƑƽ5

ͯʂ˚ʯĊễ̫5ų�̑¯5зȻ2ͭŨ5Ћ¾

Mɟ!IC5MÐà1G�AI�/6̑¯Ȼͦ�

�ǭΑ1I�Я5�2Ʃ!� 

 

� 1911ъɏʨ 44ыǂь	ϣÁȻͦίɶŷĿ¯
�

Ο͖�J' 11)�Ĵίɶ¯ŷĿ 26ĵ6ьʍ�ɔȼь

ɂˁȊ̠ϥь˂ĠÙ�ь˂ɥʗʠīьƫư˽Ƀь

ɿ˧˒΃ьʕɢ˽ǝь��ĥ�ьƟʫģ�G5¥

2ьɂ̑͡DСΦ̑5Ξ͟2F*-ʆȇ�J' 12)�

ϣÁȻͦίɶ¯Ο͖2ƙ!Iɂ͡5ȏΣ6͵�

�1�ь?'ŷĿ5�26ǭ"�CƟɬĠ5�͚
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2Ĵί�1�͟��-ьƟɬĠ�ǛóǾŏ�-�

'˻˶�ɏ̍2ϯ#GJI�/61�*'F�

.�I�ъÅç 1961:50ьƌĠ 1963:210ыьƟɬ

Ġͬύ6	ϣÁȻͦĈͯ5ʑϬMϨB'I6д΀

1I�Ɗ
/Σ½�-�IъƟɬĠͺŪ϶ķ°Ξ

͕͐ƊΈŷĿ¯͐ 1924:122ы� 

� 1911ъɏʨ 44ыǂ 8ɞ 30ɉ2ɼçЌ2§L*

'̩�ʒΐŒƘçЌ2��-CьǲǽŅƞM˻˶

/�'̑¯Ȼͦȡͯ�ĨH́?J'�çċŨͪ/

1*'Ġȼ6ь1912ъɏʨ 45ыǂ 2ɞь̓}£}

Ś5�Ȼ5§΋͟MșǢ�-ȅΰ¯MЈ�'�%

�.	őʡϮǩ5ȡͯь̑¯зȻ5ȵŅ
5'B

2ėĀ!I�/�ʦη�J'��5ɔçċʒƆ(

*'5�Ǉʒ̨ʒ϶(*'ъƌĠ 1963:211ы� 

� 1914ъŨʕ 3ыǂ 4ɞ2ȇ̤�'̩�ʒŨЛç

Ќ6ьǛɔ5ʡ·�GЩǀ1ŲǿMC*-Ϙ�G

J'�ͬ˨ʡʌϬĊ©ɪΆЍ/Ў�͈�ȷÞȷʨ

M�Ǚ�-�'ŨЛ6ь[q~eu\c5Њ.C

 ʢ�т�*'����ƊǹьȿɏϬĊ2ɏ�ɚ

J-�'ɕǂ5ŨЛ� 77 ʙ5͝шMC*-́Ќ

2ͭ*'�/6ьȷĥ¯2ĦǿMȔ�-�'��

нM6 B/!IÙ͝')5͹ͥ5̭(*'F

�.�Iъ�ɨ 1981:215ы� 

� ŨЛ6�1HϨN(Ȼͦǲǽ5ȝ�.ь��I

�/2őʡ2ͬ˨˝̤5̵̓ьʌö͚ċь̤Ȅ÷

2+�-5̈ζMʺй!IǭΑǴMΫ�'�ŨЛ

5jv[sP}bpWtZ~5ȷʨˢǱMĦɑ!

I���'ȻͦǾΒ�Ȼͦ˭2	ɏI�
MC'

G�ьʡЊ2��-6ɂȻͦϬĊ�ʯ˳Đ�'�

�5ɔьȿϷŨͪ2�ɢņǩ϶�Ƣ�ьŨЛçЌ

5	Έ�!�
M÷Ǩ!I˹ΔǠ21*-�'�ь

ŨЛçЌ2��-	Ȼͦίɶ¯
�Ο͖�Jьſ

÷ȵЫ5ńг2��-6ȵЫ2ĴǾ#�IMǧ

1�*'�1915ъŨʕ 4ыǂ5çЌȵϥ.6т˧

Ɍͷ�ȿϷŨͪ/1HŨſ÷ǋȵЫ2ĄB'�ь

οɆДMɥȚ/!Iƫ̶̂5ÂƂʰ5Ħƙ2ϴ

�ь�JG5ŴƎMȦЖ.�1��)2ŨЛçЌ

�ÈJьʒ5ƘççЌ2��-ƭ˧Ͳǁ�ȿϷŨ

ͪ/1*'ъƌĠ 1963:216ы� 

� Ü5̩�ʒɼçЌ5ɔɡ2Ο͖�J'ϣÁȻ

ͦίɶŷĿ¯5ŷĿІMċB'5�ǛɔȿϷʒ

Ɔ(*'ƭ˧Ͳǁ.�I�ȿϷŨͪ/1*'ƭ˧

6ьɏʨ�Ǥɡ©ɪ5Ȇɾ/1*-�'Ũſ}т

̫ſɷ÷ǋ2Ћ!Iſ÷ȵЫ5ɺɥ˶1Θʦ2

ĨH́N(�%�. 1917ъŨʕ 6ыǂьúŨЛç

Ќ5�. 1913ъŨʕ 2ыǂ2Ο͖�J-�'	Ȼ

ͦίɶ¯
Mǐ�ьɂ'2çЌ˽Ʃ5	ͫɔȻͦ

¯η
MΟ͖�'� 

� ſ÷ȵЫńг2+�-5Ɨη6Ȼͦίɶ¯.

Ûï2ƣ��J-�'����ьȻͦίɶ¯5ʆ

ȇDϬŇǜȀ6ьƭ˧�͞�-�'ȻͦɃЂMƊ

ˡ!I�.˃ω.�IC5.61�*'/���

%�.ƭ˧6ȿϷŨͪƢ¬˽Ǥ�Gьɂ��γń

ʑЋ5ЈΟ˅ÒMŶB'�γńʑЋ/�-%5̬

˪çƐ5ʌŹMтBI'B2çЌ˽Ʃ5ʑЋ/

�-³͖,�ьɳƒДьη¯ьμ˭ьŝϮьı̀

ǅь˽ϑδſɷ̫Ћ¾ıɃЪ5ɟĀ͟M͊͗!I

̫5ϹȂ�1�J'��G2γńǜǕ2+�-6

Ǧú5ȁΈMȵBь˴̻ŷ¬5Ƀʬ�Ȩ˦�J'�

�J6ьƗη¯5ȷǊ}ȿϷ̀�G5˝̤ǴMд

̐�ь̬˪çƐ2+�-5ʌŹ¦�MǾŏ�'Ȭ

͖.�*'/������Ĵɔ2ьγńʑЋ5�

ƍ͟/�-ǁ˧ɫăMÛ-ь�ċƥ26ȿϷƆÖ

M�Ǭ2Ϲ�-ȿϷŨͪ/¯η5Ǿǲ˱ϣ5è

ˆĐMŏ*'ъБϷ 1974a:278ы� 

� ͫɔȻͦ¯η6Ȼͦ÷ǋàͰ2L'*-ȵŅ

Ƀ̭Mȯ̐�'�1917ъŨʕ 6ыǂь	ϣÁȻͦ

fЋZȵŅzɅ\lVpgeVT͸Z�Puc

^hägΑˌĤɃʬų¸
/��γńMĩ�ьƟ

ɬĠͺŪ϶MŷĿІь�ɢņǩ϶ьđɩɔȼьʥ

ɢĔ�ь˂ĠÙ�ь��ĥ�GMŷĿ/!I�ɶ

ŷĿ¯�̬˪Ġɾ5Ɨη2�'*'ъƌŖ

1966:143ы�͛ 1918ъŨʕ 7ыǂ2ʦη̬˪�J

'�Я6 11 2Ĥ9ь%5Αˌ6ьϣÁȻͦίɶ

¯5Ο͖ъ̩�ЯыьȿϷ̀2�¬ƆMΟ͖ъ̩

�ЯыьŕɃō·Ĥ9Ȼͦ¯̫á˷ō·5ėĀ/

ŕɃ�¬͟5Ο͖ъ̩�ЯыьЋ¾͟йȇ5'B

5ɅΟъ̩ŊЯыь%�-î˗˚}ϣÁŏɜк}

ę˚к}ϣÁεˇ¯}ʯĊễ%5¥ͯΈ˚}Ь

ʄ}ˇÿ}Ƒƽ}ſɷŦ5·ͦɅΟ̫2+�-%

5	Űą
�I�6	ȵŅ
//C2	Ĩ͏
M

Αα!IC5.�*'��5̬˪2Ś,�-ь

1919ъŨʕ 8ыǂ2ȿϷ̀ɖϣſċƥ2ьϣÁȻ

}ͦŏɜк}ę˚кMïȥ!I̩Ŋή�Ο͖�Jь

�ɦŉŤ��¬Ɔ/1*'ъƌĠ 1963:246ы� 

� ͫɔȻͦ¯η6ь%5̬˪}ǓηMϣ -ьɏ

ʨɤǂ�G̩�ʒ�˭Ũȉ2ͭȊ¯ǹč5ť

ĐMϋ?�++ь̩�2ɏʨ©ɪ5őƏ·÷MŜ

ȝ!I'BȻͦçƐȵƇ5ŚɥɃЂMȯ̐�'�

̩�2т̫ȻͦM�Ǭ/!I÷ǋ˶ȵ͐5ʆǽ

MɏG�2�'�ú͟2+�-6	ǩǴ
/	ι

őg̵̓
Mйȇ!Iȍʝ/�-5őƏ�͚˶Ȼ
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ͦĤ9ώ�Ȼͦȡͯ5ɃЂ/	őƏͮƓgʼ˄


/�-5Ɗʂ˶ЗëϾΔ5ɃЂ�%J&J̐�

J'�Ǥ͟2+�-6ьá̘̤ŨſDĘ̙Ũſ5

Χĭьт̫űſɷт̫̙5Ο͖ь͚ċȻͦπőǍ

λȗ÷ǋ5̤̍ьΔſ÷ǋь̑¯Ȼͦ÷ǋ5ȾÒ

̫�ȭ�GJ'ъБϷ 1974b:899-900ы� 

3.22 ���)=�*;#��)�' 

� ĠçЌ�ȇ̤�'56 1918ъŨʕ 7ыǂ 9 ɞ

29 ɉ.ь1921ъŨʕ 10ыǂ 11 ɞ2Ġл˾�ə

ʞ�J'�/2FHьтʐçЌ2ǖ�͇�J'� 

� ĠçЌ.Ɗʂ˭�GĠ5ȅα2FHȿϷŨͪ

/�-ßЌ�'5��ʐǩ�϶.�*'ъБϷ

1974a:280ы13)�çċŨͪ26ь̩�ʒΐŒƘç

Ќ.Ġ�çċŨͪ5ɔ2çċʒƆ/�-ĠMă

�'ьçċƆÖ��H5Ǉʒ̨ʒ϶�ȓȳ�J'

ъхʶ 1981:297ы�ϡÃŨͪMƺɠ�-�1�G

Cь�ɥǾ1�GȿϷŨͪ2Ƣ¬�'�ʐ6ь	̽

 ȿ˾
G��ͫɔȻͦ¯η5ʦη�ЯMǰƊ2

ƊɅ�'/ΚLJIъƌĠ 1963:223ы� 

� �ʐ�˛2Ǿʓ˶2ĨH́N(56ьƆ̤т̫

ȻͦʑЋ5țǙ/ƊʂȻͦ5øɂ}ÛƊ.�*'�

̩�ʒ�˭ŨȉǤ5Ųɗʢ/ı̟˥ʂ5иό˶

1˳ƨ�ь%J2ΒĲ� ɧ5¼ͅMȻͦ÷ǋ2

ʤBь�5F�1̑¯ǹč�.őʡ5ĶſǬ�т

?Hь�̼ſɷ<5ϨſÓĶ�ϭ˔�'5.�I�

F*-ьт̫ȻͦʑЋ5țǙ2FIт̫˥ʂ ɧ

5ͦȇ//C2ьƊʂȻͦʑЋ2FI�ŜȐͨ͟

5йȇ�ǳċ/�J'ъБϷ 1974a:280ы� 

� ĠçЌ6ИʶώŨͪ/ŦċŨͪMЖ�àЌÖ

�ȷĥ¯¯Ŀ2F*-ĚBGJ'	̺ȷÞçЌ


(*'ъхʶ 1981:297ы�ȷĥ¯6�4-�G̡

ʃȷ̭Mȭ�ьȻͦ5ȵŅȾÒь˥ʂĤ9ϣŃρ

ɐ5ȡͯь�ϣϣÃʑЋ5ȾÒțÛьőА5ÛƊ

/��ŊŨȷ͉Mł�-�HьĠçЌ5C/.ɥ

ɻ˶2ȷ̭�ȫϨ�J'ъхʶ 1981:309ы�̡ʃ

ȷ̭5ȫϨ2FHĠçЌ5ɔ§Mϣ őƏμȷ

6ǳˊ2ͩǙ�ь˛2ȿϷ}çċ}ʶώ}ϡÃ5

ı̀.͂π5²9�΀��*'ъхʶ 1981:314ы� 

� �Ƀь̩ �ʒ�˭ŨȉMϣ -C'G�J'b

pWtZ~ʢϬ5�.ьɖϣϵȟMʤBIϬĊ�

ʡ·ϬĊ5ǴɻMƾ91�Gʯ˳Đ�-�'��

��ьĠл˾/ȷĥ¯6ɖϣϵȟ26ʸʃ˶(*

'�1$1Gɏʨɤɡ©ɪé�2L'HçċŨͪ

MċB-�'Ġ6ьʡ·ϬĊ5ɟćǴ/ǵK��

M˓̈�-�'�G.�Iъхʶ 1981:323-325ы�

Ĵɔ2ĠçЌ5ɔ§26ь̴рĊ̫Můʑ/�-

C'G�J'ʇ�1̑¯ńгь˚½сο}ĆÔ�

η5в˳}ŭʂńг}ϸƸ5µƀńг}	ǲǽ5

ǸĐ
}ˤʯ�ƃ̫2ƙí!Ȋ¯ȷ̭5ǭΑǴ

�ʒ̩2ǚ�Ĭ7JŶBIF�21*-�'�ȷ

ĥ¯6ǭ"�C̑¯ȷ̭2˔Ǭ.61�*'�ь

çċ̀M�Ǭ/!IƆÖ')5�ƞ2F*-ьˉ

ʒь̑¯ȷ̭�å·Đ�J-�*'�1919ъŨʕ

8ыǂьçċ̀ŕɃƥȹιή�̑¯ή/ȵ̜�Jь

͛ǂ26̑¯ƥ/1*'ъхʶ 1981:329ы� 

� �� �'7�&+� ��/=#(%@$��%>�
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� �ʐȿϷŨͪ6ьŔ¬ɡЊ5úĕMт̫Ȼͦʑ

Ћ5ȾÒ}țǙ2ĨH́@ьǤĕ6ƊʂȻͦ÷ǋ

5țÛ2ĄB'�1920ъŨʕ 9ыǂ26Ɗʂſɷ

¨�ȵʕ�JI̫ь�F% 20 ǂ;H2ƊʂȻͦ

Ћ¾5δʬ¨�øɂ�J'��J6ь˥ʂ5˳ƨ

2ĝǯ.�I ɧ5ͦȇ/ȻͦçƐ5ÛƊMɡ

�-ƊɅ�J'Ȭ͖.�*'�δ÷ǋ5ȵʕ/Ĵ

ɔ2ьƊʂδſɷ5ŠΟ�ΈLJь1917ъŨʕ 6ы

ǂЮ�GȽǂЊ.ſɷȽ6�F% 60щŠ/1H

ˤǥȽ6̸ 2Ç/1*'ъБϷ 1974a:282-283ы�

ŏ 16ь�5ɔɡ5ıſɷ5ˤǥȽ5ȫ̝M΋�

'C5.�I 14)� 

� 1920ъŨʕ 9ыǂ©В5ƊʂȻͦЋ¾δʬ¨5

øɂ2Ṳ̈*-ь1919ъŨʕ 8ыǂ 4ɞ26Ɗʂ

ſċƥ�é͖�JьΈȷ͔́�5·÷ȾÒ�ΈL

J-�'�Ɗʂδſɷ÷ǋȵʕ5çƐ/�-6ь

̩�2ьƊʂſɷ5̟е2ťɛMā�'�/.�

I�Ǧú5˩̟}�̟5õMǐʔ�ь�J?.5

ƴʂſɷьϓʂſɷьƊʂΎ͜ſɷ2ā�ьϓʂ

ſɷ�G˝̤�'ʣ˥ſɷ̫ьΛ 6 ̟е/�'�

ȵʕˌ5̩�6ьƊʂΎ͜ſɷMțÛ�ьĎĆЦ

ƠǂMȻͦ5Ş2Ωǖ!I�/.ь˥ʂ/Ȼͦ/

5Ϧ̈́Ћ¾MΖƒĐ!IF�ŏGJ'�/.�

*'�̩�2űż2ƙ!IƊʂȻͦδ÷ǋ5ȾÒь

Ĥ9Ɗʂſɷ/�̼δſɷ}%5¥�̫ſɷ/5

Ϧ̈́Ћ¾5̤̍��*'ъБϷ 1974a:346-348ы� 

� %5ǤьŨʕ�ɡ�Gɒľóǂ2��-ьƝǀ

ƟſɷMĖʂ�-�̼ſɷ<Ϩſ!I͟5Ƚ�

ǳϤ2Šā�-�*'�1924ъŨʕ 13ыǂ2 75щ

Mχ�'Ϩſ˟6ь1928ъɒľ 3ыǂǋ26̸ 85щ

ъ˫ż̸ 97щьűż̸ 73щы2�ɍ�'�Ϩſ

Ü5çΡ6ьƝǀƟſɷàĖʂ͟5�)ьт̫Ɵ

ſɷ2̸ 59щь�ſɷ2̸ 5щьт̫űſɷ2̸

6щьƊʂſɷ26̸ 3щьƊʂΎ͜ſɷ2̸ 8щь

%5¥ı̟ſɷ2̸ 4щ.�*'��̫ȻͦʝМ

5δſɷ5ɖĤ2±��5F�1ˤǥȽ5Šā

6ь%5Ȼͦʑͨ2CťĐMC'G�'�˛2Ƅ

ȇȻͦʑЋ/�-5Ǵɻ��ēï.�*'�ſ

ɷĤ9т̫Ɵſɷ2+�-CьƊʂ˶ЗëM�ƪ

ϾΔ!I�/.ьƊНˤʯъ͢ʂˤʯы<5ƞß

ʑͨMдˡ!IǭΑǴ�ǚ�Ȟȱ�JIF�2

1*-�*'��ͰȻ̙�Ǭ5ˬ�˶Ȼͦ2ÎH

�)(*'÷ǋMΒ˽�ьȻͦή̞D%5çƐM

ŕɃ5�ǹ2F*-͐ȇ!Iь�LEIȻͦ5

	ƊНĐ
�ȯł�J'�%5ǭΑǴ2+�-6

Ɉ2ͫɔȻͦ¯η5�.ˢǱ˶2̐�J-6�

'�ьƶ�ϛ*'ńг/�-å·˶2Ċ�ŶB'

56ьŨʕɤǂ�Gɒľóǂ2��-.�*'�

�JG2˛2˔Ǭ1ĨH́@M@#'56ьıȷ

Þ/μ˭.�*'ъБϷ 1974a:350-351ы� 

� ȷÞ/μ˭M�Ǭ/�-ł�GJ'�ſɷьт

̫Ɵſɷ2��IȻͦ5	ƊНĐ
5ȯΚ6ь̍

�2ΌȻͦ͟5ȻͦΑʤMϾΔ�%J2ǯ�I

ǜM/*-�'C55ь˥ʂȷ̭}̑¯ȷ̭˶1

Ǿŏ�ͧɗ2�*'�̩�2т̫ȻͦʑЋьƊʂ

ȻͦʑЋ5țÛ2F*-˥ʂ˭5Ȟƞ͟ƪ}�Ŝ

ƪ�ͦȇ�J-�'�ь%J2ΒĲ�(�5˥ʂ

5ɺǃMȴ�I ɧM̍Â!I�/ь̩�2ьŧ

ȽM�̼ſɷ<5ϨſY~\�Gϱ��I�/

2F*-ь̑¯ńгĐ�-�'ßſУ5ΘʦMŏ

I�/ь%�-̩�2ьàő˶2ˬ�5ſɷǓΟ

ΟÒMDBI�/2F*-ȻͦπM̰ˀ�ьŕɃ

μȷλȗ5ϏˀMŏI�/̫ьȆɾM�ʢ2Θʦ

!Ićɰ�ɡǢ�J-�'ъБϷ 1974a:353ы� 

3.32 .�#��)�'=�& 

� 1923ъŨʕ 12ыǂь̩ �ʒƫɥçЌ5ɔ2ь	ő

ʡ̵̓¹ͯfЋ\v΢ɜ
�ǛЪ5͋ð1Ȼͦ˻

ʊ/�-ȯ̐�J'�?'ь̑¯5Ϩƨ2±�ſ

÷ȵЫ5ǭΑǴCŨ�1ήг/1*-�'� 

� 	őʡ̵̓¹ͯfЋ\v΢ɜ
�˳#GJ'˽

Ǥ5 1923ъŨʕ 12ыǂ 11 ɞьɫ�ƻőŨſ.

6ǲǽ̢̋ō·.�Ȋ¯̙ſ̢̋¯�Ο͖�

JьĴ ЮɫđƻőŨſ.̑¯ńг̢̋¯�ь͛

ǂ5ɞ2�ϸƻőŨſ2̑¯̙ſ̢̋¯�Ο̤�

JI̫ьıŕ5Ũſьт̫ƛЇſɷьт̫ſɷ.

CĴʇ5ǲǽ̢̋ō·�ſɷǛƥ5áΧ1��

чΧ/��ǜ.Ψˤ�-�'�ǛóȿϷ̀Cȶ¬

5ŸčM̐�ьńг�΋ЪĐ�'Н2ϳƉíˢ!

I/��ʸʃ˶ȀǋMĨ*-�'�ь̑¯̙ſ̋

̢¯�ſç2Ś̏MŐBáː/ʯĊMŶB''

BьĨ͏H�ǳϤ2ǚĐ�J'ъБϷ 1974a:305ы� 

� ʒ5ʾʴçЌ.ȿϷŨͪ/1*'ʥɢĔ�6ь

	őʡ̵̓¹ͯfЋ\v΢ɜ
5Ȼͦ÷ǋ<5å

·ĐɃ̭̫M¦η!I'BьƢ¬Ɍ�ьçЌ˽Ʃ

5ȻͦγńʑЋ/�-ȿȷƗη¯5Ο̤˅Ò2

̄ȍ�ь1924ъŨʕ 13ыǂ2ȿȷƗη¯�˳ω

�'����ȷǹ5ˊť2FHʾʴçЌ6L"�

5|ɞ.ϞЕ�ьȄȷ¯}ȷĥ¯}ЫɂÌʄϷ5

ιȄ�ʰ2FIā΅тɏçЌъ1924ǂ 6ɞ 11ɉ

ё1926ǂ 1ɞ 30ɉы�ȇ̤�'�ā΅л˾6ь

ʥɢ/Ĵ οɆДηĿ5ƭ˧ͲǁMȿϷŨͪ2
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Û-'�ȿȷƗη¯5ŷĿ(*'ƭ˧6ь͚ċȻ

ͦǂГǒІ2+�-ʥɢ/Є�ƙ̤�-�'�ƭ

˧5ŚɥΧζ6ьſ÷ȵЫńг2+�-6ͫɔȻ

ͦ¯η.η��-�Hь%5̬˪5̱ŎMχ�I

÷ǋȵЫ6�Α/��C5.ьƭ˧2/*-ȿȷ

Ɨη¯6ͫɔȻͦ¯η5̬˪MǰƊ2ϋ?�'

ɅΈ̿ùʁΜʑЋ/��©�5ŽŔǾ͚Mȝ'

1�*'ъБϷ 1974a:284-286ы� 

� ƭ˧ȿȷ5Śί6	őʡ̵̓¹ͯfЋ\v΢

ɜ
2��	ɔǔ
Mǫǉ˶2Ȼͦ÷ǋ�GȦЖ

!I�/.�*'�å·̭6ь̩�2ɂȻͦ2ƙ

!IΓ÷ǚĐь̩�2ſŒ2��I	ƵÓǲǽ


5Ĩ͏H/	ώ�Ȼͦ
5ƞß.�*'��ͰЦ

Ơǂ2ƙ�-ьőƏ}̑¯<5ǾζMтBIȻͦ

MΈ��/6ƭ˧5ϾΔ�'/�K. 1924ъŨ

ʕ 13ыǂ2ƊʂΎ͜ſɷ2��IáʡȻͦ5ʠ

Ͼ�тBGJ'�ƭ˧6ʒ5̩�ʒ͸ʈçЌ

ъ1926ǂ 1ɞ 30ɉё1927ǂ 4ɞ 20ɉы2��

-CȿϷŨͪ/�-ˮ¬�J'�ƭ˧ȿȷ5�.

6ьſ÷ȵЫЋ¾.6˻ɂ��Ȭ͖�ε GJ1

�*'�ь	őʡ̵̓¹ͯ
2Ћ!Iδȷ̭6̵

Ā˶2ϪΈ�J'ъБϷ 1974a:286-288ы� 

� �5ɔɡь̩ 50ŋƻőη¯ъ1925ъŨʕ 14ы

ǂ 2ɞ 23ɉы·ηД.6ьȷĥ¯5Цɢ̵�η

Ŀ2FH	̑¯Ȼͦ2Ћ!IǓη
2+�-5ψ

ɋΫɏ�ΈLJ'�%5ψɋ6ȇ 5ȻͦMȡͯ

�ь	Ȼͦ5ʑ¯ŗ̫5ψǾMǫǉ!I�/�ǳ

ċ.�I/�:�/Mȯɾ
!IC5(*'ъƃ

Ϸ 1933b:156ы15)�͛ 2 ɞ 24 ɉ26ьȄȷ¯5

ʉĪ̗ПηĿFHь	̑¯ȻͦƥΟ͖2Ћ!IǓ

η
�ȯî�J'�%5Ǔηɾ5Αɋ6ьőʡ5

ȷʨ˶ǲǽ�˳ϯ�ьɖϣϵȟ5ƊˡMΒF�/

!I�.ь͚ċȻͦ5ǂГǒІ(�.1�ьſɷ

©Ŧ5ʡ·Ȼͦ2ĀMßJьőʡȻĐ5Ϩƨ/ʡ

·ǲǽ5Ņƞ/2àĀMƣ�!'Bь̑¯Ȼͦƥ

MɂΟ�ь�J?.çċ̀̑¯ƥ.Έ*-�Iь

Ȼͦ2Ћ!I¤�M�ðǖ�ĩ�-Έ�=�.

�Iь/��C5(*'ъƃϷ 1933b:160ы� 

� 2ɞ 23ɉĴД.6ь	ƊʂΎ͜Ȼͦȡͯ5Ǔη


2+�-Cηʦ�ŏGJ'�І˧ɽ΃ηĿ�G5

ψɋΫɏ5�.ʒ5F�2Ϝ=GJь�5Ǔη6

ĴД2-ĭʦ�J'ъƃϷ 1933b:154-156ы� 

 

ˡ�5͚ċȻͦM̀H�͟ьģт̫ƟſMĖʂ

ͮ�'͟�ьä×.6őʡ5Ɗˤʯ―%J2ΙJ-

¸̫Ǡ2̤'1�/�-�˃5ţ�в2͡�-Ʀ

Iȸ2ɓ(�.6Ȼͦ��Ƅà.�I/́Ï�

IO�Gь¸/�ʖȵŅM#471G3ţ�т�

H�̓ɰьʖǓηɾ�ˤ '5.�H?!�я�˯ѐ

ˡŔ5ʖŧȽ5�Ƅà1IȻͦMĩ�'×21+

-ƦIȌ5ȇǂMƄà2�D�ь̵̓Ȼͦ2Ʉ-

C͢ʂȻͦ2Ʉ-CƄà2ɓ�Ύ͜ȻͦM�-Έ

��/��526ь0��-CʖΎăM¡Ơ��

ŧ�!I/Ĵɔ2Ơ�/CŨʕ�ǂ5á̸M�M

ƊΈ!I/�:͞.1�J7ьä˻˶Mϯ!I�

/6îɪ1�/ǲ�5.�H?!� 

 

� 1926ъŨʕ 15ыǂьȿȷƗη¯2��-т̫

Ɵſɷ2��IȻͦçƐ5ȵŅ2+�-5̬˪

�ΈLJ'ъБϷ 1974a:354-355ы��+-5ͫ

ɔȻͦ¯η2��-6ьƠȽǾΒ/�-΁GJ'

��ĥ�ьʥɢĔ�G5ʆǽ��*'�%J6т

̫ƟſɷM	ƊʂΎ͜ſɷgʋ̱
ъ��ы1�

�	˥ʂ˭fɄXv�ŢƆ}ǀÒãc�RUųV

õʝfбȽzΑ\v͟zйȇ\vſɷ
ъʥɢы

/�-Ǵɻ,�IC5.�*'�Ũʕɤ2ͭ*-

�5ψɋMϋΏ!Iǜ.ь�ſɷ̫5ȾÒ}țÛ

2±*-͚ċȻͦÄ�͟5 60щMħƐ!I2ͭ

*'т̫ƟſɷMь͢ʂˤʯMúȯ/�'Ũ·Ȼ

ͦʑЋ/�-ȾÒ!IǭΑ�ˤ '5.�I� 

� /�K.ь1925ъŨʕ 14ыǂ 5ɞ 1ɉьçЌ

2Έȷίɶ¯MΟ͖!I�/�ЌηʦƇ�J'�

�5Έȷίɶ¯2��-ь̀M?'�*-ŧƬ2

ï�J-�Iƥή5ȾˢMΈ��//�J'ъç

ЌƆȋ͐ 1955:467ы�Έȷίɶ¯2��I	ʌГ

β�
5͂͑2+�-6ʐĪъ1960ы2F*-ɏ

G�2�J-�I�Έȷίɶ¯.6ь	ıǅ�ċ

̶̫gȾˢfЋ\v«
2Ś,�çċ̀/ȿϷ̀

5Њ.Έȷʌ5̝̯�ńг/1*'�Я�5Я˻

�*'�%5 5Я˻/6ь(1)	ȻĐō·}Цǂō}

íű¯fЋ\v�Я
ь(2)	·ͦъϬÇ̇Ȑzď

ĸ\ыfЋ\v�Я
ь(3)	ǿĐȻͦfЋ\v�

Я
ь(4)	ĎÍξ΂}ŕɃȵͲfЋ\v�Я
ь(5)

	ĮϊĵČũːΞǱ˚fЋ\v�Я
.�*'�

%�-ɝ̀˶26 1927ъɒľ 2ыǂ 1ɞ2ʦƇɾ

�¹ȇ�Jь�Ξ�Я5�)ь(1)/(2)2Ћ!I

Έȷʌ�ȿϷ̀5�ǙϣHƄà2çċΈȷ�G

ȿϷΈȷ2̝̯�J-̑¯ȻͦΈȷ5Ȍ̯/1

*'�(3)�G(5)5 3 Я˻6ьǦɪ0�HçċΈ

ȷ2ˮ?*'�ь(5)2Ћ�-6͛ 1928ǂ2ȵB

-ȿϷ̀2̝̯�J'ъʐĪ 1960:35-36ы� 

� �5F�1Ȓь	ǲǽŅƞ
ȷ̭6 1928ъɒľ
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3ыǂǤĕ�Ġ͇�Ɍ2ƨЈ�J'�ȷǊ6ǲ

ǽŅƞπMȿϷ̀5ν¬ȴî/!I�/M͋ǳ

2ʦB'��5͂π2FHȿϷ̀2ſˤή�ɂΟ

�Jьſˤˤǥ5ǲǽĤ9ǲǽ˶ϬĊ2ƙ!IȞ

ƞ˹̅·÷5ǚĐ�ŏGJ'ъБϷ 1974b:309ы�

1929ъɒľ 4ыǂьſˤή6�ǂɣ˃.ſˤϷ2

ɍɻ�'�ſˤϷ5Ο͖/Ĵɔ2ɖϣſċƥ5̑

¯Ȼͦή�ƥ2ɍɻ�ьЦǂȻͦήьȇ Ȼͦήь

Ǐċή5�ή�͖�J'��5F�2�-ьǲǽ

ƙ̭/ȻĐĊĿϪΈ5'B5�Ŭ2��IƹЕ

�̉ɡЊ2Ⱦ�GJ-�*'ъБϷ 1974b:916ы� 

� 1929ъɒľ 4ыǂ 7ɞ 2ɉ2ȇ̤�'ʳĪçЌ

6ь͓͋μȷ5̤̍/őʡ5	ǲǽǸĐ
ÓĶ2

ƙ!Iȓɥƙ̭5ʎ̤52+M͋ǳ2ĨH́A=

�ήг/�-Ȕ�-�'��JG2ƙí!IɃʬ

/�-ьȷǊ6?"̑¯�ͰMǆ�ďȜ�'àő

˶1	ȻĐ
ϬĊM˟Ü�-ƨЈ!I�/.ьő

ʡ5Њ2âϣ5̵̓Ś˺Mǜȇ�ьУƥMðHȓ

�F�/­ŏ�'��.CьĴǂ 6ɞ 29ɉ2ƥ

2ɍɻ}țÛ�J'7�H5̑¯Ȼͦƥ�%5Ϭ

ĊȫϨ5�ɹ2³͖,�GJ'5.�I� 

42 >;?;(	 

4.12 �)=3�0�4;56�� 
� ϙ§̑¯Ȼͦȷ̭6ь̑¯�͚ǲǽ5ǆ?HM

ĜǼ�'ÂƂʰƆÖ/οɆДηĿM�Ǭ/�-

ȫϨ�JьőƏμȷ5ϩϛ2FI͓͋5ǭΑ2±

�δńг5ΘʦC­ŏ�J1�Gьɏʨɤɡ�G

ɒľóɡ2��-ˉʒьΈȷʑʆ/�-țÛ}Ⱦ

Ò�J'��Ƀьϙ§Đ//C2ǳϤ1˥ʂ5˳

ϯMΒF�/�-�'ɉɥ.6ьт̫ȻͦMĩ�

'ɟͨ1͂Ň͟/�ŜȐΉ͟MʤBI(�.1

�ь˥ʂM�ȴ�!IŨЀ5ĆÔ͟MǭΑ/�-

�'�Ũʕɡ�Gɒľóɡ2��-ь͚ċȻͦ(

�.1��G2�̼ſɷ<5ϨſMƺɠ!I͟

�Šā!I�.ьȻͦ5	ƊНĐ
/Ϩſ˔5	ì

Ğ
�ȷ̭˶2ŏGJI�//1*'���2ͭ

*-ьƊʂΎ͜ſɷMǲǽŅƞ5'B5ȻĐʑЋ

/�'�ÂƂʰ/ь˥ʂ5ǉϔMȴ�IĆÔ͟M

йȇ�'�μ˭}˥ʂ˭5Αɠ�ь/C2̑¯Ȼ

ͦȷ̭5ț�HMȫϨ!IĀ/1*'� 

� ɏʨɤɡ�Gɒľóɡ2��-ьƟɬĠͺŪ϶ь

ƭ˧Ͳǁьǁ˧ɫăь�ɢņǩ϶GM�Ǭ/�'

ƆÖîύ5οɆДηĿ2F*-ьǲǽŅƞ}őʡ

̵̓¹ͯ5'B5̑¯Ȼͦȷ̭�ǜȇ�JțÛ

�J-�*'�̑¯5̛ǈƃƇ5'B2Ȼͦ5ʯ

˦�ʋ̾�J'̓ɰ/Κ�I�%5�Ƀ.ь̡ʃ

μȷMΈ*'ĠçЌ2��-ь�ʐǩ�϶ȿϷŨ

ͪ5�.т̫Ȼͦ/ƊʂȻͦ�÷ǋ˶2ȾÒ�

J'�/6ь�̫Ȼͦδſɷ<5Ϩſ͟ȽMŠā

�#ь̓ɰ/�-�̫Ȼͦδſɷ2��IȻͦç

ƐMτ˶2ťĐ�#I�//1*'�%J�Ȼͦ

5	ƊНĐ
.�Hь͢ʂΝ͒/��ÑЪ2��

-̑¯/Ȼͦ5ȪˌM˦Ǿ!I̓ɰ2ͭ*'/

͞�GJIъŏ 2Ģˑы� 

4.22 �"%:�@A8!,;F��=-1 

� ɥ̢̋5ȇɰ/ήг6©�5ϣH.�I�̩�

2ь1$̑¯Ȼͦ6ȿϷΈȷ/çċΈȷ/5ƒ1

Ћ¾5�.ǜȇ�J'5�ь/��˲ń2 1+5

Θ̬Mȯ¼�'�/.�I�Ǜɔ5ȷʨƏ}ƆÖ

5Ћ¾Ǵ5�.̑¯Ȼͦȷ̭5ȇ̤ϭ̞MΒI

�/2F*-ьçċŨͪъǁ˧ɫăь�ɢņǩ϶

̫ы/ȿϷŨͪъƟɬĠͺŪ϶ьƭ˧Ͳǁы5Ζ

� �� .��5�3��2:0�
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ƒ1Ћ¾Ǵ5�2ϙ§̑¯Ȼͦ�ʆǽ�Jˤȇ

�J'�/�ï�I����Έȷ͔́5ȾÒțÛ

2±*-ь%5ΈȷʌГ6ɏ̍2͎ǖ��JI�

//1I�1925ъŨʕ 14ыǂ5Έȷίɶ¯�%

5ůʑ.�*'� 

̩�2ьǛɔCʦ�-�ɯƮ.61�*'�Ŭ

ȷǊ5ȷʨƏDƆÖ5ʌĀʆϥ5��G05F

�2	̑¯Ȼͦ
�ȇ̤�'5�ь2+�-5�

ÑЪMɏG�2�'�/.�I�˛2ьƭ˧Ͳǁ

5ǚ�ǟЭ�.Ο͖�JьƟɬĠͺŪ϶ьǁ˧ɫ

ăь�ɢņǩ϶ь��ĥ�GCŷĿ̫/�-Ģ�

�'ͫɔȻͦ¯η5ŽŔ�ьƭ˧�ȿϷŨͪMϞ

�-©ВCƭ˧G5ǟЭĀMȿϷΈȷç2ʜ!

΍͖/�-ʑͨ�'/͞�GJI��5ͫɔȻͦ

¯η2¦��J'ʌŹ�ьȿϷΈȷ2ƙ�-	̽

 
.�*'ĠçЌ�5�ʐȿϷŨͪM�-%5

̬˪çƐMǰƊ2ƊΈ#�BьǲǽŅƞ5'B5

̑¯ȻͦъϣÁȻͦыΈȷ͔́�ȾÒ�JIΑŌ

21*'/͞�GJI� 

̩�2ьǲǽŅƞM˻˶/�'őʡȻͦ/��

ÂƂʰƆÖ5Αʤ/ь͂ʿ˭M�Ǭ/�'jv[

sP[~5ȻͦΑʤ.�IƊʂȻͦ5țÛ/�

�ь�Β!I/˰1IǴτ5ȷ̭˶Ǿŏ�1$

	̑¯Ȼͦ
5ĵ2��-Р̸˶2Έȷ͔́Đ�

'5�/��ń�2Ћ!I1+5ªΫM̐�'�

/.�I�ÂƂʰƆÖ/jv[sP[~�̑¯ȷ

̭Dſ÷ȵЫ2Ћ�-Ȕ�ΒΘ6ǭ"�C�ͮ

MΒ1��%5��ͮ6ьт̫Ȼͦ÷ǋȵЫ2�

�-д΀2΋J-�'����̑¯Ȼͦȷ̭2Ћ

�-ь%J&Jó˳5ǲǺM˰2�1�GCьő

ʡ̵̓¹ͯ/ƊʂȻͦ5�ÑЪ�G̑¯Ȼͦȷ

̭5ȇ̤/țÛM¿�'�%�.6ь�ΒǴτ5

˰1IǲǽŅƞ/ƊʂȻͦȡͯ/��2+5˻˶

�ьȻͦ5	ƊНĐ
/��ˢǱ5�2Ƀ̭MĴ

�Đ�ǧ'/ˢΘ.�I� 

� ʜ�J'̢̋ήг/�-ь¡ŋ6ϣĮ˶2ʅΗ

�'%J&J5ȷʨ˶PW_~5ΈĊM�G2

ΥG�2!I=�σɀħР2ĄBI�/.�I�

%5�.ьÆõ5ȷʨ˶PW_~5ΈĊ/%5ͧ

Ǥ2�Iŧʇ1ȷʨ͂ʿΑŌ/5Ћ¾MɏG�

2�ь%5��Gϙ§̑¯Ȼͦȷ̭5ȇ̤}ťƐ

MΓƇ�'ΑŌMɏG�2�-���/.ьϙ§

̑¯Ȼͦȷ̭/ˡ§̑¯Ȼͦȷ̭/5˰ĴMɏ

G�2!I�/�ĭͨ21I/͞�GJI� 

�

)�

1ы�ɦ�ó§5ήІ2Ƣ¬!I� 

2ы̩Ŋή�̑¯Ȼͦή2ȵ̜�JIĕǂú2�

ɦ6ɬʥтɷ5ɷІ2˰Ċ/1HьǤ¬2ƟƤ

̱ʨ�ήІ/1*'� 

3ыÜΈ̢̋5Ⱦˢ6ьŵưъ1995ыьɬ ъ˧2004ыь

ϕъ1995ыьƫɥъ2003ы̫ MĢˑ�-Έ*'� 

4ыçċ̀5ȷ̭2+�-Ĵʇ5̢̋ŸčMȨI

C5/�-ьʀɬъ1996ы5̢̋��I� 

5ыЋϦ�-ь̨ ʛȻͦ5ȷ̭̤ɾϭ̞2+�-ь

Ћ¾ō·�ȷ̭ϭ̞2Ĥ>�'ǟЭĀMɏG�

2�'ǁ˧ъ1989ы5̢̋��I� 

6ыƃϷъ1932a:397ыMĢˑ�'� 

7ыƃϷъ1932b:351-352ыMĢˑ�'� 

8ыƃϷъ1933a:406ыMĢˑ�'� 

9ы1905ъɏʨ 38ыǂ26ьçċƆÖ.ǛɔŕɃ

ƥǊ̂ήІ(*'��ĥ�M�Ǭ/�-	�Ŭ

ŝǩ¯
�͔́�JI̫ь̡ʃ˶2çċ̀�ƞ

5ŕɃȵͲϬĊ�ƨЈ�J-�'� 

10ыǁ˧ɫă6	�6ƟɬĠķ/6ɏʨ 16ǂ©

ɪä5΄ġ2ͭIϗßу5Њɴ.Ɗ2І�Њ5

Ζĥ.�*'
/Ϝ=-�IъƟɬĠͺŪ϶ķ

°Ξ͕͐ƊΈŷĿ¯͐ 1924:146ы�ƟɬĠ/ǁ

˧6 1906ъɏʨ 39ыǂ©ɪь˥ʂ́Ĳ�ŬϷ

5ü¯б/¯б5Њɴ.C�*'� 

11ыƟɬĠȿϷŨͪ5̑¯ȻͦΗ/ϣÁȻͦίɶ

ŷĿ¯5çƐ2+�-6ьÅçъ1961ы�·̶

˶1̢̋ȇɰMʜ�-�I� 

12ыɂ͡˭26ь�5F�1 ϵ�ȷǊ5ϣÁȻ

ͦɃ̭2ƙ!I�̟5͍Ī¨MǾŏ!IC5.

�I/��ΒɃ/ь[q~eu]o5ȝ+̑¯

Ȼͦ˶ʑͨ/��Ηˌ�G̡ʃ˶1ǾĻMΒF

�/!IΒɃ��*'/Ȟȱ�J-�IъÅç

1961:82ы� 

13ы�ʐ6ǭ"�CȿϷŨͪ2Ƣ��/MɠN.

�'L�.61�*'�ǛóьĠ/�-6ȿϷ

Ũͪ/�-Ù˧ͤM�Ƈ�-�'�ьçċŨͪ

Mͬ¬�-�'Ù˧��˃5ͳM΋!/ьĠ6

ɁŐ'IȀǋ.Ù˧MÉΎ�GŦ�ьϡÃŨͪ

M�Ƈ�-�'�ʐMȿϷŨͪ2ŋ�'ъхʶ

1981:297ы� 

14ыȿϷ̀ъ1957ыFH̪͟¹ȇ� 

15ыψɋΫɏ5ɝǤ2ь	¡ɉ5̑¯Ȼͦ6ȿϷ

̀2Ʉ-ɖϣſċƥ5�ή/�-ь͠C¡ɉ6

ƛ¬5ή�<1�æ¬5ήІ.©*-D+-Ʀ

IF�1˜Ȁ
.ь�G2	�̯5̶͆�G�

8?�-CьȿϷŨͪьçċŨͪ5âĴ�̯5

D�1˜ʪ2Цǂōьíű¯ьĤƠǂō5̑¯

Ȼͦ5�Я�âĴȌ̯5D�21*-ƦI5.
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�Iьˣ(äƥ2ǛI CϲHǸ�G�/ǲ:

5.�H?!
/Ϝ=-�Hь	̑¯Ȼͦƥ/�

:D�1C5M�ǋçċ̀2Ʉ�I¡ɉ5̑¯

ƥ5D�1˝̤�'ÌŦƥ/ͮ�?�-
Ο

͖!I�/MΑɠ�-�'ъƃϷ 1933b:159ы� 

�

�,
�4!*�
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    The purpose of this paper is as follows. One section is designated to organize the preceding studies on 

modern social education policies in a comprehensive manner. The other section is to rewrite the dynamics 

from among some political actors and the factors of how modern social education policies came into 

existence. In previous studies, the tendency was to regard the formation of modern social education 

policies and the administrative amplification as given results. Therefore, adequate clarification was not 

made of the factor that modern social education was realized in the Taisho and the early Showa eras. In this 

paper, we regard the Ministries and Ministers of Education of the time as some of the key actors, and have 

tried to describe the factors and reorganize the framework for studies on social education policies. 
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Intergenerational Learning through the Life Stories Interviewing 

Eriko Nakagawa 
† 

†
 Part-time Lecturer at Chiba City Aoba Nurses’ College 

    I suppose that young people who are going out into the world from school still learn how to design their lives 

from the life stories of older people. Today, we need some approaches to promote such intergenerational 

communications because it is getting harder for young people to communicate with older people in families or in 

communities. In this paper I introduce “life stories’ interviewing” as a tool to promote intergenerational 

communications. While “life stories’ interviewing” has recently been taken notice of as one of the approaches for 

qualitative research, in this paper I discuss intergenerational learning through such interviewing by concentrating 

my attention on their creativity.  Through studying cases of “life stories’ interviewing” regarding older people as 

practiced in U.S. and Japanese college courses, I explain how to promote communications between young and old 

and what intergenerational learning undergraduate students have gained through “life stories’ interviewing.”  

Keyword: Learning through Life Stories, Life Story Interviewing, Intergenerational Learning 
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親密性としての“性‐愛”論の構図 
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 本稿の目的は近代家族と親密圏・親密性についてのこれまでのアプローチを，近代感情現象のシンボルで

ある“愛”の側面から整理することにある。親密圏に関する理論研究において，親密圏は近代家族と同一視

されてきた。そして，近代家族間での親密性の靱帯となったのは，異性間の“性”的な関係を含意した“愛

情（＝恋愛）”であった。近代家族研究，ジェンダー研究などの歴史社会学研究においても，“愛”の存在は

自明視され，それに対して政治的視点から評価し，変革しようという研究が蓄積されてきた。“愛”は，ま

さに家族社会学者やフェミニズムからの糾弾を受ける原因となってきたものの，それ自体が家族ひいては親

密圏という存在の否定につながるものではない。“愛”は，“家族関係の維持”という点でもある種の安定性

を持っていたと同時に，“性”という衝動的な感情を含みこむことから生じる不安定性・衝動性と共存する

役割を果たしてきた。本稿では，このような“性”と“愛”の関係から，親密圏を親密たらしめる持続性の

構造的内実の一端を明らかにすることで，その否定・肯定のどちらかに終始するのではない親密性概念を抽

出する為のアプローチを見出そうとする。 

キーワード： 親密性，愛，近代家族 
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1 研究の背景と目的 
 本論文の目的は，“親密圏”あるいは“親密性”

概念についてのこれまでの研究と課題を整理し，

今後，どのようなアプローチによって親密性のい

かなる側面が抽出される必要があるかを明確にす

ることにある。 

近年，家族の多様化，個人化が問題視され，人

と人との結びつきの必要性が至る所で提起されて

いる。この他者との結びつき，共生の必要性は，

近年の教育の動向にも顕著である。例えば，2006
年に新しく公布・施行された教育基本法では愛国

心や道徳性の育成が教育の目的に盛り込まれてい

るし，“ノーマライゼーション”概念が教育界に取

り込まれ，障害者と健常者の障壁を取り払おうと

する試みにも明らかである。しかし，個人化，多

様化に対処し，共生の理想的あり方を見出してい

くには，このような家族の変容がなぜ起こってき

たのかを問い直す必要がある。 
端的に言えば，この家族の変容の原因は，家族

の神話化にあった。従来の“家族”が担わされて

きたイメージは，“持続する愛をメディアとする平

和な空間”であった。平和，安全を担う家族像は，

実際，それがあくまでも歴史的に創られたイメー

ジであるにも関わらず，家族のあるべき姿として

普遍化され，動かし得ないものとして個人の生き

方を縛るようになったのである1。 
これまで，家族の個人化すなわち親密性の希薄

化が問題視される一方，具体的に親密性のどのよ

うな部分に問題があるのかが明確にされず，結局，

親密性そのものが短絡的に批判の対象とされてし
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まう傾向があった。また，親密圏は個々人のプラ

イベートな領域を含む為に不可侵とされる部分が

多く，親密圏の当為性が疑われることも無かった。

その為，親密圏・親密性は，論者によって肯定，

否定のどちらかの評価が下され，それ自体が自明

のものとして他の研究対象の価値尺度にされてき

た感がある。 
そこで本稿では，概念としての親密性と実際に

家族成員間を親密にさせる諸要素との相互関係に

注目し，親密性の内的構造の一端を明らかにして

いく。その際，鍵概念とするのは，“性”と“愛”

という行為的・感情的シンボルである。これを基

に考察を進める理由は，これらのシンボルによっ

て，何故あるいはどのように親密性の当為性が担

保されてきたのかを，最も端的に象徴できると考

えるからである。また，このような考察を教育学

研究の俎上から位置づけるとするならば，近代教

育学が前提としてきた教育的価値の再考をマクロ

な視点から促すものと言えよう。例えば，ルソー

やコンドルセに代表される近代教育思想は，近代

家族に象徴される親密性のイデオローグである2

ことからも，家族の変容と教育的意義との関連を

問い直す為の示唆が得られるのではないかと考え

る。 
このような問題関心から，本稿では，社会史，

家族史，女性史の 3 つのアプローチを取り上げ，

それぞれを“性‐愛”という軸から検討していく。

2 では，長らく親密圏＝近代家族として捉えられ

てきた概念の展開を概観し，親密圏内で形成され

る関係性が“性”と“愛”が相互補完的になるこ

とで家族形態と結びついていたことを論じる。次

に 3 では，家族の内部から親密性の精神的側面―

“愛情”―が“性”という反社会的な行為に対し

て，宗教的な精神性の拠り所として機能してきた

ことを検討する。さらに 4 では，親密性の“性”

的側面を注視することで親密性がイメージと反し

て，非対称な権力による抑圧構造であったことを

検討する。そこでは“愛”の精神性そのものが権

力という政治的視点によって糾弾される。そして

最後に 5 では，2 から 4 までの展開において，親

密性の内実そのものが明らかにされてこなかった

事を課題として取り上げ，今後，どのような切り

口から親密性の検討が望まれるかという課題を提

示する。 

 

2 社会史的アプローチ 
2.1 親密圏＝近代家族 
“親密”な関係（親密性），あるいはそのような

関係性に媒介される空間としての“親密圏”概念

は，多くの場合，近代家族と同一視されてきた。

例えば，ハーバーマスは，“自由意思による両性の

結合，愛の共同性による関係の持続，権威から離

れた教養形成を柱とする小家族”を“市民家族”

と呼び，親密圏とほぼ重なるものとして位置づけ

ているし3，セネットは，人間という動物は自身が

社会的存在である為の手段として，“コスモポリタ

ン的に”あるいは“パブリックに”振る舞おうと

する“礼儀の欲求”と，“自分の自然の姿を実現”

したいという“自然の欲求”を満たそうとしてき

たとし，この“自然の欲求”すなわち“親密性”

の縮図を“家族”に見出した4。 
このように，近代家族を中心とした親密性・親

密圏論の展開は，①血縁関係・婚姻関係・地縁関

係を中心とした“共同体的関係”，②市場と国家の

発展により発達する，よく知らない他者との匿名

的関係である“システム上の関係”，そして，③共

同体的関係とは異なり，自発的な選択に基づいた

関係である“自発的親密性”の 3 つの段階によっ

て捉えることが出来る5。そして，このような段階

によって捉えられる親密圏・親密性に対して，社

会学では“疎外論”，“私化批判論”という 2 つの

立場がとられてきた6。“疎外論”は，社会関係の

変化を①の“共同体的関係”から②の“システム

上の関係”への変化という枠組みで捉えるもので

あり，①“共同体的関係”と③“自発的親密性”

を区別せずにそれらを“パーソナルな関係とイン

パーソナルな関係”の二分法的な図式で捉えてい

るものである。そして，親密圏における共同体的

な“人間らしい”関係が，社会の合理化あるいは

システム化により侵食され，“非人間的な／意味を

剥奪された”関係が支配的になってきたとして，

親密性を肯定的に捉えている。このような立場を

取る論者としては，消費社会の進展によってファ

ーストフード・レストランのような合理化された

システムが，パーソナルな関係を崩すことを危惧

する“社会のマクドナルド化”批判が挙げられる7。 
一方で，“私化批判論”においては，疎外論的立

場とは異なり前述のような二分法的な図式に立脚

して居ない。私化された世界に対置されるのは，

多くの場合“公共性”である。例えばセネットは，
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“親密さのイデオロギー”とは“あらゆる種類の

社会関係は，それが個々の人間の内的な心理的関

心に近づけば近づくほど真実で，信頼でき，真正

なものである”とする“ナルシシズム”的な価値

理念と定義し，このようなイデオロギーが重視さ

れることで“非個人性，疎外，冷ややかさ”を備

えた公的世界での経験の全てが有害視されること

を問題視している8。このように，“私化批判論”

は，現代人が公的な世界から撤退し，親密性の殻

に閉じこもってしまうとして，親密性の価値に対

して批判的な見解を示す。 
また，アーレントのように“近代が親密さを発

見したのは，外部の世界全体から主観的な個人の

内部へ逃亡するためだったように見える9”と指摘

し，経済原則に侵された“社会”領域によって公

的領域が侵食され画一化されようとするその圧力

から逃れる為に親密性が生成したとして，“疎外

論”“私化批判論”のいずれにも分類されるような

論も展開されている。 
本節で概観してきたように，社会史的アプロー

チにおいては，親密性は近代家族と等値され，“公

共性”あるいは“市場”の対抗概念・評価軸とし

て位置づけられてきた。その為，このアプローチ

では親密性が主たる研究の対象とされることや，

親密性独自の意義や内部構造が明らかにされるこ

とはほとんど無かったと言えよう。 

2.2 “性‐愛”としての“親密性” 

このように“公共性”あるいは“市場”の対概

念としての“親密圏”は，前者を支える役割とし

ての後者という関係で捉えられる。本節では，前

節で述べた“疎外論”に軸足を置きつつも，親密

圏の内部から“親密性”を詳述している A．ギデ

ンズの論考を基に，親密圏＝近代家族の成員間が

いかなる要素によって結びつけられてきたかを整

理する。 
ギデンズは，近代社会における親密性の特性を

“脱埋め込み”と“再帰性”という概念を軸に論

じている。“脱埋め込み”は，近代以前の伝統的社

会において共同体的親密性が保持されていたのに

対し，近代以後，その共同的な社会関係がローカ

ルな脈絡から切り離されることを意味しており10，

“再帰性”とは“社会生活を記述するために導入

された用語が社会生活のなかに入り込むと，社会

生活そのものを変容していく11”作用を指す。前

近代の伝統的社会では過去が尊敬の対象とされ，

伝統を通して行為の“再帰的モニタリング”がな

され，それが共同体の自空間と結びつくことによ

り連帯関係が維持されてきた12。しかし近代以降，

それまでの諸価値が，ただ伝承されてきたもので

あるという理由だけでは伝統を正当化することは

出来ず，伝統それ自体によってはその信憑性を検

証できない知識に照らしてのみ，正当化が可能と

なる。近代化の進展によって，共同体的親密性は

“脱埋め込み”され，個人によって“自発的に再

埋め込み”される情緒的・感情的靱帯による親密

性へと変容してきたのである。 
このように，ギデンズは近代化に伴う親密性の

特徴を捉えた上で，その親密性の端的な例として，

“ロマンティック・ラブ”という“心的態度”を

挙げる13。一般的に“ロマンティック・ラブ”は

“愛‐性‐結婚”の三位一体を象徴するものとし

て大きく措定されるが，ギデンズは“ロマンティ

ック・ラブ”を“相手との間に永続性のある感情

的きずなを，その感情的きずなそのものが本来も

つ特質を基盤に確立できる14”という想定の上に

成り立っており，その心的態度の内部は“情熱恋

愛”と“再帰的自己自覚的達成課題”の複合的・

補完的構造であると定義づけている。“情熱恋愛”

とは，“愛情と性的愛着とがひとつに結びつい15”

たものであるが，しかしそれは“その熱狂さの点

で宗教的なものにもなりうるような”性質を持っ

ている為に反社会的な危険性を伴っている16。こ

の“情熱恋愛”の反社会的側面は，“未来に向けて

筋のとおった叙述をおこなうために，（中略）過去

の感情的再構成を必然的に伴うこと”，すなわち

“一人ひとりの生に物語性という観念17”を付与

していく“再帰的自己自覚的課題”によって持続

的・安定的なものへと変化させられるのである。

このように，“ロマンティック・ラブ”とは，“性

的愛情”の不安的性・危険性が，結婚や家庭とい

った“崇高な愛情”の再帰性と相補的関係になる

ことによって，持続的な親密性としての役割を果

たしてきたのである。 
しかし，ギデンズは“ロマンティック・ラブ”

は，親密な関係性が備えるべき“本質的な条件”

とは矛盾するものであることを以下のように指摘

する。 
 

“家父長制家族（筆者注：近代家族と同意味）は，

もちろん，男性による経済的支配を反映していま

した。しかし，家父長制家族の感情面での不平等
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も同じように重要であると，私は思います。家父

長制家族は，男性のセクシュアリティに中心的役

割を配分し，貞潔な女性だけをさまざまな範疇の

堕落した女性たち―売春婦や情婦，遊女―から区

別してきたのです。このような分裂した見方は，

対等なコミュニケーションをとおして形成される

関係性と，明らかに両立できません。“親密性”は

対等なコミュニケーションが達成されている場合，

関係性における平等を言外に意味しており，この

（今日，具体的には愛情関係を指すために用いら

れる）関係性という言葉もまた，この親密性と同

じ種類の一連の観念や行為の中で使われる表現と

して，比較的新しく出現したのです18。” 
  
ここで強調されているのは，婚姻関係及び家族

関係には，親密性が前提としている平等性が担保

されておらず，愛という言葉で表現される男女の

関係性はそのような不平等さを含みつつ，その関

係性こそが親密なものであるというイメージを担

ってきた，ということである。そして，このよう

な矛盾が“ロマンティック・ラブ”による連結で

はなく，現代人に“純粋な関係性”を求めるよう

に仕向けるようになったと述べる。“純粋な関係

性”とは，“社会関係を結ぶというそれだけの目的

のために，つまり，互いに相手との結びつきを続

けたいと思う十分な満足感を互いの関係が生み出

しているとみなす限りにおいて関係を続けていく，

そうした状況19”であり，関係の希薄化や破綻と

も捉えられるような関係を含む親密性の多様化現

象を指す。 
 

“かつて愛情は，ほとんどの性的に“正常な”人

びとにとって，婚姻を介してセクシュアリティと

結びついていた。しかし，今日，愛情とセクシュ

アリティは，純粋な関係性を介して一層強く結び

ついている20。” 
 
ギデンズはこのような性を，“自由に塑型できる

セクシュアリティ”，“分散化したセクシュアリテ

ィ，つまり生殖という必要性から解放されたセク

シュアリティ”として捉え21，かつて“ロマンテ

ィック・ラブ”や家族の情緒的靱帯であった“性

‐愛”とは異なる親密性の在り方として提起して

いる。 
 しかしこれまで見てきたように，ここで概念化

されている“愛”がどのような行為に付随する感

情現象であるのか，あるいはその感情は必然的な

ものであるのか，“愛”は具体的な行為としては表

層化されないのか，といった事については明示さ

れていない。ギデンズは，“ロマンティック・ラブ”

及びその変容形態としての“純粋な関係性”の両

者ともに対し，その内部構造を“性”と“愛”と

して措定していたことからも，親密性そのものを

当為のものとして認識していたのである。 
ギデンズは，親密性の内部において衝動的な性

と再帰性としての愛が結びつくことで，家族，結

婚という親密圏が維持されてきたことを明らかに

し，それが親密性という本来の性質から鑑みた時

に必要な要素を欠いていたために，現代が“純粋

な関係性”を求める刹那的・一時的な関係を築く

傾向にあることを指摘した。しかし，ギデンズは

性を実態として，愛を再帰性の感情的側面として

短絡的に捉えている傾向があり，親密性が本来持

っているべき性質の中に，持続性の部分が捨象さ

れている点は否めない。 

3 家族社会学的アプローチ 
3.1 近代家族史と親密性評価 
前述のように，公‐私という対比下での親密圏

の増幅，あるいは親密圏のシステム化が問題視さ

れるのに対して，フィリップ・アリエスを嚆矢と

する近代家族研究では，個人が家族という単位に

属することで理想化・規範化されていく点が問題

にされている。アリエスは，中世ヨーロッパ社会

では“子ども期”という概念がなく，子どもは“小

さな大人”として扱われていたこと，しかし近代

化の道程とともに子どもへの情緒的な意識が形成

され，無垢な対象として教育やしつけの必要性が

説かれていく過程を紐解いている22。そして子ど

もへの視線や関心が増大することによって，その

関心を中心としたひとつの諸関係のまとまりとし

て家族という関係に当為性が与えられたとして，

近代において“勝利を収めたのは個人主義なので

はなくて家族なのである”と述べる23。 
情緒性意識の喚起によって子どもを中心とした

家族単位が普遍化されていくというアリエスの研

究に続き，“男女関係”，“母子関係”，“家族と周囲

の共同体との間の境界線”の 3 つの側面から考察

したのがエドワード・ショーターである。ショー

ターは，前近代社会では情緒的な関係が，家族と

くに夫婦間で抑圧され，近代化とともに解放され

たという立場をとる。そして，配偶者選択の基準
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が家産の維持や労働力確保といった手段的要因か

ら“ロマンティック・ラブ”に移ったこと，母性

愛が“発見”されたこと，そして共同体の仲間と

の絆より家族愛が優先するようになったことによ

って，家族が相互に感情移入し“魂の交流をつく

りあげてきた”と述べる24。このように，愛とい

う近代的感情が自発性と解放のメルクマールとさ

れる家族の心性史研究によって，家族間の親密性

の中心に様々な愛―“恋愛”“家族愛”“母性愛”

―が位置づくようになった。 
このような流れを受けて，日本における家族研

究者は，戦前の家族制度が人間相互の健全な自立

や主体性の成長を阻害していたとの認識と反省か

ら，近代家族への変革を通して社会の民主化を果

たそうとする価値志向を持つようになった25。例

えば，具体的なパラダイムの変遷として柚井孝子

は以下のように述べる。 
 
“これまでは直系家族制から夫婦家族制へとい

う変化が，実態としてのみならず，向かうべき目

標として提示されてきた。すなわち，一方の極に

は家長が絶対権をふるう“家”が，他方の極には

夫婦の愛情に基づく夫婦家族が位置づけられる。

（略）高度経済成長期以前に書かれた家族に関す

る書物には，一日も早く封建遺制を払拭し，民主

的な家族を築くことの必要性が力説されていた
26。” 

 
柚井の指摘通り，1970 年頃までの日本の家族社

会学者の間では，民主的な家族を守るという問題

意識が強く，近代家族像が有す親密性が肯定的評

価を受けることで，家族の病理現象といった問題

の原因も，封建的な家制度から核家族への過渡期

ゆえに不安定性が目立っているだけだという論調

へと還元されてきた27。しかし，1980 年代に入っ

て家族の多様化論・個人化が指摘されるようにな

ると同時に，愛を中心とした親密性への歴史的評

価に変化が生じる。70 年代までの“解放としての

愛”から，“家族に関わる矛盾の隠蔽としての愛”

といった抑圧，規制としての親密性を析出するこ

とが研究の目的となってきた。そして，家族の近

代化は“感情を解放したように見せかけながら，

家族の感情に関する規範やイデオロギーによって

感情に対する規制を強めたのではないだろうか
28”として，親密性の抑圧的役割が考察されるよ

うになった。このように，家族史は近代家族像を

“排他的親密性29”の場として位置づけてきたの

であった。 

3.2 家族の精神的靱帯としての“愛” 

近代家族内の親密性を象徴する“愛”のシンボ

ルは，ギデンズがそれを“性”に付随する感情現

象と捉えていたのに対し，家族社会学では，家族

内部で個人が持つべき精神性という規範的イディ

オムとして捉えられてきた傾向がある。 
山田昌弘は“家族であれば，愛情が湧くはずだ”

という思い込み”が近代家族を支える装置となっ

てきたことを指摘する30。また，そういった愛情

イデオロギーが蔓延することによって，家族内に

おける愛情の欠如が家族の欠陥として見なされる

ようになったことから，近代家族を“愛情をあお

る装置31”と捉える。 
また山田は，この“愛情”の構造について“見

たい，聞きたい，さわりたい”などの“～したい”

といった欲求から生み出される“コミュニケーシ

ョンとしての愛情”と，“～の行為・基準”をクリ

アすると“愛情”のラベルが手に入る（“～するこ

とによって愛情が手に入る”）という，“記号とし

ての愛情”に分けることができるという32。例え

ば近代社会では“本当の恋愛＝結婚”と定義する

ことによって，“家族の外部に発生した感情体験を，

すばやく家族の内部に回収33”し，またそれらの

愛情が，個人が正当な感情の持ち主であるという

自己証明へと転換されるといった“記号としての

愛情”が積極的に使われるようになったのである。

そのことによって，“コミュニケーションとしての

愛情”の不安定さが回避されて行くばかりでなく，

近代社会秩序を支える役割を果たしてきたと主張

する34。 
また，デビット・ノッターは，ギデンズが示し

たような“性‐愛”としての愛情の図式を用いて，

“性”の反社会的側面が，“聖”なる心性としての

“愛”あるいは“聖”なる“純潔性”としての宗

教的精神性と結びつけられることで，“性‐愛”が

愛情として社会秩序を安定させるものとなると論

じる。そして宗教的精神性に位置づけられた“愛”

は押しつけられた規範というよりは，逆に，自ら

が追及すべき価値にまで至った，と分析する35。

また、“愛”の規範的性質について，宮森は以下の

ように論じている。 
 
“保守と革新という構図が崩れつつある現在，
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こうした（引用者注：親密性の民主制側面と抑圧

的側面のこと）二重構造は見えにくくなってゆく

と思われる。しかし，保守サイドが恋愛の破壊性

を非難しながら家庭成員の快楽を重要視し，革新

サイドが家制度の抑圧性を非難しながら家庭の型

の生理必然性を強調するというかたちで，相互の

家庭像の“過剰さ”を非難してきたことは，近代

家族の枠組み自体が孕んだ過剰さのひとつの端的

な表出であるように思われる。そこでは，型には

める代償に快楽と愛が与えられるかのようである。

抑圧と快楽・愛は一体のものであり，人間は無抑

圧化での快楽や愛を想像し得ないという前提に立

っているのではなかろうか。“家族らしさ”の外形

にとらわれて“本当の”“自然な”愛情の交歓がお

ざなりにされている，という感情が盛んに吐露さ

れながら，その感覚を満たす家族（親密圏）認識

を，われわれは実は想像することすらできてはい

ないのではなかろうか36。” 
 
このように，近代家族論においては，愛情は“性”

的行為とそれを規制する“愛”という精神の関係

として捉えられている。 

4 フェミニズムによるアプローチ 
4.1 親密性批判としてのフェミニズム 
 近代家族研究の議論が，愛情という抑圧構造を

問題視しながらも，あくまでも家族という単位に

適応していくことに結論を見出しているのに対し，

フェミニズムでは，親密性の性質そのものを親密

圏の行為内在的に糾弾してきたといえる。フェミ

ニズムは，既存の社会理論がほとんど“男性の近

代社会の社会経験の理論化”であったとし“私的

領域の経験”を当事者の視点から理論化しようと

してきた37。女性の個としての自立や男女平等を

第一義的課題に掲げるフェミニズムにとって論敵

となったのは，自然的・必然的な生物学的性差に

よって女性が親密圏を担うべき存在であるという

フロイト的な心理学説であった38。このように，

親密圏および近代家族を担う当事者の立場から，

その領域を性に基づく権力構造という政治的視点

で読み解くことで理論化することが試みられてき

たのである。 
 フェミニズム研究の歴史的変遷は 3 つの時期に

分けることが出来るが，女性性という視点から親

密性への問題提起がなされるようになったのは，

第 2 期フェミニズム以降であった。戦後から 1960

年代までに展開された第 1 期フェミニズムでは，

公的領域における女性の平等，男性と同様の権利

の獲得を目指す“形式的平等”が目的とされ，自

然的な領域として当為視されてきた私的な分野に

関心が向けられることはなかった39。続いて，1970
年代における第 2 期フェミニズムでは，リベラ

ル・フェミニズムとラディカル・フェミニズムの

2 つの系譜が存在するが40，前者が第 1 期と同様，

公的領域を議論の対象とするのに対して，後者は

“個人的なことは政治的なことである”というテ

ーゼの下，“権力の汚染”から免れた領域として位

置づけられてきた家族関係・性関係などの個人の

内面的世界に，女性の抑圧構造を見出す41。具体

的に問題視されたのは，「夫は仕事・妻は家庭」の

近代型性別役割分担であり，当たり前だと思われ

てきた“主婦”役割そのものであった42。このよ

うに，ラディカル・フェミニズムは，近代家族を

筆頭として，社会が正常と見なす構造そのものを

疑問視し，第 1 期の指摘した資本的不平等に加え，

家族内の家父長制に闘いを挑んだのである43。 
そして，1980 年以降の第 3 期の女性史では，

第 2 期のフェミニズムが示してきた，“女性の自

己実現を妨げるものとして，女性を権力構造の抑

圧者であると位置づけ権力構造を糾弾する”姿勢

に対して疑義が提起する。性別役割に固定化され

る単一的なアイデンティティを付与されることに

反発する点では，第 2 期と同様であるが，第 2 期

のような被支配者としての自覚を持たない点で，

“個人主義的”反フェミニズムと解釈されること

もある44。第 3 期フェミニズムは，非抑圧者とい

う受動的な客体としての女性から，抑圧を“自律”

として読みかえることで，親密圏が抑圧と解放の

両義的側面を持っていたことを明らかにしたので

ある45。 
このように，親密性はその内部から，フェミニ

ズムによって批判的眼差しを向けられてきた。そ

れだけでなく，1970 年代からフェミニズムの学問

上に取り入れられた“ジェンダー”概念は“社会

的・文化的性別”を指し，生得的な“生物学的性

別”に対抗的に措定することで，男女の 2 元的差

異に収斂出来ない性的アイデンティティを持つ者

も研究対象として含んだ，親密性の多様性を発見

することを企図した46。このようなフェミニズム

史，あるいはジェンダー史観の展開は，そもそも

親密性そのものが異性愛を中心とする家族に限定

されるようなものではないことを示していると言
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えよう。 

4.2 “愛”批判の手段としての“性” 

親密性の批判を私的領域の権力構造の是正に求

めてきたフェミニズムは，“愛”や“自由”といっ

た普遍的価値理念に懐疑的見解を示す。ギデンズ

や近代家族社会学が“愛”という感情を一定程度

認めているのに対して，フェミニズムは“愛”を 
家族内における“性支配”を正当化する為のイデ

オロギーとして捉える。江原由美子は，“性支配”

を“恋愛・性愛・感情生活・私生活など，これま

で個人の内奥に秘められ犯すべからざる内面領域

とされてきたことそれ自体の中に，（権力の）維持

構造が埋め込まれている”事とし，“それらを犯す

べからざることとすること自体が，性支配の維持

に貢献しているのである”と述べる47。そして“主

観性・個人的経験・感情・私生活は，社会から切

り離され，権力の汚染からまぬがれた領域なので

はなく，それ自体社会が産出する装置なのであり，

その装置の中にこそ権力作動の回路が存在する”

と論じ，その原因を近代合理主義が，感情，内面

的領域，情緒を女性に割当て，女性を市民社会か

ら排除してきたこと，女性を近代家族の中に内閉

してきたことに見出す48。 
このような女性の社会状況に打開する為に，フ

ェミニズムは“家事も労働である49”という論点

を提起したが，この論点によって皮肉にも逆照射

されたのは，女性自身が“愛”という無償性と献

身の名において家事を“神聖さ”と救い出そうと

する姿勢であった50。フェミニズムは“愛”を，

労働を不可視化させる為のイデオロギー装置とし

て批判し，そのイデオロギーが夫を含む家族成員

の目的を女性が自分の目的として献身と自己犠牲

を慫慂する機能を持つことを指摘した。 
このように既存の社会構造の変革の方途を“性”

の視点から見出すことによって，フェミニズムは

愛を権力作用として捉え，愛こそが自己の正当化

基準となってきた社会史，家族史の展開とは異な

り，性にこそ自己の正当化基準を求めたのであっ

た。 

5 近代家族≠親密圏のアプローチへ 
前節までは，親密圏とその内部での親密性につ

いて 3 つのアプローチを並置してきた。本節では，

これら 3 つを総括し，その上で親密性研究がどの

ようなアプローチを取っていく必要があるのかを

考察したい。 
本稿で取り上げた各アプローチは共に，社会の

近代化に応じて生成してきた近代家族を親密圏概

念と一致するものと捉えていたが，一方でその場

を媒介する親密性の点で異なる理論を展開してき

た。まず，“システム”あるいは“公共性”の普遍

的性質に対して，親密圏の特定の共同体的な性質

は対極的に捉えられ，両者は共通性を持たない空

間として定義されてきた。そして，ギデンズの論

考を参照することで，親密性は“性”の衝動性に

“崇高な愛”という安定性が一体化されることで

“正常な性”を担保する役割が加味され，“愛”と

いう感情が両者の矛盾する性質を取り込んだもの

とならざるを得なかったことを概観した。次に，

“家族社会学アプローチ”では，家族間の“愛情”

は自発性を尊重するものではなく，“愛情”が抑圧

的な秩序として近代人を規制してきたことが明ら

かにされた。ここでは特に，精神的・理念的側面

としての“愛”が実態を先導，隠蔽していくイデ

オロギーとして解釈される。そして，最後に“フ

ェミニズムアプローチ”では，性に主眼が置かれ，

親密圏並びに親密性そのものが性支配の脅威とし

て捉えられる。 
3 つのアプローチはそれぞれ注目する視点が異

なっているが共に，近代家族的な従来の親密性が，

自発的な感情に基づくものであるという前提を再

定義あるいは覆そうとしてきた。しかしこのよう

な，既存の親密性へのアンチテーゼあるいはその

解体を目的とした親密性論は，人が他者と関係を

持つ時に持たざるをえない他者との関係性，つま

りどのような必然性から人は他者との共生を必要

とするか，という関係性を論じる時の準拠点を失

ってしまったのではないかと思われる。では，親

密性研究にいかなるアプローチが必要かを提示す

る為の 4 つの課題を示したい。 
第 1 に，これまで整理してきたように，従来，

親密圏は男女の性愛によって形成・維持される私

的な小家族に還元されてきた。しかし，フェミニ

ズム的アプローチやジェンダー史の生成といった

展開からも，親密圏＝私的領域＝近代家族という

根強い等式を問題視し、親密性を近代家族から切

り離した上で議論をする必要性が浮かび上がって

くる。 
第 2 に，3 つのアプローチは共に親密性を検討

する際に，男女を対とする親密性への着目が主と

なってきたため，その関係性に存在する“性‐愛”
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の両者が不可分と捉えられてきた点が挙げられる。

“性”に媒介される衝動的な関係性はギデンズが

“純粋な関係性”概念において指摘しているよう

に，その関係性を結ぶ対象者が現在において婚姻

と結びつかなくなったという意味で，特定の個人

に限定されない。一方で，“愛”はこれまで，持続

的・永続的かつ特定の相手との関係性を指し示す

ものとされてきた。しかし，この愛は，親密にな

る“理由”よりも“結果”に力点を置く，自己準

拠的な基準によって，ある関係性を親密なもので

あると正当化するシンボルであった。つまり，“性”

と“愛”を分割し，“性”を介した相互関係の性質

及び“愛”の行為体的側面が検証される必要があ

る。 
第 3 に，親密性という概念自体の政治性が明確

にされる必要がある。近代家族＝親密圏という等

値構造にも明らかであったように，ある特定の関

係性を親密であると定義した場合，その関係性へ

の肯定・否定のいずれかに終始してしまう。“愛”

が自発性を象徴するものであったにもかかわらず，

それが人びとの行為の正当性を判断する基準とな

ってきたことを鑑みても，親密という価値判断そ

のものを再考しなければならない。 
 第 4 に，1 から 3 において前述したような視点

から親密圏，近代家族を捉えなおすことは，それ

を前提としてきた様々な領域や価値観の再考を迫

ることになる。例えば，近代家族＝親密圏は近代

公教育システム確立の前提となってきたし，公教

育に限らず社会教育・生涯学習においてはそれが

“私的領域にわたる行為を広く含んで51”いるこ

とからも,親密性の問い直しが必要とされるであ

ろう。本稿で具体的に考察することが出来なかっ

たが，今後，親密性の内部から教育ひいては社会

教育を議論することが望まれる。 

 

                                                      
1 三品（金井）淑子“新たな親密圏と女性の身体

の居場所”＜川本隆史他『共に生きる』（新・哲学

講義 6）岩波書店,1998＞p.78. 
2 ルソーに関しては，上野千鶴子『家父長制と資

本制―マルクス主義フェミニズムの地平―』岩波

書店,1990, p.163-167 を参照。コンドルセに関し

ては，Groult Benoîte『フェミニズムの歴史』[Le 
féminisme au masculine, R. Laffont,1982,]山口

昌子訳,白水社,1982,p.68 を参照。 
3 Habermas,Jurgen.『公共性の構造転換』

[Strukturwandel der Offentlichkeit : 

                                                                                
Untersuchungen zu einer Kategorie der 
bürgerlichen Gesellschaft. Hermann 
Luchterhand Verlag,1962,] 細谷貞雄訳,未来社, 
1973, p.69. 
4 Sennett, Richard.『公共性の喪失』[The Fall of 
the Public Man, Cambridge University Press, 
1977,] 北山克彦・高階悟訳,晶文社, 1991, p.37. 

5 筒井淳也『親密性の社会学―縮小する家族のゆ

くえ―』世界思想社, 2008, p.14. 
6 Ibid.,p.15. 
7 Ritzer, George.『マクドナルド化する社会』[The 
McDonaldization of society, Pine Forge Press, 
1996,]正岡寛司訳, 早稲田大学出版部, 1999 を参

照。 
8 Sennett, Richard. op.cit., p.309-310, 361. 
9 Hannah, Arendt.『人間の条件』[The human 
condition, University of Chicago Press,1958,] 
志水速雄訳, 2009, p.98. 
10 Giddens, Anthony『近代とはいかなる時代

か？：モダニティの帰結』[The consequences of 
modernity, Polity Press, 1990,]松尾精文・小幡正

敏訳,而立書房,1993,p.35-36. 
11 Giddens, Anthony『親密性の変容：近代社会

におけるセクシュアリティ，愛情，エロティシズ

ム』[The transformation of intimacy : sexuality, 
love and eroticism in modern societies, Polity 
Press , 1992,]松尾精文・松川昭子訳, 2006, p.49. 
12 Giddens, Anthony『近代とはいかなる時代

か？：モダニティの帰結』op. cit., p. 53-55. 
13 Giddens, Anthony『親密性の変容：近代社会

におけるセクシュアリティ，愛情，エロティシズ

ム』op.cit., p.12. 
14 Ibid. 
15 Ibid., p.62． 
16 Ibid. 
17 Ibid., p.64. 
18 Giddens, Anthony.『ギデンズとの対話：いま 
の時代を読み解く』[Conversations with Anthony 
Giddens : making sense of modernity, Polity 
Press, 1998,] 松尾精文訳,而立書房,2001,p.187. 
19 Giddens, Anthony『親密性の変容：近代社会

におけるセクシュアリティ，愛情，エロティシズ

ム』op.cit., p.90． 
20 Ibid. 
21 Ibid., p.13. 
22 Ariès, Philippe.『〈子供〉の誕生―アンシャン・

レジーム期の子供と家族生活』[L’enfant et la vie 
Familiale sous L’ancien Regime, Editions du 
Seuil,1973,] 杉山光信・杉山恵美子訳, みすず書

房,1980 を参照。 

-  120  -



 

 

                                                                                
23 Ibid., p.381. 
24 Edward, Shorter.『近代家族の形成』[The 
making of the modern family, Basic Books, 
1977,] 田中俊宏他訳, 昭和堂, 1987, p.16. 
25 牟田和恵“家族の社会史から家族社会学へ－ア

プローチの統合をめざして－”『家族社会学研究』

第 3 号, 1991, p.51. 
26 柚井孝子“いま家族に何が起こっているのか－

日本の家族の今を問う―”『家族社会学研究』第 2
号, 1990, p.5.(5 ページ) 
27 山根常男「現代家族の構造と病理」＜大原健士

郎・岡堂哲雄編『現代人の異常性 現代家族と異

常性』（現代のエスプリ別冊）至文堂, 1976＞
p.7-18． 
28 山田昌弘『近代家族のゆくえ―家族と愛情のパ

ラドックス―』新曜社, 1994, p.103. 
29 宮森一彦“「家庭の和楽」と「家庭の親愛」―

近代日本における排他的親密性の形成をめぐって

―”『社会学評論』第 54 巻第 1 号, 2003,p.3. 
30山田昌弘『近代家族のゆくえ―家族と愛情のパ

ラドックス―』op.cit., p.214. 
31 Ibid., p.10.  
32 Ibid., p.98. 
33 Ibid., p.133. 
34 Ibid., p.134.  
35 デビット・ノッター『純潔の近代―近代家族と

親密性の比較社会学―』慶応義塾大学出版会, 
2007, p.44,(44 ページのみ)． 
36 宮森一彦,op.cit., p12-13. 
37 江原由美子“フェミニズム理論への招待”『フ

ェミニズム入門』宝島社, 1988, p.13-14. 
38 上野千鶴子『差異の政治学』岩波書店,2002,p.4
及び Ortner ,Sherry B.“女性と男性の関係は，自

然と文化の関係か？”『男が文化で，女は自然か？

―性差の文化人類学』[Belief and the problem of 
women,Cambridge University Press ,1974,]山崎

カヲル監訳, 晶文社, 1987 などを参照。 
39 江原由美子『装置としての性支配』勁草書

房,1995,p.68. 
40 荒木菜穂“バックラッシュの時代における第 3
派フェミニズムの政治性”『国際文化学』第 14 号, 
2006, p.53-54. 
41 江原由美子『ラディカル・フェミニズム再興』

勁草書房, 1991,p.47,54－55. 
42 上野千鶴子『家父長制と資本制―マルクス主義

フェミニズムの地平―』op.cit., p.197-198.  
43 Ibid., p.198. 
44 荒木菜穂, op.cit., p.47-62. 
45 上野千鶴子“歴史学とフェミニズム―女性史を

超えて”＜浅尾直弘・網野義彦・石井進・鹿野政

                                                                                
直・早川庄八・安丸良夫編 『（岩波講座 日本通史 
別刊Ⅰ）歴史意識の現在』岩波書店, 1995＞
p.170-171． 
46 上野千鶴子『差異の政治学』op.cit.,p.3-12. 
47 江原由美子『ラディカル・フェミニズム再興』

op.cit., p.55． 
48 Ibid., p.54-55． 
49 上野千鶴子『家父長制と資本制―マルクス主義

フェミニズムの地平―』op.cit., p.31. 
50 Ibid.,p.39. 
51 佐藤一子『現代社会教育学－生涯学習社会への

道程―』東洋館出版社, 2006, p.64. 

-  121  -



Checked�Nakamura� 

 

Studies on the Structure of “Intimacy” 

Focusing on “Love” and “Sexual Intimacy” 

Yuka NAKAMURA 
† 

† 
 Master Course, Graduate School of Education, the University of Tokyo 

    The paper considers the relationships between the modern family and intimacy analyzed by “love” as a 

symbol of emotionality. When most researchers discuss the theory of the private and intimate sphere, they regard 

that sphere as a modern family. So, the notion of “intimacy” is often equal to the ties of the members in a modern 

family. Intimacy such as “affected family and conjugal affection” gives the image as freedom, peace and stability. 

But, a recent paper considers the considerable problems such as the individualization and diversity of family 

forms. As above mentioned, intimacy has been given a positive image and a negative image. In this article, the 

sociological approach, family historical approach, and the feminism approach are mentioned, and analyzed from 

two sides as “sexual intimacy” and “emotional intimacy”. Through these analyses, we know that “sexual intimacy 

has an impulsive and unstable nature, while on the other hand, “emotional intimacy” has vitality and a stable 

nature. Both are reciprocal compliments.  

    In this paper, I not only give the positive or negative image, but present the way of approach about why 

people have intimacy and what elements form that connection.   
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Ćɉϫ»ə=Cμ<Ǉͪ!@ʨ#;�%)=C

<#[̥û_ˌ͗-ϫ̥ ûC»ʨ_̥ûCč<ï

�/[ʅͼǝ_ǂX�=/[ϫ3Cǜń<C�ä

%)=�J=9?"8;�%SC<�[=��[� 

8� ��!"%�&��	�' 

� ¼ȡCȡɃːÈ@͂Y\[ώʪĐğDϫ̀ʃC

k�¢��ğ=3\@=S?�ːÈCɘΗʻ?

ūƉ@X8;S5Y+\5SC<�[=��Ǒ

ɏ_Ƹ%S8;�[�-!Sϫk�¢��ğ@ď

�;ϫȡɃːÈDǐΖ@ΙƗ/[ƒŽϤϦğ=»

ĳʄƒ=��ϫǁɇCřɭřƈ_şɃĤÊ=-5

ʩɔːÈCǢˠ̀Å_Ų�99�[�9OZϫƳ

Õ<ĞĘ!9ŜͶ?ůβCēäčCÓ̃_şˍ

@ϫňͶCƂƃ-5̾ň_ůβ@ʨʩ-ϫ3\_

O5ŜͶ?řôƣţ=a��g_­Ǉ=-5ɿ

Ŭƣţ@ůβ@ͯŪ/[)=<āʈ_ǂ[=�

�ʩɔC�Zȝ_̇Ǻ/[)="#^R;Ŗϑ

?ːÈJ=̥YɤP_ΙR;�[C<�[�3C

Ο˘<ϫȡɃːÈ<Dϫ)\O<CX�?̾Ηɔ

_şɃ=/[řɭCʨɻ×ϋCÌ˴ϫ/?^7ï

�. ��'<$��"�)DC���%-E�80M�

�. ��'<$��"�)DC���%-E�80N�

 

-  132  -



 

Ϋώʪ=Çɔ@X[˓āĨʨ_şˍ=-ϫO5ˁ

Ȅ˙_şɃ=/[˙ă@X8;ϫː Èʻ?ͬǶC

ƒ?�t¢�|b�z~ϫ9OZȺËρCʨɻ×

ͨ=ːÈ×υ_ȗá/[=��ώʪ=˓ˑCȑ

˪_̇Ǻ/[)="Ŗϑ=?ZϫO5̀ʃǢθ@

=8;Dʏǜń=<S��[ʜɵ_ŀ-;�[

C<�[�)CΟ˘@ �;DϫʩɔɘΗD̾Η

ɔ_şɃ=/[˥·ɟʩɔ!Yγ̶¡o¢�rɔ

_şɃ=/[˥¥ɟʩɔJ=˗̸-ϫ̀ ʃʸƗD

ËǢθ_͍ζ-̆'[==S@ϫ̾ ΗɔCώʪƺ

Ǟ<�85ɢ̓ώʪ_şɃ=-5ïΫώʪ_̇

Ǻ/[)="Ŗϑ=?Zϫ+Y@ÇɔC˓āĨʨ

"ǀΐ/[)=<ϫēä̘CŲɔ=ϔɢ̓ώʪğ

"ΙƗ/[)=@?[�ů̓ɛ?ʨʩ<D?%ϫ

ʀͲ̘CÛĀ}� �@ǋ.;̤ɝǋū@˿P

ȉ�Y\[ɝęč_S85Ƒ̓ɛC� y�¢

ÇɔU�z~�¢jÇɔ"ʩɔC®ɽ=?[ȭ

Â@î8; ZϫώʪSɽęğ-;�[C"ʤƄ

<�[� 

� )CX�?ːÈJC˗̸@=S?8;ϫώʪ"

ϔɢ̓ğ-ϫēäƣţSɽęğ-;�["ϫ3\

@ƌǋ/[ƺ<ϫȑ˪ʻ?t¢�|b�z~"ɘ

ˬ+\[)=D?!85�ʩɔɘΗC΄ȉ@=S

?8;ϫˁ Ȅ˙_şɃ=/[˙ă"ɝ̡-?%?

ZϫO5̀ʃCk�¢��ğCΙƗDřɭřƈô

ΫCʩɔǽ̦˪=ƣţC×ͨ_ʏǜńğ/[5

Rϫͭȑúę=-;C˓ˑ_ǹé/[)=Dϫř

ƈͭȑCͷž_Ǹ%6'<?%ϫřôƣţCǹů

=̀ʃʸƗ@=8;Sʏǜńğ-;�%C<�

[�3C5RϫřƈD˓ˑȑ˪@ʕǜ_Ų�ϫǁ

ɇϫÇɔ"Ƕ8;�5˓āĨʨDřɭ£»F=Z

C̥ƢͱÆJ=΄ż+\[)=@?85� 

� ώʪ"ɽęğ-ϫϔɢ̓ğ¡Ųɔ"ŧ�[£ȝ

<ϫ˓ ˑȑ˪"ġû?t¢�|b�z~_ȗá/

[)=?%ϫĸÛ»CʨɻD̥ƢͱÆ=-;ʗÀ

'Y\[ːÈ"Ăɇ-;�5C<�[�)Cǜń

<ϫȫ¼Cēäƣţ@͂Y\[X�?ώʪĐğ@

X[»�CʨɻˋŨDϫ�ȑɳʌƇ�<�[=�

�£ϕ_ì\ǂ?�Ϩ18ϩ� 

� -!-įϕϫ)CX�?ȭÂ@�8;ϫɢ̓ώ

ʪ_Ȭ=/[ˠţ!YŲɔ̘U��¢w¢57

_ɢ̓ώʪJ=œİ-X�=/[)=Sϫʏʥ"

�[X�@ǎ^\[�3\Dϫ£ϕ<ϫƾY_ʨ

Pú-5ːÈɘΗ_ǫÿ-ϫƾYCʨɻ×ϋC5

RC̝ɔ_×ϋ/[)=CːÈʻ¡ȑɳʻͱÆ_

ō�)=@ļ!��-!-ϫ3C̼<ϫƾY"ʤ

ƄCēäƣţ@ �;ɢ̓C̝_ǂ[5R@ϫƾ

Y@ƌ-;d ��ca��|b_ϤR[)=ϫ

9OZƾY_ēä!Yȁσ-ϫƾY_ŲɔU��

¢w¢?>¨Ƃƃ?ʨɻ_Îå?%+\[ŦΛ

@Ώ�U85ēäƣţ@Υ-5ēäč=-;̥

Y_ƺǢ/[)=_Ƹ�?�<D�?�� 

� �Uϫ3�<D?�=��ͧ͢Dƹʑ�Zǂ[

<�]��5=�EϫɃʫʬ˵DϫƁɍȔ̟@ 

�;ϫǁɇϫ�Ȕ̟C̝ɔʻǜ̔�"=Y�Y\;

)?!85)=_ǻȌ-99ϫʤƄC̝ɔʨɻJ

C�Υǋ�=�Ǵǰ�C5R@)3ƁɍȔ̟@ 

'[̝ɔȔ̟"ǈ̀<�[=͛%�ƾŴC®Ʒ@

X\Eϫēä̘"¨āʽ?ʜɵ@̒!\5ţĹ@ϫ

Θƥ-ϫ3Cɢ̄?ɜā_̸Ñ-ǂ[5RCşˍ

ʻ?ˉͦ_΁@9'[)=Ϩ9OZϫ�Ǵǰ�C5

RC̝ɔȔ̟ϩ=̝ɔʨɻ_̥Yï�/[5RC

ƍιǑϫ-!S)Cɽę/[ːÈ@ �;ϫ̥Y

CƍιǑ_ɋ΃@˿Pȉ�ϫϤƯğ-;�%)=

C<#[ƍιǑ_΁@9'[)=Ϩ9OZ,�Υǋ�
C5RC̝ɔȔ̟ϫ)CƍιǑ_ƾŴD�ɋ΃?

ƍιǑ�=ŅIϩ"ǈ̀<ϫ-!S3C̝ɔc�

¢qC£9D̝ɔʨɻ@ �;̥Ś@ūƉ-;�

%̝»ʻ?ƍιǑ<�[=+\[Ϩ��ϩ��

� ˦̘DşɃʻ@ϫɃʫC͇ʍ@ĺǜ-5�=ǎ

��-!-ϫÃ§Cʍ<¨Ƃ_A&�ī[)="

<#?�)=Sˌ!<�[�˥£@ϫ3CƄĔǑ

@!!^[ōϚ<�[�Ƀʫ"̝ɔʻǜ̔_Ìʤ

-;)?!85=ǫÿ/[ƁɍȔ̟@ �;ϫ)

CX�?ɃʫCȈ͉/[Ȕ̟_ΖU!@̸�)=

Dĵ̡?C<�]�!�łˉCΕZϫƁɍăƯDϫ

΋Âřɭřƈ@ �;DřɭƺǢ=ƣţ̄ĹC5

RCc}f�i¢̻̒=-;ɘˬ+\;�["ϫ

3�<�["Ȓ@ϫƁɍăƯDɭ̷"3CɠȽ_

ΡǢ/[5RCΠò=-;Sɝ̡-; ZϫĤ@

Ɓ̕ǻƐ̀Ϙ_ūȷ/\EȔ̟͞˘C˿Pȉ�"

ΙRY\ϫȜ5?Ȕ̟"ŷRY\[=��SC<

D?��3)@DϫːÈCͣĝč"ăƯ_āʪ/

[)=@X8;ʨO\[ǟǑč"ä�; Zϫ3

\"ƉȨ@ăƯCôƄC˿Pȉ�_͏+?�ɘΗ

"ſŚ-;�[�)C)=D̉ĹʻƁ̕CÒ_S

76/O<S?%ϫȧY!?)=<D?�<�]

�!�O5ϫȠΎCX�@˿Pȉ�Y\;�[ʩ

ɔɘΗ
ώʪɘΗ@ �;ϫɃʫ"Ȉŋ/[X�?
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Toward Lifelong Learning for “Work” 

Atsushi MAKINO 
† 

† 
Graduate School of Education, the University of Tokyo  

    In the prolonged recession, Japanese society is facing a situation that can be called employment 

deterioration. It has been brought on by the dismantlement of the so-called Japanese-style employment 

practices. However, a structural conversion from a social economy based on the “stock” to one based on 

the “flow” exists in the background. In such social circumstances, it will be effective to advocate education 

and training for starting work to solve the present problem of making a living. However, this will only 

train and give skills for disposable manpower which will be repeatedly thrown away. 

    The following are some questions that need to be asked. (1) How can we create a structure of 

employment that eliminates the distinction between regular employment and non-regular employment? (2) 

How can people be offered learning programs that give the individual the powers that can make them 

recognize themselves as a part of life in this society, and can have them discover the meaning of their 

existence in relation to others? (3) How can people be supported by creating the lifelong learning for 

“work” to change the employment structure? In this text, the key frame is to realize these points so that 

people can recognize their position and meaning in society, as well as to consider the basic role of lifelong 

learning. 

Keywords: Employment Deterioration, Lifelong Learning, “Work” 

-  137  -



2009 年度研究室活動記録 

2009 年度講義内容一覧 

【生涯学習基礎論Ⅰ】【生涯学習基礎論Ⅱ】 

担当：教授・牧野篤 

 本ゼミは，通年の形で進められ，2008 年度に

引き続き，「社会教育とは何か」という原理的な

問いを主題に据えながら，宮坂広作『近代日本社

会教育史の研究』を手がかりに，明治期以来の社

会教育論の再検討を行った。具体的には，乗杉嘉

寿，川本宇之介，小尾範治，春山作樹，相原熊太

郎，朝原梅一などの著作が検討された。そこでは，

①「社会的教育学」と「社会教育」の位置づけの

問題（「社会」や「個人」をどのように捉えるの

か），②「国民」形成に関する社会教育の役割（「デ

モクラシー」と「テクノロジー」の問題），③政

策の中での「家庭」の位置（統治の拠点としての

「家族」），④農村と都市との関係性（農村の「都

市化・近代化」政策と，コミュニティの維持政策

との矛盾），⑤国家と社会との関係性（国家に包

摂される社会／国家を超える社会），⑥公共圏と

親密圏との関係性，などが議論された。 
 
【図書館情報学理論研究】    担当：教授・根本彰 

 この授業は，前半は著作権保護期間の問題，後

半は 2008 年度冬学期の図書館情報学理論研究Ⅱ

に引き続き知識コモンズを取り上げて進められ

た。教材は著作権法および著作権法施行令，『著

作権保護期間：延長は文化を振興するか？』（田

中辰雄・林紘一郎（編）2008 勁草書房）を前半

に，Understanding Knowledge as a Commons: 
From theory to practice（Charlotte Hess and 
Elinor Ostrom 2007 MIT Press）を後半に講読し

た。授業は受講生 1 人が教材の 1 章を担当しテキ

ストの要約，関連する国内外の問題を提供したう

え，受講生全員が議論する形式をとった。著作者

の権利を保護する問題と知識を公共財として捉

える知識コモンズの問題は一見対立するように

見えたが，実は互いに密接にかみあっていること

が分かる時間であった。 
 

【情報アクセスの手法と制度】  担当：教授・根本彰 

 今年度の授業は教育学部「図書館サービス論演

習」並びに，学際情報学府「図書館情報学」との

合同で開催された。授業の前半は，『図書館・ア

ーカイブズとは何か』 （別冊環 15) 藤原書店，

2008.を対象に担当者を決めての輪読をおこなっ

た。図書館サービスを巡る最新の議論を受講者同

士で踏まえながら，議論をおこなうスタイルで展

開され全部で 16 件の報告がおこなわれた。授業

の後半では，学部生（並びに司書資格取得希望者）

が専門図書館，アーカイブに相当する施設を訪問

し，施設の特徴や位置づけ，展開しているサービ

スなどについて，レポート資料並びにスライドを

作成しプレゼンテーションをおこなった（例えば，

外務省外交資料館，脚本アーカイブズといった施

設の発表がおこなわれた）。大学院生については，

図書館情報学の英文誌から論文を１点選び，その

論文の要約を発表し合う「抄読会」をおこなった。 
 

【図書館情報学研究方法論】   担当：教授・影浦峡 

 この講義では，研究を自立的継続的に進めるた

めに必要な「方法論」を，講義の中でのディスカ

ッションや研究の具体的な実践を通じて身につ

けていくことが目指された。リサーチクエスチョ

ンの設定からデータと手法の選択，結果の分析と

考察，論文の執筆に至る一連の流れの中で，これ

まで半ば無意識に実践してきた技術や，あるいは

全く見落としてきた技術をまとめあげ，言語化

し，具体的な「方法論」として意識的に活用でき

るようになることが重視された。まず，研究に必

要な方法論や技術のリストを各自が持ち寄り，議

論することから出発し，はじめの数回の講義を通

じて，その全体像を明らかにしていった。次の段

階では，それまでの議論で取り上げた一般的な方

法論や技術を，実際の研究プロセスの中で実践し

てゆくことに主眼が置かれた。受講者は 2 つの個

人・グループに分かれ，それぞれが研究テーマ

（公立図書館のウェブページのリンクを用いた

ネットワーク分析，学校図書館における学校司書

と生徒の会話分析）を設定した。毎回の講義で

は，受講者が持ち回りで発表資料を作成し，研究

の進捗状況を報告しました。その際，単に研究内

容のみならず，レジュメの書き方，報告や質疑応

答の態度，講義それ自体が，方法論を身につける

トレーニングとなるような配慮がなされた。 
 

【情報構造媒体論】         担当：教授・影浦峡 

 この授業では，主に言語データを材料としなが

ら，データの解釈にはどのような背景情報が必要

か，また何通りの検証方法が考えられるかについ
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て，講義と議論の両方がおこなわれた。そのため

に，回帰分析，カイ二乗検定，t 検定などの基本

的な統計手法について理解するとともに，それら

の手法を適用するときの前提条件を整理する作

業をおこなった。また，実際にフリーの統計ソフ

トである R を使用して共通のデータを分析する

作業もおこなった。この授業で印象的だったのは，

参加者同士で積極的に議論する形で進められた

点である。授業の一部では，議論の司会進行を参

加者がおこなうという方式もとられた。また，学

際情報学府や人文社会系研究科（社会心理学研究

室）の大学院生も参加し，多様な視点から活発な

議論が展開された。データを分析する際の基本的

なステップの確認など，参加者自身の研究に反映

できる有益な部分が多かったと思われる。 
 

【社会教育学特殊研究】 担当：非常勤講師・大谷尚 

 本ゼミでは，最初に，質的研究とは何か，量的

研究との比較においてのその位置づけ・意味や具

体的手法とその内容など基礎的事項について講

義がなされた後，講師である大谷先生が開発され

た，小規模データにも適用可能な質的データ分析

の手法である「SCAT」についての解説と実践を

中心にすすめられた。SCAT におけるコーディン

グと理論化の具体的な手続きについて学び，実際

に，質的データ（アメリカの医学部での実習日記

の一部）を，SCAT のワークシートを用いて各々

分析（主としてコーディング作業）をおこなって

いった。他コースの院生なども交えながら，活発

にゼミがすすめられ，とりわけ，ブラックボック

スと化している分析のプロセスをゼミ参加者で

共有し疑問を提出しあうことで，各人の思考や分

析，ことばの使い方などのくせを発見，体感する

ことができ，非常に貴重な機会となった。 
 
【生涯学習論特殊研究】 担当：非常勤講師・末本誠 

 本ゼミではまず，日本における生涯学習・社会

教育概念の歴史的経緯を概観し，現代の生涯学習

の必要性が主に「職業教育」にあるのではないか

という問題意識を講師と受講者の間で共有した。

その上で，主に講師のこれまでの研究の成果と実

践記録を講義資料とし，教育的実践と研究の融

合・分離点について参加者からの自由意見も交え

つつ討論をおこなった。具体的には，個人のライ

フ・ストーリーを使った教育的実践が，単なるア

クション・リサーチという研究方法に終始させる

ことが出来ない価値を持っており，それをいかに

理論化していくのかが議論の中心となった。また，

成人教育の場としてどのような学習機会が必要

とされ，研究者はどのように現場に参与していく

必要があるのかという具体的な方法論について

も理解を深めた。フランス，日本（沖縄），韓国，

中国などの社会的動向も踏まえつつ，成人教育の

現代的，国際的な布置を確認することができた講

義であった。 
 

【図書館情報学特殊研究】 

担当：非常勤講師・西澤正己 

 受講者が科学計量学について一定の知識を既

に持っていたので，基礎的な講義ではなくゼミ形

式での授業がおこなわれた。具体的には，西澤先

生の現在関わっておられる研究で用いているデ

ータの紹介を間にはさみつつ，受講者各々が現在

おこなっている科学計量学分野に関わる研究の

発表をおこない，それについて先生や他の受講者

がコメントを出し，研究をブラッシュアップして

いくという形式で授業が進められた。発表された

研究としては，東京帝国大学の経済学部図書室蔵

書と日本の経済学の動向との関係の分析，SCI，
Science Direct，INSPEC，BIOSIS preview の 4
つのデータベースの検索結果の相違の分析，異な

る領域における新しい研究トピックの論文数及

び雑誌の論文生産性の変化の比較などがあった。 
 
【生涯学習論論文指導】      担当：教授・牧野篤 

 隔週で開講され，修士論文構想・博士論文構想

の報告や，学会報告原稿・学会投稿論文・紀要論

文の検討が行われた。それぞれの参加者の報告に

対して，教員と各院生がコメントを述べる形でゼ

ミは進められた。報告されたテーマは，（1）地

方分権や規制緩和の動向のもとでの，教育を巡る

統治性の変容，（2）学校・家庭・地域の関係性

の変化に代表される教育システムの再編，（3）
東アジア諸国（中国，台湾，韓国）における少子

高齢化の進展を受けた地域教育の動向，（4）戦

前の国家／社会／家族／個人間の相互規定と相

克の位相，などであった。実証的な研究の割合が

増加したこと，研究方法についての自覚的な問い

直しが促されたことが大きな特徴であった。参加

者の間では，社会教育・生涯学習研究にベースを

置きつつも，社会の変化に応じて既存の研究の枠

組みを組み替えていく必要性が共有されており，
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隣接領域の知見も参照されながら射程の広い活

発な議論がなされた。 
 
【図書館情報学論文指導】 

担当：教授・根本彰，影浦峡 

 通称「総合ゼミ」と呼ばれ，研究室所属の院生

が各自の研究の進捗状況を報告し議論する場と

して，隔週で開かれている。前期は博士課程，修

士課程ともに各自 2 回ずつ，後期は修士が各自 5
回，博士課程は各自 1 回以上の発表機会を有し，

主に論文の進捗状況の報告を行うが，院生が学会

発表を行う場合，プレゼンテーション練習を行う

こともある。本年度は，図書館情報学研究室の院

生だけでなく，学際情報学府の院生も参加して行

われた。本年度の発表テーマとしては，図書館史，

計量書誌学，情報利用行動研究，専門職制度の比

較が挙げられる。報告に基づいて行われる議論で

は，単なる発表内容の事実確認だけでなく，問題

設定の仕方，問題枠組みの妥当性といった，研究

そのものの進め方についても議論が交わされて

いる。院生にとって本ゼミは，自分のテーマや研

究の進め方を見直すために重要なゼミであると

いえる。 
 

 

2009 年度個人研究活動報告 

（社会教育学研究室 博士課程） 

〔新藤浩伸〕 
 戦後社会教育制度成立以前の，大正～占領期に

おける日本の集会娯楽施設の研究を主に進めて

きました。日比谷公会堂を中心に各地の公会堂の

設立経緯，運営形態，事業内容を調査し，その諸

機能の分析を試みています。並行して，イギリス

文化政策における教育の位置づけに関する研究

を進めています。いわゆる「チャージ・ディスチ

ャージ」理論などを背景に，文化行政が社会教育

行政から独立していった 1970 年代以降の日本と

対照をなすように，同時期のイギリス文化政策で

は教育やコミュニティが重視され，現地資料調査

でその一端を垣間見ることができました。関連し

て，カルチュラル・スタディーズの理論形成の背

景となった，論者達自身の成人教育論および実践

の検討も，比較の視野で丁寧に取り組みたい主題

です。また職場の影響で，社会教育における文化

活動への関心は，高等教育を含む成人期以降の文

化活動支援，文化産業との関係などへと広がりつ

つあります。 
 
〔佐藤智子〕 
1．論文 
○佐藤智子「基礎自治体における社会教育ガバナ

ンスの再編：大分県佐伯市を事例として」『自治

体改革と社会教育ガバナンス』（日本の社会教育

第 53 集）2009, pp.60-72. 
2．調査報告書 
○荒見玲子・佐藤智子・森田朗「『こども・青少

年行政』をめぐるガバナンス構造―豊田市と出雲

市の教育事務処理体制の再編を事例に―」『ネット

ワーク型ガバナンスによる教育支援システム再

編に関する日英比較研究』（平成 19 年度～平成

20 年度科学研究費補助金・基盤研究（B）研究成

果報告書：研究代表者・宮腰英一） 2009, 
pp.103-144. 
○佐藤智子「地域社会における青少年育成ネット

ワークの紐帯と拠点のあり方」同上，2009, 
pp.145-166. 
○佐藤智子「小原地区の概況と住民生活の課題」

東京大学大学院教育学研究科社会教育学研究室

豊田市調査チーム編『生活文化（ひとの暮らしぶ

り）に着目した過疎地域のあり方について：豊田

市合併町村地区調査報告』2009, pp.23-35. 
 
〔馬麗華〕 
 今年度は主に，中国都市部における社区教育の

政策的展開に関して，教育政策の理論的な分析と

現場でのフィールド調査を実施した。特に，中国

都市部社区教育の政策的展開から，政府の関与と

権限の移譲，社区居民決定権の拡充の問題に踏み

込み，政府の社区教育に対する意識と動向の特徴

と居民自治の可能性を研究した。それを論証する

ため，まず，教育部・民政部による「社区服務」

と「社区建設」の方針・規定・文書を手がかりに

して，社区教育政策に関する文献検討を行なった。

また，文献検討に基づいて，ミクロな事例に着目

し，2005年から年に2回ほど1980年代最初の「全

国社区教育実験区」をフィールドワークしてきた。

2009 年 3 月，8 月，2010 年 1 月には，北京，上

海の社区でインタビューやアンケート，座談会の

形式をとり，特に社区教育の施設，「学習型社区」

の実施状況及び区政府の機能などを調査した。こ

れらをもとに，現在，博士論文の作成に取り組ん
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でいる。 

 

〔青山貴子〕 
 今年度は，主に以下の 3 点において研究をすす

めた。（1）＜戦前期の民衆娯楽論研究＞これまで

継続してきた「教育のメディア史」研究の一環と

して，大正期の民衆娯楽論における「教育」と「娯

楽」をめぐる議論について検討し，教育史学会第

53 回大会にて口頭発表をおこなった。（2）＜地

域における読書教育実践に関する研究＞国立教

育政策研究所による読書教育研究の研究協力者

として，山梨県の勝沼図書館へのインタビュー調

査をおこない，アニマシオンによる読書教育の実

践事例を報告するとともに，地域における読書教

育の現状と課題について検討した。（3）＜ボラン

ティア・NPO の組織論に関する研究＞非営利組

織のマネジメントに関する基礎的研究として，

NPO など民間非営利組織における NPM（New 
Public Management）の導入意義などについて検

討し，平成 21 年度山梨学院大学地域ベース講座

『マーケティング戦略と人材育成』において報告

した。 
 
〔高雄綾子〕 
 ドイツにおける持続可能な発展のための教育

（Education for Sustainable Development）に

ついて，マクロな観点から観察・分析をすすめて

きた。環境教育学会の口頭発表では，『ドイツに

おける ESD コーディネーターの育成と展開―「マ

ルチプリケーター」研修プログラムによる学校

ESD の拡大と国際教育イニシアティブへの接続

の取り組みー』を発表し，ここで，ESD コーデ

ィネーター（マルチプリケーター）が多い地域と，

2006 年 PISA 結果の高い地域との関係が，逆相

関に近いという点から，ESD は PISA 型学力の低

い地域において積極的にとり組まれているので

はないかという仮説を立てた。次いで，横浜市委

託調査『「持続可能な開発のための教育（ESD）」

の国際動向に関する調査研究』においては，この

仮説を検証するため，ドイツにおけるコンピテン

シーの考え方と，OECD による PISA 型学力との

相違を，「ドイツにおける学校 ESD 推進策とコ

ンピテンシー育成の関係」にまとめた。また，文

科省，外務省，環境省，内閣府による「地域の

ESD取り組み教科のための制度設計検討委員会」

（全 3 回）にオブザーバーとして，国立教育政策

研究所による「学校における持続可能な開発のた

めの教育（ESD）に関する研究会」に研究協力員

として参加した。 
 
〔荻野亮吾〕 
 今年度は日本学術振興会からの助成を受けて

「地域活動における 『贈与的ネットワーク』を

媒介にした公共性構築過程に関する研究」を行い

ました。第 1 に市民活動への参加の規定要因とそ

の効果について計量分析を行い，「ボランティア

活動の規定要因についての計量分析：『参加』の

観点からの JGSS データの分析」（『日本生涯教育

学会論集』第 30 号掲載），「ボランティア活動の

規定構造と効果に関する計量分析」（日本社会教

育学会第 56 回大会で報告）としてまとめました。

第 2 に近年の市民活動を中心とした，学校・保護

者・地域の関係の変化についての分析を行い，「学

校-地域間関係の再編の動態についての『社会関係

資本』の観点からの考察」（日本学習社会学会第 6
回大会で報告・本紀要掲載），「母親の教育に対す

る認知構造と学校参加意思の関係についての考

察」（日本生涯教育学会第 30 回大会で報告）とし

てまとめました。第 3 に市民活動に対して社会教

育が果たしてきた役割を「1970 年代の住民運動

における『公共性』構築過程に関する考察」（日

本教育学会第 68 回大会で報告・『東京大学教育学

部研究科紀要』第 49 巻掲載）としてまとめまし

た。 
 次年度は 1980 年代を境とした教育システムに

おける市民活動の位置づけの変化を政策分析と

実証分析を通じて明らかにすることとします。 
 
〔佐藤晃子〕 
 放課後事業を媒介とした，学校と家庭との関係

再編を研究テーマとし，今年度は，学童保育と「一

体的運営」をおこなう全児童対策事業を事例に，

「別物」であるはずの学校（教育）と実践上どの

ような関係が築かれているのかという点に絞っ

て，分析・考察を深めていった。その成果は，日

本教育学会大会（2009 年 8 月）にて報告をおこ

ない，それを修正して，本紀要に投稿，掲載され

た。また，8 月～12 月にかけ，東京都某区の学童

保育利用保護者へのインタビューをおこなった。

これは今後，新たに分析をかけ，研究論文として

発表する予定である。ほかにも共同研究として，

放課後児童クラブ（学童保育）・児童館関連の 3
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つの研究会（「児童館の活性化についての調査研

究」，「放課後児童健全育成事業（放課後児童クラ

ブ）に係る実証的調査研究」（ともに，こども未

来財団調査研究事業），「総合的な放課後対策推進

のための調査研究」（文科省委託研究））に研究協

力者として参加し，全国各地の各種放課後施設・

事業の現場に足を運ぶ機会を与えていただいて，

多くの研究的刺激を得た。 
 
〔大木真徳〕 
 2009 年 10 月より，休学のうえ，イギリス

University of Leicester, School of Museum 
Studies, PhD Research Course に留学。研究テ

ーマは「博物館運営に関する日英比較研究」。 
 
〔本庄陽子〕 
 かねてより，主婦層を中心とした女性の社会的

活動，また，その活動を支える学習活動，活動か

ら展開していく学習活動に関心を抱いている。具

体的な場面として，PTA 活動，社会教育施設にお

けるボランティア活動，地域社会（町内会や自治

会等）での活動等を継続して注視している。2009
年度は論文執筆・学会発表等よりも，ネットワー

クの構築・事例の収集・資料整理等に力を注ぐ一

年となったが，次年度からは研究活動の中心を論

文執筆に移行する予定である。本年度の研究成果

は以下の通り。【学会発表】「社会教育施設ボラン

ティアの自己形成に関する経時的研究」日本生涯

教育学会第 30 回大会（会場：国立教育政策研究

所社会教育実践研究センター）にて，松橋義樹・

大木真徳と共同発表［2009/11/7］，【報告書等】「女

性のボランティア活動―主婦の家庭外役割を中心

に―」『AGU 生涯学習・社会教育モノグラフⅡ社

会教育施設ボランティアの自己形成に関する経

時的研究Ⅱ』社会教育計画研究会. ，「子どもの居

場所で大人が学ぶ」『平成 20 年度文部科学省委託

事業：「学びあい，支えあい」地域活性化推進事

業に関する調査研究報告書』（財）全日本社会教

育連合会。 
 
〔古壕典洋〕 
 私は，「成人の学びとは何か」という問題を主

題に据えながら，成人の学びを支援する方法論と

して遠隔教育（講義録・通信教育・遠隔教育機関・

e ラーニングなど）に注目し，遠隔教育における

成人の学びに関する研究をおこなっている。今年

度は，遠隔教育における成人の学びを理論的ある

いは実証的に研究し，成人の学びの動態を明らか

にするための基礎的研究をおこなった。具体的に

は，遠隔教育の存在意義，遠隔教育における成人

学習者の位置，遠隔教育における成人学習者をめ

ぐる関係性の形成／変容／創造の機制などの問

題について，理論的側面から研究をおこなった。

他方，実証的研究としては，遠隔教育の教授者や

学習者にインタビューをおこない，学習者をめぐ

る関係性（教授者-学習者，メディア-学習者，学

習者-学習者）の変容，そこでのそれぞれの相互作

用過程に注目しながら，成人の学びの内実の一端

を明らかにしようと試みた。 
 
〔王美璇〕 
 台湾からの留学生で，主な研究関心は，教育と

学習を通じた住民の地域意識の涵養である。台湾

で最も重視されている生涯学習施設である社区

大学（コミュニティ・カレッジ）を事例に研究し

ている。その基礎的な作業として，修士論文「台

湾における社区大学の理念と展開―市民意識啓

発の観点から―」では，社区大学の展開と課題に

ついて，特に「知識の解放，市民社会の形成」と

いう中心的な理念とそこに存在する課題につい

て考察をおこなった。今後の課題としては，社区

大学の教養的・趣味的なカリキュラムと住民の地

域意識の関係，すなわち，学習のどのような過程

を通じ，学習者間のつながりや学習者と地域との

つながりが形成されているか，また，どのような

方法により，学習者の地域意識を高めることがで

きるかにある。これらは今後検討していきたい。 
 
〔坂井菜央美〕 
 今年度は入学したてで，出来るだけ新しい研究

領域に挑戦しようと思い，次の 3 つのことをおこ

ないました。全体を通しては，「少子化と教育・

社会」を大きなテーマとして研究を進めました。

①地域社会が学校をサポートし，関係を強化して

いこうという実践の研究をしました。特に，出生

率がとても低い東京杉並区の高円寺地域を調査

しました。（日本教育学会大会［東大駒場］8/29
で発表）②韓国の少子化の中での最近議論となっ

てきた海外入養（養子）の問題を調査し，その問

題点と韓国家族主義の関連について考察しまし

た。韓国は 1994 年まで最も海外へ子どもを送り

出す国として知られていました。その問題と地域
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社会の関係について検討しました。（日本社会教

育学会大会［大東文化大］9/18 で発表）③高度化

センターの研究プロジェクトが採択され，テーマ

の「東アジア地域における少子化の進展と学校教

育への影響」に対して，日・韓・台の学校統廃合

問題に問題を絞って研究を進めています。 
 
（社会教育学研究室 修士課程） 
〔歌川光一〕 
 修士課程在学中，（生涯）学習・（社会）教育

実践と趣味・教養活動の関連に対する考察を基礎

に据え（拙稿「カルチャーセンター研究史―生涯

学習・社会教育研究における趣味講座の位置づけ

をめぐる試論的考察―」『生涯学習・社会教育研

究』33，2009，pp.67-77.），2009 年度は，明治

期創刊婦人雑誌を用いて，遊芸の花嫁修業化の歴

史的・社会的要因を検討した（修士論文執筆）。

また，音楽が生涯学習社会に果たす役割に関する

時事的な関心について，「平成 21 年度音楽振興

法推進会議全国協議会」，「生涯学習音楽指導員

研究会ネットワーク 2009 年度全国シンポジウ

ム」『音楽文化の創造』55 号，2010，pp.14-17，
pp.18-21.で報告済み。 

 
〔中村由香〕 
 本年度すすめてきた研究は，以下合わせて 3 つ

である。まず，個人研究としては近代教育の「教

育的」要素を問い直す為の前提作業として，近代

家族を中心とする親密圏を軸としてどのような

アプローチが可能であるかを検討した。次に，共

同研究として明治後期から昭和初期までの近代

日本社会教育政策史を，アクター間の政策決定過

程に軸足を置きながら描き直すことを試みた。そ

の作業の中でも中村が担当したのは，主に政策史

と当時の文部・内務官僚および内閣総理大臣らの

関係性を年表化するという作業であった。そして，

本年度9月下旬に牧野教授指導のもとで行われた，

長野県阿智村での社会教育調査実習（学部）では，

下伊那テーゼをはじめとする社会教育の歴史的

動向を学びつつ，各自が体験実習を行った地域文

化を省察することで社会教育への理解を深めた。

本調査実習の成果は，本年度 3 月に報告書として

刊行された。 
 
 
 

（図書館情報学研究室 博士課程） 

〔宮原志津子〕 
 今年度は博士論文を仕上げることを最優先に

研究を進めてきました。博論のテーマは，図書館

情報（LIS)専門職の教育と認定に関する，制度と

機能の国際比較です。これまで研究を重ねてきた

シンガポールとフィリピン，及び両国の LIS 教育

制度や専門職制度の構築に強い影響を与えてき

たアメリカ，イギリスを対象としています。 
 また科学研究費補助金「情報専門職の養成に向

けた図書館情報学教育体制の再構築に関する総

合的研究 2（LIPER 2）」の「情報専門職養成カ

リキュラムの国際相互認証と単位互換制度に関

する研究」の研究成果を，春と秋の日本図書館情

報学会で共同で発表いたしました。 
 
〔今井福司〕 
 昨年度に引き続き，博士論文に関わる研究とし

て学校図書館史の研究に取り組みました。特に一

昨年，学会発表を行ったアメリカの 1910 年代か

ら 30 年代の学校図書館専門職制度について，『日

本図書館情報学会誌』へ論文を投稿致しました。

同時に，修士論文で取り組みながら文章化してい

なかった，日本占領期における視聴覚教育と学校

図書館の関わりについて，『生涯学習基盤経営研

究』に投稿致しました。改稿作業が順調であれば，

本原稿が掲載されている号に論文が掲載されて

いると思われます。また，共同研究として昨年取

り組んだ教育学研究科学校教育高度化センター

のプロジェクト（代表者：松田ユリ子）について，

2009 年度日本図書館情報学会春季研究集会と日

本カリキュラム学会第 20 回大会で共同発表者と

して発表を行いました。詳しい研究成果ならびに

現在の活動については，図書館情報学研究室の

Web サイトにある今井の Web ページもご参照い

ただければ幸いです。 
 
〔河村俊太郎〕 
 今年度も昨年度に引き続き，東京帝国大学の図

書館史を中心に研究をすすめ，「蔵書構成からみ

る東京帝国大学経済学部図書室の運営に関する

歴史的研究」というタイトルの発表を日本図書館

情報学会 57 回研究大会にて行いました。また，

公立図書館の Web ページのリンクネットワーク

について，「The structure of hyperlink network 
formed by the Web pages of Japanese public 
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libraries」というタイトルで JASIST に一本論文

が掲載され，また，「Classification of hyperlink 
networks by multivariate analysis of network 
indicators: the case of Japanese public 
libraries」というタイトルで ISSI 2009 にて発表

を行いました。他にも，4 本の共同研究を日本図

書館情報学会などで発表し，図書館総合展内のフ

ォーラム「10 年後の図書館と大学」にもパネリ

ストとして参加しました。 
 
〔松田ユリ子〕 
 本年度は，本務の学校司書の仕事を休職し個人

研究に専念しました。県立高校 3 校の学校図書館

をフィールドに選び，各校週 1 回のペースで参与

観察を行い，授業中，昼休み，放課後および特別

活動中の学校図書館における生徒の情報行動を

フィールドノーツに詳細に記録しました。これら

の研究成果の一部を，「参与観察法による学校図

書館における生徒の情報行動調査研究」として

2009 年度日本教育工学会全国大会で発表しまし

た。並行して，高校生へのインタビュー，学校司

書グループへのフォーカス・グループ・インタビ

ューを進めています。共同研究では，昨年度の学

校教育高度化センターの「学校教育の質の向上」

をテーマとする「学校教育高度化センター研究プ

ロジェクト」で助成を受けおこなった研究成果が

報告書としてまとめられました。その後，この成

果の一部を，2009 年度日本図書館情報学会春季

研究集会および 2009 年度日本カリキュラム学会

全国大会で発表しました。来年度は今年度集めた

データの分析をすすめ，論文にまとめることを目

標に研究をすすめる予定です。 
 
〔金昭英〕 
 小学校のカリキュラムと学校図書館，東アジア

の教育と学校図書館の問題に関心があります。博

士論文は日本の小学校カリキュラムと学校図書

館の問題を取り上げ，カリキュラムの構成単位を

国・地域・学校・教室レベルに分けて考えながら，

学校図書館のあり方を考察していきたいと現在

思っております。2009 年度には国レベルのカリ

キュラムを検討するため，小学校学習指導要領に

おける学校図書館関連記述を調査しました。調査

結果は日本図書館情報学学会春季研究集会，日本

カリキュラム学会，Librarians’ Information 
Literacy Annual Conference（2010 年 3 月予定）

で単著あるいは共著の発表につながりました。

2010 年度は現在までの研究成果をふまえ学校教

育現場のフィールドワークに入り，地域・学校・

教室レベルのカリキュラムにおいて学校図書館

がいかに活用されているかを調査研究していき

たいと思います。 
 
（図書館情報学研究室 修士課程） 

〔浅石卓真〕 
 東京大学教育学部を 2009 年 3 月に卒業し，同

年4月から図書館情報学研究室修士課程に在学し

ています。今年度から大きく三つの研究を進めて

います。一つ目は学問分野の構造・成長過程の計

量書誌学的分析で，本年度は卒業論文「学術雑誌

における論文集中度の時系列分析」をもとに，中

国の大連で開かれた COLLNET2009 で発表しま

した。これは，分野内の新しい研究トピックにつ

いて書かれた論文群の学術雑誌における分布の

時系列変化から，研究トピックの成長過程を分析

したものです。二つ目は社会ネットワーク分析で，

本年度は第 57 回日本図書館情報学会研究大会に

て，Web ページのリンク関係から見た日本の公立

図書館のネットワーク構造についての共同研究

を発表しました。また，2010 年 3 月には第 72 回

情報処理学会にて，QA サイト内コミュニティの

ネットワーク構造について発表することが決定

しています。三つ目は図書館を使った調べ学習に

ついての共同研究で，秋から千葉県袖ケ浦市を中

心にインタビュー調査やフィールドワークを行

っています。本年度に培った知識と技術を全て注

ぎ込み，来年度は修士論文の執筆に集中したいと

思います。 
 
〔村山遼〕 
 大学院に進学したばかりで右も左もわからな

い状況ではありましたが，図書館情報学研究方法

論のゼミ内容を「Web ページのリンク関係からみ

た公立図書館のネットワーク構造」として，日本

図書館情報学会研究大会で発表しました。また，

年末から少しずつ修士論文の準備にも取りかか

りました。英日翻訳のプロセスで生じる下訳と修

正訳を比較することで，翻訳の「ぎこちなさ」を

検出しよう，という試みです。翻訳の教科書に掲

載されるような事例は，ぎこちなさの主だったパ

ターンに過ぎず，その全貌とメカニズムを明らか

にするにはまだ不十分です。実用の観点からみて

-  145  -



も，教科書の知識は「公式は暗記したのに数学の

問題が解けない」という，ノウハウを適用するタ

イミングをめぐる問題を宿命的に背負っていま

す。これらの課題を計量言語学や自然言語処理の

理論と技術を用いて解決しようというのが修論

の目標です。なお，卒業論文で取り上げた情報の

信頼性をめぐる研究は，力量不足と若干の怠慢と

があいまって頓挫気味です。とはいえ，個人的に

は大変興味を持っているテーマなので，常に頭の

片隅に入れつつ，修士論文の執筆を進めていきた

いと思います。 
 
 

学位論文 

博士論文 

2009 年 5 月（課程博士） 

尹敬勲「「解放」以降韓国における社会教育（生

涯教育）政策の展開——社会教育・生涯教育政策

の歴史的性格と構造的特質に関する考察を中心

に」 
 

2010 年 1 月（論文博士） 

佐藤一子「イタリア学習社会の歴史像——生涯学

習の統合的協働システムの発展過程に関する研

究」 
 
2010 年 3 月（課程博士） 

松本直樹「地方自治体公立図書館における事業形

成過程の分析——図書館事業形成の政治行政力

学」 
 
2010 年 3 月（論文博士） 

林炯延「韓国の公共図書館における児童教育学的

役割と児童教育プログラムにおける構成主義教

授学習モデルの設計」 
 
 
修士論文 

2010 年 3 月 

歌川光一「明治期創刊婦人雑誌にみる箏・三味線

習得イメージの変遷——遊芸の花嫁修行化に関

する序論的考察」 
 
徐有珍「日野市立図書館市政図書室における地方

行政資料サービス——1970-1990 年代を中心に」 
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